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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　１章　悪魔の貌かお








　…………うぅぅぅー……、

　あぁぁぁぁー……、

　……おぉぉぉぉぉー……、

　うぁぁぁああぁぁぁああぁぁぁー……、

　……んんぅぅぅううぅぅぅううぅぅぅぅー……、

　はぁぁぁああぁぁぁぁああぁぁぁあぁぁぁぁぁぁー……。



　城じよう塞さい都市キャメローの正門から延びる通りを歩いているのは、人……ではない。少なくとも、現在は。

　腕うでが一本ないまだ若い男がいる。もげそうな腕が肩かた口ぐちから垂れ下がっている中年の女がいる。腹部の傷口からはみ出した腸を引きずって歩く壮そう年ねんの男もいる。あの老人は顎あごが外れ落ちそうになっている。上半身だけで這はい進む子供がいる。

　皆みな、顔色が悪い。悪すぎる。血の気がまったくない。蒼そう白はくを通り越こして、土気色だ。

　彼ら、彼女らはたいてい傷ついている。あちこちの皮ひ膚ふがただれて剝はがれ落ちていない者は稀まれだ。出血はあまり見られない。どの傷もおぞましく、そこからは粘ねん液えきのような黒っぽい血が滲にじみ出しているか、もしくはすでに乾かわいている。

　かつては人だったのかもしれない。

　間ま違ちがいなく人だったのだろう。

　しかしながら、今は違ちがう。

「……屍し霊りよう」

　なぜ、こんなことが起こってしまったのか？　起こっているのか？　そして、これからも起こるのだろうが……その原因、理由など、アトル・クライハートにはわからない。

　ともかくアトルは、剣のアスカ王国ロンから馬のハスト王国ランへと向かった使節一行に父ハラル・クライハートの従者として加わり、その帰り道、屍霊の群れに襲おそわれた。

　思いだしたくもないことだが……被ひ害がいが、犠ぎ牲せい者しやが出た。

　御ぎよ者しやのエトウィンがまず屍霊に斃たおされ、父ハラル、そして、ハストランの王女、コーデリア・パーチェの侍じ女じよキルシャ・ヒルヴィが負傷した。とりわけ傷が重かった父は、アトルらを逃にがすため、我が身を犠ぎ牲せいにすることを自ら選んだ。

　しかし、逃げこんだリンネの街も、屍霊であふれかえっていた。こんなにも大勢の化物が、いったいどこから現れたのか？　アトルは程ほどなく答えを知ることになった。いや、目の当たりにした、と云いうべきだろう。

　傷がもとで息を引きとったキルシャが死後、間もなく……蘇よみがえった、という表現は適当ではないかもしれない。あれは蘇そ生せいではなかった。生き返ったわけではなくて、キルシャではない、別人とも云えない、別のものになったのだ。

　すなわち、屍霊に。

　アトルは自分の手で屍霊と化したキルシャを殺して、リンネをあとにした。聖典に云う地じ獄ごくのような屍霊ひしめく街を出て、母国へ。堅けん固ごな城塞都市キャメローまでたどりつけば、必ず一息つける。そう信じて森を歩き、歩いて、途と中ちゆう、兄ジェレル・クライハートから父譲ゆずりの聖剣エクスカルを託たくされ、別れて……逃のがれ、逃れて、渡わたろうとしたブラドストン橋で、死んだはずの父が待ち受けていた。

　やはり、屍霊と化して。屍霊らしきもの、と云うべきだろうか。

　父は他の屍霊とは違っていた。アトルのことも……実の息子むすこのことさえわからないようだったが、言葉を喋しやべっていた。剣を握にぎり、操あやつりもした。でも、もう人間ではなかった。父はたぶん、アトルらを食しよく糧りようと見なしていた。

　コーデリアの護衛である女剣けん客きやくドロテアが、刺さし違える覚かく悟ごで父の動きを止めてくれなければ、アトルらは全員、食われていたかもしれない。

　ドロテアは父とともにトレント河に落ちた。否いな。アトルが蹴けり落としたのだ。それはドロテアが望んだことではある。姫ひめを頼たのんだ、とも言われた。とはいえ、悔くいはある。ああするしかなかったのだとしても、本当にあれでよかったのか。

　ともかく残ったのは、アトルとコーデリア、そして、リンネで出会った少女リーゼと、盗とう賊ぞくのダミアン・ポルシュ。たった四人だけだった。

　それでも、キャメローまでやってきた。アトルは微み塵じんも疑っていなかった。ここまでくれば、もう大だい丈じよう夫ぶだ。大丈夫に決まっている。

　なぜ……？

　この光景を目にしている今となっては、そう思わなくもない。どうしてアトルは疑わなかったのか？　大丈夫に決まっている？　なんで？　こういう可能性も考えておくべきだったのではないか？　容易に想像がついたはずだ。だって、おかしい。アトルたち四人は、敵国である槍のカラン王国ドロの領土を突つっ切ってアスカロン入りした。その間、リンネの街以外では、生きた人間を一人も見かけなかった。屍霊。屍霊。屍霊。屍霊。屍霊。屍霊。屍霊。屍霊。屍霊。屍霊だけだった。屍霊しかいなかった。

　だとしたら、キャメローがこうなっていたとしても、おかしくはない。

「お、おい」

　ダミアンが、唇くちびるの右みぎ端はしと右目を縦に裂さくような醜みにくい傷きず跡あとごと顔の右半分を引きつらせて、しわがれた声で言った。

「いいのか、アトル」

「……何がだよ」

　アトルはつい、ふてくされているような口調で訊きき返してしまった。ダミアンは「だから……」とため息をついて、それから唾つばをのみこんだ。

「逃げなくて、いいのか。やつら……」

「そ、そうです！」

　コーデリアが叫さけんだ。きらきらと輝かがやいて揺ゆれる彼女の金きん髪ぱつは、逃とう亡ぼう生活の労苦にも色いろ褪あせることなく、夢のように美しい。いっそ、場ば違ちがいなほどに。

「逃げないと！　彼らが、きます……！」

「きゃあ……！」

　リーゼが悲鳴をあげてコーデリアに抱だきついた。

「あ……」

　アトルは間ま抜ぬけな声をもらして、正門の先の通りを見なおした。……たしかに。

　何匹びきかの屍霊がアトルたちに気づいたようで、こっちを向いている。

　というか、近づいてくる。

　駆かけてくる。

「や、やばっ……に、逃げっ……」

　アトルは踵きびすを返そうとした。そのときだった。異変を感じた。通りの向こうだ。正門からの通りは、少し行ったところで右に折れている。そのあたりで揉もみあうような気配があった。屍霊たちが動いている。アトルらのほうに走ってくるのは数匹だ。他は逆方向、通りの先へと足を向けている。もしかして、生存者か……？

　生きた人間がいる？

　屍霊たちはその存在を嗅かぎつけて、襲いかかろうとしているのかもしれない。

「妙みようだ……！」

　アトルは聖剣エクスカルを抜ぬいた。生存者がいる。だからどうした。それが何だというのか。アトルたちには関係ない。逃げるべきだ。そうなのかもしれないが、立ち去りがたい。だって、あそこに仲間がいるかもしれないのだ。死人ではなく、生きている人間だというだけではない。同国人だ。同どう胞ほうなのだ。

「アトル、何してやがる……!?」

　ダミアンが怒ど鳴なった。

「……先に行ってて！」

　屍霊が片かた脚あしを引きずりながら突っこんでくる。アトルはその屍霊の右みぎ腕うでを斬きり飛ばして、首を刎はねた。ただの剣ならいざ知らず、アトルが手にしている聖剣エクスカルなら、鋼はがねの鎧よろいでもやすやすと斬り裂くことができるだろう。布の服しか身に着けていない屍霊の腕や首など、棒きれのように切断できる。それに、屍霊は動作が単純だ。動きをよく見て、対応を誤らなければ、怖こわい相手ではない。

　こっちにくる屍霊は、あと三匹。……やれる。これならなんとかなる。

「先にって……！」

　リーゼの声を聞き流して、アトルは下がるどころか踏ふみこんだ。別の屍霊がくる。聖剣でその屍霊の頭を叩たたき割りながら、屍霊慣れしてきたな、とアトルは思わずにいられなかった。屍霊は元人間だが、人間ではない。人間に見えない。麻ま痺ひしているのか、腐ふ臭しゆうでいちいち嘔おう吐とを催もよおすこともない。屍霊は敵だ。ただの敵でしかない。

　今のアトルにとって、大群ではなく、ばらばらに突とつ進しんしてくる屍霊は与くみしやすい敵だ。恐おそれるな。腰こしが引けるとかえって危険だ。殺やられる前に……食われる前に、殺れ！

「うあああああああぁぁぁぁぁ……！」

　雄お叫たけびをあげて自分自身を鼓こ舞ぶし、立てつづけにさらに二匹の屍霊を片づけた。どうだ。これくらい朝飯前だ。図に乗りそうになると兄の顔が浮うかんで、アトルは思わず首をすくめた。過信するな。それは聖剣の力だ。おまえの技量ではない。考え違いをするな。そうやっていつもアトルを戒いましめてくれた兄は、果たして無事だろうか？　父は屍霊になった。使節一行に随ずい員いんしたものの、ハストランに残った姉マリエルは……？

　不意に、自分は天てん涯がい孤こ独どくの身になったのかもしれないと思い、全身が冷たくなった。

　アトルはすぐに頭を振ふった。……そんなことはない。そんなはずは。

　不出来な弟と違って、兄は将来を嘱しよく望ぼうされていた。天才剣けん士しで、度胸が据すわっていて、聡そう明めいで、自分にも他人にも厳しくて……あの兄が、むざむざと死んだりするものか。きっと生きている。姉だって、たぶん大丈夫だ。何しろ、ハストランは遠い。いくらなんでも安全だろう。兄や姉ともう二度と会えないなんて、考えるな。考えてはだめだ。

　そんなことを考えてしまったら、脚が萎なえて、立っていられなくなる。

　アトルは自分の足で立って、進まなければならない。

　聖剣エクスカルを預かっているのだ。コーデリア姫のことも守らなければならない。アトルにはやるべきことがあるのだ。

　とはいえ、キャメローにたどりつきさえすれば、お役やく御ご免めんということになるだろう。アトルは正直、そう見み越こしていた。

　国境の要よう衝しようであるキャメローには、剣グラのンド大マス王ターに選ばれた市長がいる。三千人の守備隊がいる。なおかつ、〝光のブリリ剣士アンツ〟ヒューグ・ウィニフレッド将軍の〝光剣ブライ士団ターズ〟まで駐ちゆう屯とんしている。

　現在の市長は何といったか。たしか、ブロムリー。いや、プロムリーだ。サーラム・プロムリー。キャメローの市長は、文官には務まらない。文武に長たけ、剣グラのンド大マス王ターからの信しん頼らいも厚い名望家が任命されるはずだ。

　プロムリー市長に聖剣とコーデリアを引き渡せば、アトルの役目はそこで終わり、肩かたの荷にが下りる。あとは市長たちがなんとかしてくれるだろう。

　そのはずだったのだ。

　もし、キャメローまで、リンネの街のように屍霊に制圧されているとしたら、アトルはどうすればいいのか……？

　見当もつかないが、聖剣とコーデリアを放りだすわけにはいかないだろう。逃げだしたいが、そうもいかない。本当に大変なことになってしまった。アトルは愕がく然ぜんとしながらも、何かを期待して、その望みにすがろうとしていた。……生存者。

　もしかすると、キャメローはまだ壊かい滅めつしていないのかもしれない。生き残りが大勢いるのかもしれない。市長やウィニフレッド将軍だって健在かもしれない。

「……ほら」

　アトルはこみあげてくる笑いを抑おさえられなかった。抑える必要があるだろうか？

「ほら、ほら、ほら、ほら、ほらぁ……！」

　通りの向こうで屍し霊りようたちと何かが揉みあっている。それが何かと云えば、決まっている。相手は屍霊の群れなのだ。屍霊同士で獲え物ものを奪うばいあうこともあるのかもしれないが、そういう感じではない。だとしたら？

　人間だ。

　生きている人間の、それも一人や二人ではなくて、集団だろう。

　しかも、遠目からではあるが、見たところ彼らは隊たい伍ごを組んでいる。どうやら密集隊形をとって屍霊たちにぶつかり、撥はねのけ、ひねり潰つぶしているようだ。烏う合ごうの衆しゆうにできることではない。おそらく、いや、ほぼ間ま違ちがいなく、軍隊だ。そうだとしたら、キャメロー守備隊か光剣ブライ士団ターズということになる。

「見て……見てください、コーデリア様！　友軍です！　友軍がきました……！」

　アトルは屍霊を蹴け散ちらして近づいてくる軍隊を指さした。

「ほら！　我がアスカロンの剣士たちです……！　僕らを救いにきてくれたんですよ！　ほら！　ほらぁ！　ほらね!?　神は僕らをお見捨てになってない！　見てくれてるんですよ、しっかりと！　ちゃんとがんばっていれば、こうやって助けてくれるんだ……！」

「……マジかよ」

　ダミアンの悪相はこわばっているのに、口くち許もとだけはだらしなくゆるんでいる。リーゼはコーデリアにしがみついたまま、首を何度も横に振った。コーデリアは目を瞠みはって唇を嚙かみしめ、この幸運が本物かどうか見み極きわめようとしているかのようだ。

　でも、どうか安心して欲しい。

　これは正しよう真しん正しよう銘めい、本当の幸運だ。

「おーい！　おーい……！」

　アトルは聖剣を振りかざした。ここでじっと待っているのはじれったい。アトルは通りを歩きだした。間もなく自然と小走りになった。

「こっちだ！　こっち！　こっちですよ！　僕の名はアトル！　アトル・クライハートです！　あのハラル・クライハートの息子むすこです！　おーい！　おーい……！」

　ダミアンやコーデリア、リーゼも、おっかなびっくりではあるものの、アトルを追いかけてきた。

　剣士たちは寄せくる屍霊どもを物ともしない。盾たてで押しのけ、剣で突つき殺し、斬り倒たおして、力強く前進する。特有の鬨ときの声こそ発していないが、まさしくあれは戦場におけるアスカロン剣士の戦い方だ。いったん指揮官に進めと命じられれば、アスカロン剣士はああやって火の中水の中、どんな死地でもためらうことなく突とつ入にゆうしてゆき、停止の命令が下るまで止まることはない。その勇気を超ちよう越えつした猛たけ々だけしさの前では、黒のダイノ王国ーヴアのおぞましき邪じや教きよう徒たちですら震ふるえあがるという。……そうだ。

　アスカロンの勇者たちが、屍霊ごときに負けるはずがない。それはもちろん、一人の剣士が十匹ぴき、二十匹の屍霊に囲まれてしまったら為なす術すべがないだろうが、アスカロン剣士がちゃんと軍隊として当たれば、屍霊など敵ではないのだ。

　兵士たちは大半の屍霊を打ち倒すと、「止まぁーれいっ」という号令一下、ぴたりと足を止めた。

「とどめを刺させ……！　完かん膚ぷなきまで浄じよう化かせよ……！」

　指揮官が次の指令を出した。剣士たちはただちに密集隊形を解いて、倒れていたり這はっていたり起きあがりかけていたりする屍霊どもに躍おどりかかる。一対一ではない。剣士たちは一匹の屍霊に対して最低でも二人、とにかく多対一を徹てつ底ていしている。冷れい酷こくに、丁てい寧ねいに踏みにじって、挽ひき潰すような掃そう討とう戦だ。

　アトルはいつの間にか立ちつくして、剣士たちの剽ひよう悍かんな、情なさけ容よう赦しやのない戦いぶりを傍ぼう観かんしていた。ダミアン、コーデリア、リーゼも、アトルのすぐ後ろでたぶん呆あつ気けにとられているのだろう、ぼんやりと突っ立っている。

　すごい。圧あつ倒とう的だ。まったく危なげなく、人間が屍霊を打ち負かそうとしている。もうほとんど屍霊を撃げき滅めつしている。あと三匹……いや、二匹……残り一匹……。

　今、しとめた。

　最後の一匹まで。

　勝った。勝利してしまった。

　剣士は一人もやられていない。おそらく、負傷してさえいないだろう。

　完勝だ。

　なんて頼たのもしい剣士……否いな、兵士たちだろう。

　ただ、彼らは少しも声を出すことなく、あくまでも静かに屍霊を全ぜん滅めつさせてしまった。戦いでは……とくに戦場では、声は重要だ。腹の底から出した大きな声が、敵を威い圧あつし、自分を、そして味方を奮いたたせる。アトルは父や兄、姉からもそう教えられてきたので、ちょっと不気味だった。

　それに、装備も少し……おかしい、とまでは云いえないが、奇き妙みようだ。

　彼らは鎖くさり帷子かたびらを身につけ、その上にブリガンダインという裏地に金属片へんを鋲びよう留めしたベストを着て、兜かぶとを被かぶっている。鎖帷子は頭まですっぽり覆おおうようになっていて、顔の部分が円く露ろ出しゆつしている形のものだ。サレットと呼ばれるあの兜は、頭の上半分と首筋までを守ってくれる。首は鎖帷子が保護してくれるし、万ばん全ぜんに近い。身分を示すきらびやかな鎧よろい兜かぶとを着用する将官はまた別だが、アスカロン軍兵士としては一いつ般ぱん的な装備だ。

　しかし、あの首巻きは何だろう？

　兵士たちは一人の例外もなく厚手の首巻きを巻いて、それで口や鼻まで覆い隠かくしている。あらわになっているのは目だけなので、人相が一いつ切さいわからない。

　まるで、あえて顔を見せないようにして、正体を隠しているかのようだ。

　戦いは正々堂々と行い、もし一いつ騎き打ちに及およぶことがあれば名乗りをあげて、自分が何者であるかをはっきりと明かす。ときには、急所をさらす危険を冒おかしてでも、兜を脱ぬぎ捨てることさえする。

　それが名めい誉よを重んじるアスカロンの流りゆう儀ぎだと、アトルは叩きこまれてきた。だから、余計に奇き異いな感じがするのかもしれない。

　アスカロン剣士らしくない……というふうに、どうしても思ってしまうのだ。

「隊長、浄化、完かん了りよういたしました……！」

　兵士の一人がそう言うと、別の兵士がうなずいてアトルたちを指さした。

「彼らを包囲せよ」

「……は？」

　アトルは首をひねった。聞き違ちがいかと思ったが、そうではないらしい。実際、兵士たちが進みでて、アトルらを取り囲もうとしている。

「どういうことなの……？」

　コーデリアがリーゼをきつく抱だきしめて、アトルに身を寄せてきた。女性たちの甘い体たい臭しゆうがふわっと香かおって、アトルは一いつ瞬しゆん、相好を崩くずしてしまいそうになったが、明らかにこんなことで喜んでいる場合ではない。まったく、どういうことなのか。こっちが訊ききたい。

「え、ええと、それはその……」

「てめえ、ア、アトル」

　ダミアンの声がうわずっている。だいぶ動転しているようだ。

「ゆ、友軍なんだろ。そう言ったじゃねえか。友軍ってのは、いきなりこんなことしやがるものなのかよ」

「……ど、どうだろ……ち、違うよう……な……」

　ちなみに、動どう揺ようの度合いではアトルも負けていないので、ダミアンを笑えない。

　だって、彼らは友軍のはずだ。彼らのブリガンダインにはアスカロンの紋もん章しようがある。ということは？　彼らはアスカロンの兵士だ。間違いない。それなのに、包囲？　ダミアンだろうか？　ダミアンは見るからに悪党然としている。ダミアンのせいか？　いや、だが、四人ともダミアンと同じような風ふう体ていならまだしも、二人は女の子だ。コーデリアは美しいし、リーゼだってかわいい。危険そうな人間には見えないはずだ。違う意味で危険かもしれないが。もしかして、それが狙ねらいか？　コーデリアとリーゼの身み柄がらを押さえようとしている、とか？　押さえて、どうするのか？　どうするもこうするも……アスカロンの兵士がそんなことをするとは考えたくないが、でも……。

「アトル……」

　コーデリアの手がアトルの肩にかかった。その瞬しゆん間かん、腹が据すわった。コーデリアがアトルに頼たよっている。頼られているのだ。応こたえないと、男じゃない。

「ま、ま、待ってください！」

　包囲せよ、と命じた兵士は、ブリガンダインではなくて立派な胸当てをつけている。位が上で、指揮官なのだろう。アトルは聖剣を掲かかげて、その指揮官を見すえた。

「先ほども言いましたけど、僕はアトル・クライハート！　ハラル・クライハート将軍の末子です！」

　指揮官が片手をあげると、兵士たちが動きを止めた。包囲の輪は完成していない。兵士の列はアトルたちの左右にまで達しているが、後ろはあいている。現時点では、まだ逃にげようとすれば逃げられないことはない……だろうか？　コーデリアとリーゼ、女性が二人いることだし、難しいか。アトルは咳せき払ばらいをして、胸を張った。

「ア、アスカロンの剣けん士しならば、たとえ実物を目にしたことがなくても、これが尋じん常じようならざる剣だということは一いち目もく瞭りよう然ぜんのはず！　これこそ、我が国の象しよう徴ちよう、五本の聖剣コルタナのうちの一本、聖剣エクスカル！　我が父ハラル・クライハートが剣グラのンド大マス王ターより聖剣エクスカルを賜たまわったことは、当然、ご存じです、よ……ね!?　そ、それをあの、僕が持っているわけなので、つまり……そういうことです！　わ、わかりますか……!?」

　やばい。どうにも締しまらない感じになってしまった。

　指揮官も顔が見えないので表情がわからないし、何を考えているのかさっぱりだ。怖こわい。なんとも不ふ吉きつだ。何でもいいから、とりあえず早く何か言って欲しい。お願いします、と頼んでもいいくらいだ。いっそのこと、本当に頭を下げて頼むべきだろうか……？　アトルが本格的に検討しはじめたころ、指揮官が押し殺したような低い声を出した。

「ハラル将軍とはお会いしたことがある」

「……あっ！　そ、そうなんですか!?　じゃ、じゃあ、あの……」

「その剣」

「は、はい!?」

「たしかに尋常な代しろ物ものではなさそうだ。しかし……なぜ将軍がここにおられない？」

「……え、あ、その、それは……」

　父は屍し霊りように成り果てた。そして、ドロテアと共にトレント河に落ちた。もう生きてはいまい……まあ、屍霊になったのだから、そもそも死んでいるのだが、屍霊としてもおそらく、川に流されて滅ほろびただろう。

　言えなかった。

　音に聞こえたあの猛もう将しようが、最強の人とも信じた父が、屍霊に襲おそわれて……むろん、息子やハストランの王女らを守るためだが、そうはいっても、戦場でもないところで手傷を負わされ、それがもとで屍霊になってしまった。

　無残だ。あまりに無残すぎる。不名誉とも思える最さい期ごだ。できれば、人には知られたくない。とくに、生前の父を知っているはずのアスカロン人には。叶かなうことならば、秘しておきたい。父の晩節を汚けがしたくない。

「将軍にご子息がおられることは、承知している。だが……」

　指揮官が剣けんの切っ先をアトルに向けた。

「そんなことは周知の事実だ。きみが虚きよ言げんを弄ろうしていないと、どう証明する？」

「隊長！」

　一人の兵士が指揮官をせっつくように声を荒あららげた。

「子供もいるとはいえ、病魔に冒されていないとは言いきれません！　たとえ何者であろうと、浄化するべきです……！　それが我々浄化隊の使命なのですから……！」

「わかっている」

　指揮官は厳おごそかなほど静かに答えた。……浄化隊？　何だ、それは？

　アトルは唾つばをのみこもうとしたが、口の中が乾かわいていた。浄化隊。アスカロンにそんな名前の部隊があるなんて聞いたことがない。というか、存在しないと思う。病魔とか、浄化とか、わけのわからないことを言っていたし、あの兵士はまともではないのかもしれない。いや、あの兵士だけだろうか？　それとも、指揮官もふくめて全員……？　浄化するとは、どういう意味だろう？　普ふ通つうに考えれば……殺す、ということか？

　指揮官が手て振ぶりで合図をして、兵士たちがふたたび動きだした。囲まれる。今度こそ完全に包囲されてしまう。そうなったら終わりだ。逃げられない。逃げないと。今だ。今、逃げないと、遅おそきに失する。……いや、もう間に合わないかも？　どうしよう。どうすればいい？　ひょっとして、どうしようもない……？

　そうか。どうしようもない。そうか。そうなんだ。もうだめなのか。

　腰こしや膝ひざから力が抜ぬけて、アトルはへたりこみそうになった。そのままいったら、這はいつくばっていたかもしれない。そして、命いのち乞ごいをしていたかもしれない。自分はどうなってもいい。ただ、せめてコーデリアだけでも……その直前だった。

　どこからか何か細長い物体が飛んできた。

　それは指揮官の兜に、ばつん、と当たって、地面に落ちた。……矢？

　矢だ。

「性しよう懲こりもなく人殺しかい？」

　のんびりした、軽い調子の、からかうような声こわ音ねだった。兵士が発したものではない。声の主はどこにいるのか？　向かって左の……前方だ。

　通りの両側には石造りの建物が建ちならんでいる。その屋根の上だ。

　人がいる。

　片かた膝ひざをついて弓を構え、矢をつがえているから、背の高さはよくわからないが、おそらく小こ柄がらで……旅人、あるいは流れ者風の外がい套とうをまとい、天の部分が尖とがった鍔つばの広い帽ぼう子しを被っている。

「どれだけ暇ひまなのか知らないけど、ご苦労なことだね。浄じよう化か隊の諸君」

「きさまは……！」

　指揮官が旅人風の人物のほうに顔を向けた。

「一度ならず二度までも邪魔立てするとは……！」

「たまたまだよ」

　旅人風の人物はまた矢を放った。あそこまで自然に、棒きれでも振ふるようにたやすく弓矢を扱あつかう射手を、アトルは初めて見た。

　結果も信じられなかった。矢はまた指揮官の兜の、たぶんさっきと同じ場所に命中したのだ。

　しかも、アトルの勘かん違ちがいでなければ、あの人物はわざと鏃やじりではなく矢柄を兜に当ててみせた。矢筒から三本目の矢を抜いて弓につがえるまでの動作も、流れるように無む駄だがない。何より、恐おそろしく速かった。

「見て見ぬふりは、まあ、してもいいんだけど、極力しないようにしてるんだ。だって、気分が悪いだろう？」

「……戯たわ言ごとを」

「いいや。ぼくはふざけてない。真しん剣けんだよ。少なくとも、今、この瞬間はね。だから、もう外してあげない」

　真剣だと言うわりに、旅人風の人物の語り口は軽けい妙みようだ。しかし、かえってそのせいで妙みように凄すごみがある。

「ぼくの腕うででこの距きよ離りだと、金貨くらいの大きさのものならほぼ確実に撃うち抜ける。今日は風がないしね。きみの目玉、金貨よりは小さそうだけど、運よく当たらないほうに賭かけてみるかい？」

「おのれ、雑ぞう人にんが……」

　指揮官は迷っているようだ。退ひくべきか、退かざるべきか。

　もっとも、アトルはかなり不安だった。助けられておいてなんだが、あの人物は大たい言げん壮そう語ごが過ぎるのではないか？　仮に彼の弓術が神しん技ぎの域に達しているとしても、矢の速度はたかが知れている。射てくるとわかっていれば、いくらでもかわしようがあるだろう。

　むしろ、指揮官はじめ、兵士たちがあの人物に気をとられている間に……逃げる、という手もある。

　少し卑ひ怯きようかもしれない。動どう悸きがする。心臓が痛いほどだ。目がくらみそうだが、決断しなければ。もう一刻の猶ゆう予よも許されない。今だ。チャンスは今しかない。

「隊長……！　病びよう者しやが……！」

　と、一団の後方で叫さけび声があがって、兵士たちがざわめき、隊列が乱れかけた。

「うろたえるな！　反転迎げい撃げき……！　病者を殲せん滅めつする……！」

　指揮官が怒ど鳴なった。素す早ばやい判断だ。兵士たちも即そく座ざに応じて、一いつ斉せいに回れ右をした。

「こっちへ！」

　旅人風の人物が手招きをしている。アトルはコーデリアとリーゼの背中を押した。

「い、行こう！」

「ええ！」

「は、はいっ!?」

　リーゼは目を白黒させている。コーデリアがリーゼの腕をとって走らせた。ダミアンは目め端はしが利きく盗とう賊ぞくらしく、声をかけなくてもついてきた。

　旅人風の人物は近くの路地を示している。アトルはコーデリアとリーゼ、それからダミアンを先に路地へと進み入らせた。

　三人のあとを追う前に振り返ると、指揮官がこっちを向いていた。

「アトル・クライハート！　覚えておくぞ……！」

　忘れてください、とも言えずにアトルも路地に駆かけこんだ。狭せまい路地の先で、コーデリアたちが何かやっている。屋根だ。屋根から縄なわが垂れ下がっている。それにつかまってよじ登ろうとしているようだ。

　最初に登ろうとしているのはリーゼだ。コーデリアが下から押し上げようとしているが、肉づきのいい躰からだが重いのか、はかばかしくない。

「どけ！」

　ダミアンがコーデリアをどかせて、リーゼの尻しりを思いきり押した。

「おら、娘むすめっ子こ！　急げ、急げ！」

「ひゃあっ!?　ちょっ、だ、だめっ……」

「だめとか言ってる場合かよ！」

「そ、そんなところ、さわられたらっ」

「ああ!?」

「ち、力が、入らなっ……」

「そんなとこって、どんな……」

「この破は廉れん恥ち漢かん……！」

　いい音がした。コーデリアがダミアンの頰ほおに平手打ちを食らわせたのだ。一いつ瞬しゆん、ダミアンの歪ゆがんだ顔がもっと歪んだように見えた。なかなかすごい威い力りよくだったようだ。ダミアンの手はリーゼの臀でん部ぶのみならず、下腹部にまでふれていたみたいだから、破廉恥と云いえば破廉恥なのだろうが……非常の際で、わざとではないだろうし、ちょっと気の毒だ。

　……と、気の毒がっている場合でもない。

「リ、リーゼ！」

　アトルはリーゼの脚あしを抱かかえるようにして持ち上げた。リーゼはなんとか縄を頼たよりに屋根に上がった。つづくコーデリア、ダミアンはするすると縄をよじ登って、アトルもそれほど苦労はしなかった。屋根の上では旅人風の人物が待ち構えていて、煙えん突とつに結びつけてあった縄をナイフで切り捨ててしまった。

「もったいないけど、ここはもう使えない」

「この縄は……あなたが？」

　コーデリアが訊きくと、旅人風の人物は肩かたをすくめてみせた。

「まあね。備えあれば憂うれいなしって言うでしょ？　それで、こうやって何なん箇か所しよかに縄を垂らしておいてるわけ。よかったね。ぼくが用意のいい人間で。おかげできみたちは助かった。ああ、ぼくはルーイ。ルーイ・デスピオだよ。そっちのきみはアトルだっけ？」

　旅人風の人物は、名乗りながら屋根の上を身軽に歩いてゆく。ついてこい、ということなのだろうか。もしそうでなくても、アトルたちとしてはついてゆくしかない。

「……は、はい。僕はその……アトル・クライハートです」

「リ、リーゼです」

「わたくしはコーデリアと申します」

「俺はダミアンだ。ダミアン・ポルシュ」

「へーえ……」

　ルーイは足を止めて通りを見下ろした。通りでは兵士の一団……浄化隊が、ふたたび密集隊形をとって屍し霊りようたちを迎むかえ撃っている。ルーイはくすっと笑った。

「やってるやってる。がんばるなあ。いくらやっつけたって、きりがないのにさ。おとなしく城に引きこもってればいいのに、馬ば鹿かみたい」

「城……」

　アトルは呟つぶやいた。こうして上から見ると、余計にはっきりとわかる。整然とした隊形。兵士たちの動きは見事なまでに統とう率そつがとれている。やはり正規軍。彼らはキャメローの主城を本ほん拠きよ地ちとしている守備隊か光剣ブライ士団ターズの兵士たちなのだ。

「ええと……あなたは？」

「あなたはって？」

　ルーイは振り向いて、まばたきをした。幼いとまではいかないが、まだ若そうだ。アトルと同どう年ねん輩ぱいくらいだろうか。それにしては落ちついている。

「だから、あの、出身とか……所属とか？」

「所属？」

　ルーイは小さく噴ふきだすと、歩きはじめた。傾けい斜しやのある赤瓦かわら葺ぶきの屋根に足がひっついているかのような、静かで上下動の少ない、不思議な足どりだ。

「所属は、していないね。どこにも。生まれなんか、どうだっていいだろ？　ぼくはぼくだよ。ただのルーイ。それ以上でもそれ以下でも、それ以外でもない」

　アトルは足あし許もとに注意してルーイを追いかけながら、コーデリアと顔を見あわせた。コーデリアは戸と惑まどっているようだ。もちろん、アトルも同じだった。所属はともかく、生まれをどうでもいいなどと言う者はめずらしい。少なくとも、アトルは初めて会った。

　ルーイ・デスピオ。姓せい名めいからすると、アスカロン人ではなさそうだ。ハストランやカランドロ風とも違ちがう気がする。弓矢が達者だし、弓のテイア王国ナークあたりの生まれなのか。生国はティアナークでも、見た目どおり、根無し草の旅人なのかもしれない。

「ここから下りるよ」

　ややあって、ルーイは屋根からどこかの路地に飛び降りた。慌あわててついてゆくと、路地を出て道を横切り、別の路地に入った。また屋根の上から縄が垂れている。縄につかまって建物に登り、しばらく屋根の上を進んで、路地へ。何度かこれを繰くり返しているうちにリーゼもだいぶ慣れてきて、誰だれの手も借りずに縄を使って屋根に登れるようになった。

「行くあてがないなら、ぼくの隠かくれ家がにくるかい？」

　ルーイが立ち止まってそう持ちかけてきたのは、ずいぶん経たってからだった。

「こないなら、ここからは別行動ってことになるけど。ぼくはどっちでもいいよ。きみたち次し第だい。どうする？」

「え……っと……」

　アトルは口ごもった。隠れ家。別行動。どうしよう？　どうすればいい？　わからない。そんなこと、いきなり言われても。頭が回らない。疲ひ労ろうのせいか。

「あては、ねえよな」

　ダミアンがぽつりと言った。助け船を出されたようで不愉ゆ快かいだったが、そのとおりではある。アトルは市長がいる主城に向かうつもりだった。その主城が例の浄化隊とやらに占せん拠きよされているのなら、行っても無駄だろう。だとしたら、まさしくあてがない。

「ところで」

　ルーイは顎あごをつまんで小首を傾かしげ、唐とう突とつに話題を変えた。

「コーデリアって、どこかで聞いたことがあるような気がするんだけど」

「あっ……」

　アトルは慌てて両りよう腕うでを振ふりまわし、ルーイの注意を引こうとした。

「そ、その、か、隠れ家に連れてってもらえるなら、そうしてもらえると……」

「ああ、そう？　くるの？　ほんとに？」

「く、くるかいって言ったのは、そっちじゃなかったっけ……？」

「言ったよ。ぼくはただ、確かめただけ。ほんとにくる？　絶対？　噓うそじゃなくて？」

「……う……噓、じゃ……」

　アトルは同行者たちの顔色をうかがった。リーゼはぽかんとしている。ダミアンは苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような表情だが、まあいつものことだ。コーデリアはちゃんと首を縦に振って、それでいいと意思表明してくれた。

「う、噓じゃないよ。い、行くよ。絶対。ほんとに」

「じゃあ、きて」

　ルーイはにやっと笑って足を進めた。考えすぎかもしれないが、かなり思わせぶりな笑えみだったような気がする。アトルはコーデリアに耳打ちした。

「……パーチェの姓せいは、念のため、隠しておいたほうが」

「わかりました。訊かれたら、偽ぎ名めいを使います」

「そうしてください」

「では、アトルもわたくしのことを呼び捨てに」

「えっ!?　そ、それは、でも……」

「わたくしに対して変に畏かしこまっていたら、あやしまれます。違いますか？」

「……違いません……ね。わ、わかりました。コ、コ、コ……コーデリア」

「はい」

　コーデリアがにこっと笑うと、アトルは気が遠くなった。どうしてだろう？　彼女もアトルらと長く苦しい旅をしてきて、疲つかれているはずだ。失礼ながら、相応に汚よごれてもいる。それにもかかわらず、その美しさが微み塵じんも損なわれていないのは、なぜなのか……？

　この世の人とはとても思えないので、人ではないのかもしれない。何かの間ま違ちがいで、人間として現世で暮らしている。彼女の正体はやはり、妖よう精せいの女王なのかもしれない。

　アトルは我知らずコーデリアに見とれていた。こんな場所で、こんなときに、のんびり見とれていていいのか？　どう考えてもいいはずがないし、大変なことに思い至った。

「わわわっ」

「……何か？」

「い、いえっ」

　アトルはコーデリアから飛び離はなれた。内ない緒しよ話ばなしをするためとはいえ、近づきすぎていた。いけない。相手はあくまで同盟国の王女なのだ。わきまえて、慎つつしまないと。

「行かなくていいのか。置いてかれちまうぞ」

　ダミアンが呆あきれたような口調で言った。黙だまれよ、盗とう賊ぞく風情ふぜいが。罵ののしりたくなったが、やめておいた。盗賊ではあっても、苦労をともにしてきた仲間だ……というよりも、コーデリアやリーゼに度量の狭せまい男だと思われたくない。

「い、行くよ。言われなくたって……」

　ルーイはもう路地に下りている。しかし、すいすいと迷わず進んでいるように見えるが、ほとんど屍霊に出くわさない。巧たくみによけているのか。それとも、ルーイは屍霊がいない道を知っているのだろうか。

　黙ってルーイについてゆくうちに、道のところどころが防ぼう壁へきで閉へい鎖さされていることにアトルは気づいた。防壁といっても、荷車や木材、石材を積んだだけのものだが、アトルの背せ丈たけより高いものもある。生きている人間と違って、屍霊は跳ちよう躍やくしないから、そう簡単には越こえられないだろう。

「だいぶ東にきたな……」

　城じよう塞さい都市キャメローは山の斜しや面めんに築かれていて、西南を向いている。このあたりは東の端はじっこに近い。

「もうすぐだよ」

　ルーイは路地ではなくて、石いし畳だたみの道に下りた。その先は防壁を乗り越えて進んだ。どれもしっかりした防壁で、ちょっとやそっとでは崩くずれそうにない。

「この防壁は、住民が……？」

「もともとはね。このへんのは、ちょっと手を加えてある」

　ルーイは三つ目の防壁の手前で左に曲がり、突つき当たりを左に折れた。道はしばらく行ったところで行き止まりになっている。

　どん詰づまりの右手に、やけに堅けん固ごそうな石造りの建物があって、ルーイはその前で足を止めた。

「ここだよ。ぼくの隠れ家にようこそ。よさそうなところでしょ？」




　　　　＊




　扉とびらは木製だが鉄で補強されていた。扉を開けるとそこは広い部屋で、石製の台があり、獣じゆう肉にくが吊つるしてある。どうやら燻くん製せいのようだ。うまそうな肉の香かおりのせいで、口の中があっという間に唾だ液えきでいっぱいになった。胃がきゅうきゅう締しめつけられる。こんなにも空腹だったのか。部屋が無人だったら、アトルは燻製肉に飛びかかっていたかもしれない。

「お帰りなさい、ルーイ。あら……？」

　女性だ。部屋の中に女性が二人もいる。

　一人は、波打つ髪かみの、肉感的な……リンネの街でアトルを助けてくれたテルマを思いださせる、大人っぽい……というか、大人なのだろう、派手な顔だちの女だった。

　もう一人は、背せ恰かつ好こうからすると十代の少女だ。ある意味、彼女はとても目立つ。黒い髪や青い瞳ひとみはとくにめずらしくないが、褐かつ色しよくの肌はだとなるとそうそう見かけないからだ。

　異エキ国ゾチ風ツク、というか。

　南のダイノーヴァには真っ黒い肌をした者もいるらしいので、南国風、と表現してもいいかもしれない。

　その肌の色のせいもあってか、とても大きな明るい瞳の輝かがやきがやけに強く感じられる。彼女に見つめられた途と端たん、アトルは心臓をわしづかみにされたようにどきっとした。空腹感が消し飛んで、彼女しか目に入らなくなった。

「……？」

　彼女が小首を傾かしげた。横よこ幅はばは狭めだが、ふっくらしている唇くちびるは少しすぼめられ、くっきりした眉まゆがひそめられている。怯おびえている……というか、驚おどろいているのか？　あるいは、恥はずかしそうだ。……か。

　か。

　かわいい。

「ぬああああああ……！」

　アトルは激しく頭を振った。……何を。何を考えているのか。かわいい、とか。いや、たしかに彼女はかわいい。コーデリアの完かん璧ぺきな美び貌ぼうとも、リーゼのような可か憐れんさとも違うが、一目見ただけで忘れられなくなりそうな特とく徴ちようが彼女にはある。加えて、仕し種ぐさがなんともいじらしい。それは紛まごうことなき事実なのだが、そういう問題ではない。

　かわいい女の子に出会うと、すぐこうだ。ついどうしようもなくのぼせてしまう。こんなことだから、アトル・クライハートはだめなのだ。

「……また誰か拾ってきたのって、言おうとしたんだけど」

　大人っぽいほうの女性は、完全にアトルを気味悪がっている。それはそうだろう。アトルも若じやつ干かん、自分自身が気持ち悪い。若干？　いいや。そうとう気持ち悪い。

「何を拾ってきたの？　その子、大だい丈じよう夫ぶ……？」

「さあ？　どうだろうね？」

　ルーイは軽く笑って、二人の女性を紹しよう介かいしてくれた。

「彼女はバーバラ。それから、カヤ」

「よろしく」

　バーバラという名らしい大人っぽいほうの女性は片手をあげてみせ、褐色の肌の少女カヤは口を開かずに折り目正しくお辞じ儀ぎをした。バーバラは気安い感じで親しみやすそうだし、カヤはきっちりしているようだ。

「わたくしはコーデリアです」

　コーデリアはカヤに負けないくらい行ぎよう儀ぎよく礼をした。リーゼはコーデリアの後ろに半ば隠れたまま、ダミアンはそっぽを向いて、それぞれ名乗った。

「アアアアアアアアアアトル。アアアアトル・クククククククライハートです！」

　……アトルは盛せい大だいにどもってしまった。バーバラは噴ふきだし、カヤもうつむいて微かすかに肩かたを震ふるわせている。受けたようだ。受けてどうする。アトルはだんだん悲しくなってきた。もうどうにでもなってしまえ、という気分だ。

　中に入って扉を閉めても、高い位置にある窓から外の光が射しこんでいて、暗くはなかった。ダミアンの挙動がちょっとおかしい。妙みように扉を気にしている。

「どうかした？」

　ルーイが訊きくと、ダミアンはいかにも凶きよう悪あくそうな顔をしかめた。

「鍵かぎは掛かけねえのか」

「昼間はね。どうせ彼らはここまで入ってこられないし、泥どろ棒ぼうを警けい戒かいする必要もなさそうだからさ」

「泥棒、か……」

　ダミアンは自じ嘲ちようげに、ふん、と鼻を鳴らした。泥棒というか、盗賊ならここにいる。何を隠かくそう、ダミアンがそれだ。

「とりあえず、見たとおりここは肉屋だったから、食べるものには余よ裕ゆうがあるよ」

　ルーイは部屋の奥にある戸がない入口を指さした。その入口の他ほかにも、隅すみに上りの階段がある。たぶん一階は店てん舗ぽ、二階は住居という造りなのだろう。

「あっちは調理場で、地下には保存庫もある。ま、肉しかないけどね」

「お肉……」

　リーゼが口を開けて、天てん井じようから吊つり下げられた燻製肉に熱っぽい視線を注いでいる。今にもよだれを垂らしそうな勢いだ。

「はっ」

　リーゼは、アトルだけではない、皆みなに注目されていることに気づくと、慌あわてふためいて口の周りを手でぬぐう仕種をした。

「あ、あたし、あの……おなかが、とてもすいてて……」

「そうね。わたくしもだわ」

　コーデリアはリーゼに微笑ほほえみかけて背中を撫なでた。妖精の女王はやさしい。とりわけ、リーゼには。並外れて美しく、気高くて、性格までいい。どこか悪いところはないのだろうか？　それはそれとして、アトルも腹が潰つぶれそうなほどすいている。

「……じ、じつは、僕も」

「何か用意するわね。肉しかないけど」

　バーバラが笑いながら調理場に向かうと、カヤもついていった。

「あの二人、料理がけっこう上じよう手ずなんだよ」

　ルーイは石の台に腰こしを下ろして脚あしを組んだ。

「肉しかないんだけどね？　豚ぶた、羊、鳥の、生に、燻製、乾ほし肉、塩しお漬づけ、種類はいろいろあるし、煮にたり焼いたりして工く夫ふうすれば、なんとかね」

「充じゆう分ぶんすぎるぜ……」

　ダミアンは壁かべに背を預けて腕うで組ぐみをし、目をつぶった。つらいだとか苦しいだとか言わない、盗賊にしてはずいぶん我が慢まん強づよい男だが、空腹はこたえているはずだ。

　最後にまともな食事をとったのはいつのことだったか。腹が一いつ杯ぱいになるまで食べたのは、おそらく屍し霊りようが現れる前だ。

　これから食べられるのか。肉を。燻製。乾し肉。もっとやわらかい肉。焼いたもの。肉入りのスープ。想像するだけで感極きわまりそうになる。アトルはひざまずいて祈いのりたくなった。人目がなければ、むせび泣いているところだ。でも、これは本当に現実か？　夢なのではないか？　なんだか信じられない。だいたい、なぜルーイはアトルたちを救ってくれたのか？　そうだ。おかしい。話がうますぎる。乗せられているのではないか？　騙だまされているのかもしれない。

　さりげなく様子を見ると、ルーイはにやにやしていた。変につるっとしていて、子供みたいな顔をしているし、悪人ではなさそうだが……かえって得体の知れなさのようなものを感じなくもない。何か企たくらんでいるのか？　それとも、意外と何も考えていなかったりするのだろうか？　わからない。読めない男だ。

　そもそも、この男は何歳くらいなのか？　十七歳のアトルより年下ということはさすがにないだろう。だが、二十歳はたちを過ぎているような面おも差ざしではないように思える。ティアナークの人間は総じて変人だというが、見た目もそうなのだろうか？　まあ、ルーイがティアナーク人だというのはアトルの推測であって、違ちがうかもしれないわけだが。

　何はともあれ、用心するにしくはない。表面上はうまくやるとしても、頭から信用しないで、疑ってかかることだ。

　とりあえず世間話でも……と口を開こうとしたら、階段のほうで気配がした。誰だれか下りてくる。今度は男だ。アトルはちょっとがっかりして、そんな自分に呆あきれた。父を失い、兄と離はなればなれになって、姉は遠くにいる。身近な者や、知りあった人、仲間を何人も失った。それなのに、女の子のことしか考えられない。いったいどれだけ女の子が好きなのだろう。我ながら情けない。

「ええと……？」

　あれは何者だと尋たずねる眼まな差ざしをルーイに向けると、答えが返ってくる前に男が階段の途と中ちゆうで立ち止まってアトルたちを見まわした。

「んー……？」

　異相、と云いっても大おお袈げ裟さではないかもしれない。個性的な顔がん貌ぼうだ。

　まずやぶにらみ気味のぎょろ目で、目力がすごい。額が広いのは、生え際ぎわが後退しているせいだろう。それから、口くち許もと。屍霊でもあるまいし、人を食いそうな歯並びだ。一本一本の歯が大きく、なおかつ乱らん杭ぐい歯ばで、糸切り歯はとくに長く尖とがっている。四十歳は超こえているだろう。

「おお。新入りか」

　男がにんまりすると、ルーイが気のないふうにそっちに目をやった。

「ああ。ツェン。いたんだ」

「いちゃ悪いか？　へっぽこ糞くそ野や郎ろうめ」

　ツェンと呼ばれた男は、悪態をつきながらも満面に気色の悪い笑えみをたたえて階段をひょいひょい下りてきた。やけにすばしっこくて、独特な身のこなしだ。アトルはなんとなく蜘蛛くもを連想した。一見して曲くせ者ものだし、見れば見るほど曲者という印象が強まる。これほど人を身構えさせる男もそうはいないだろう。

　とはいえ、アトルたちは新入りで、ツェンは先せん輩ぱい、しかも、年長者だ。一応、礼を失さないように挨あい拶さつしようとしたら、ツェンはそこに誰もいないかのようにアトルの脇わきを通りすぎていった。

「……れ？」

「初めまして、愛らしいお嬢じようさん」

　ツェンはリーゼに向かって手をさしのべた。ついでに、顔にぜんぜん似合わない、ウインクまでしてみせた。

「ご機き嫌げんいかがかな？　我が名はツェン・ヨーガ。親愛の情をこめて、ツェンと呼んでくれてかまわない。以後、どうかお見知りおきを」

「……え。あ、は、はい。ええと……リーゼです。よろしくお願いします」

　リーゼはおずおずとツェンの手を握にぎった。男女だと、家族や親密な関係でもないかぎり、人前では握あく手しゆなどしないものだが、雰ふん囲い気きに流されてしまったのだろう。

「いやはや、きめ細かくなめらかにしてやわらかな、すばらしい手をお持ちだ」

　ツェンは鼻の下をのばしてうっとりしている。リーゼは困こん惑わく顔だ。

　アトルはツェンの助すけ平べえ面づらを見せつけられているうちにむかむかしてきた。何だ？　あの男、いったいどういうつもりなのだろう？　あまりにも非礼だ。好色にも程ほどがある。恥はずかしくないのか？　とんでもない恥はじ知しらずなのだ。そうでもなければ、あんなことはできない。放っておいていいのか？　いいわけがない。

「ちょ、ちょっと……」

　注意しようとしたら、さらにツェンはとんでもない所業に及およんだ。

　リーゼを抱ほう擁ようしたのだ。

「きゃっ……」

「んーん、思ったとおり、すばらしい抱だき心ごこ地ちだ！　見たままと言えば、そう言えなくもないが！　リーゼ、おおリーゼよ、どうか今夜から俺の愛人になってくれ！　さすれば、どんな望みもこのツェン・ヨーガが叶かなえてしんぜよう！」

「あっ……やっ……くっ……ぁっ……!?」

　リーゼは身をよじっているが、あらがっているというよりも狼ろう狽ばいしているようだ。それはアトルも同じで、正直、ぶったまげていた。……いいのか？　いきなり女の子にあんなことをして？　ありなの？　もちろん、なしだ。当然、あんなことをしてはいけない。しかし、ツェンはぬけぬけとやってのけて、リーゼの感かん触しよくをぞんぶんに味わい尽つくしている。何だよ、それ……？

　ずるい、という思いが浮うかんできて、そうか、それだ、とアトルは理解した。

　ツェン・ヨーガ。変な顔で、変な名前だし、おっさんのくせに、そんなことをするなんてずるいじゃないか。

「こ、この……」

「離れなさい、慮りよ外がい者もの……！」

　先を越こされた。コーデリアだ。コーデリアの平手が、ツェンの頰ほおというか、ほとんど側頭部を、ものすごい勢いでぶっ叩たたいた。

　ツェンは、ぐえっ、と潰れた蛙かえるみたいな声をもらして、リーゼから離れた……のではないだろう。コーデリアの強きよう烈れつなびんたが利きいて、あとずさったのだ。

「大だい丈じよう夫ぶ？　リーゼ」

　コーデリアはすかさずリーゼを抱きよせつつ、まだツェンを睨にらみつけている。怖こわい。
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　アトルも、ダミアンも、ルーイさえ、凍こおりついている。

　妖よう精せいの女王を怒おこらせてはならないのだ。とてつもなく恐おそろしい。

「……痛え」

　ツェンはぎょろ目を一杯に見開いて頰をさすった。叩かれたところに、手形がはっきりとついている。

「あたりまえでしょう？」

　コーデリアはリーゼのふっくりした躰からだをやさしく撫でさすりながら、ツェンにはどこまでも冷ややかだ。

「わたくしはあなたを叩いたのです。痛くないわけがないわ」

「……どういう女だ、おまえさん」

「あなたのような野や蛮ばん人でないことだけは間ま違ちがいないわね」

「野蛮人ときたか。お高くとまりやがって」

「あなたの品性が下げ劣れつだから、あたかもわたくしが高いところにいるように見えるのではなくて？」

「口もわりと達者じゃねえか。どうやら、ただの別べつ嬪ぴんじゃなさそうだ。俺は美人より愛あい嬌きようのある女が好みだが、おまえさんみたいなのは悪くない」

「願い下げよ。わたくしたちには今後一いつ切さい、近づかないでちょうだい」

「守る気もない約束はしない主義でな」

　ツェンは悪あく魔ま的な笑みを浮かべた。……悪魔。

　そう。もしも神に刃は向むかう悪魔が人間の姿をしていたら、きっとツェンのような顔をしているに違いない。

「俺は近づきたければ近づく。それはおまえさんだろうと誰だろうと変わりはしない。指図を受けるのは嫌きらいなのさ。やるなと言われると、かえってやりたくなる」

「ようするに、臍へそ曲まがりなんだよね」

　ルーイは肩かたをすくめてみせた。

「ま、ここにいるかぎりは、仲間ってことになる。べつに、親友になれとは言わないけどね。あまり喧けん嘩かしないで、そこそこ仲よくやって欲しいかな。そうしてくれないと、追いだしちゃうよ？」







　２章　未熟と例外と不ふ埒らち







　冬は嫌いだ。

　少年は一着しか服を持っていない。それは汚よごれきって、あちこちすりきれ、破れている。靴くつはない。裸足はだしだ。その上に、外がい套とうという名の襤褸ぼろ布きれをまとっただけの恰かつ好こうで、一日中、道みち端ばたに座っていなければならない。なぜこんなことをしなければならないのだろう？　兄に殴なぐられたり、蹴けられたりするからだ。逆らわなくても、兄はよく少年を叩くのだが、怒らせなければ手加減してくれる。

　冬はいやだ。乾かわいた冬の風は骨の髄ずいまでしみて、少年を凍こごえさせる。足や膝ひざ、尻しりの痛みなんて、すぐにどうでもよくなってしまうが、寒さはきつい。恐ろしい死神の姿をした冬は、少年をつかまえて延々と苦しめつづけ、決して放そうとはしない。

　もっとも、たった一つ、冬は暗くなるのが早いので、それだけは助かる。夜になると、人通りが絶えて、少年に施ほどこしをする奇き特とくな大人もいなくなるのだ。やっと帰れる。

　少年は立ち上がろうとした。両りよう脚あしに力が入らないどころか、感覚がない。さすってあたためていると、人ひと影かげが近づいてきた。もしかしたら、金を恵めぐんでくれるかもしれない。少年は目を凝こらした。古びてはいるものの、厚手の外套を着て、ポケットに手を突つっこんでいる。まだ若い男だ。もう暗いので顔はよくわからないが……少年はハッとした。

「……ゲドルク兄さん」

「ダミアン。今日の稼かせぎはどうだった」

　兄は目をぎらつかせてそう言うと、爪つま先さきで少年の膝を軽く蹴った。

「あぁっ」

「稼ぎはどうだったかって、訊きいてんだろ。早く答えろ、この愚ぐ図ずめ」

「……か、稼ぎは……あ、あの……今日は、これだけで……」

　少年は手を開いてみせた。銅貨が二枚だけ、掌てのひらの上にのっている。兄は銅貨をさっと奪うばいとると、ため息をつきながら首を横に振ふった。

「一日物もの乞ごいして、これっぽっちかよ。冗じよう談だんだろ。おまえ、いくらか隠かくしてるんじゃねえのか」

「か、隠してないよ。それでぜんぶだよ」

「才能ねえな、おまえ。だいたい、かわいげがねえんだ。哀あわれっぽくねえんだよ」

「……ごめんなさい」

「謝あやまってすむと思ってんのか。糞くそが。ふざけやがって。ああ、おまえの薄うす汚ぎたねえ面つら見てたら、腹が立ってきた！」

「た、叩かないで！　お願いだから！」

「殴られたくねえならな！」

　少年はとっさに両手で顔を庇かばったが、兄の拳げん骨こつを防ぐことはできなかった。ものすごい音がして、少年は冷たい地べたに倒たおれこんだ。兄は少年を蹴った。何度も足あし蹴げにした。

「もっと役に立ってみせろ！　使えねえやつには生きてる価値がねえ！　そんな甘い世の中じゃねえんだ！　いいか、ダミアン……！」

　引っ張り起こされて、また殴られた。

「強くなれ！　親おや父じは今ごろどこぞでくたばってるに違ちがいねえ！　屑くずにお似合いのくだらねえ死に様ざまだ！　俺のお袋ふくろは親父にぶっ殺されたし、おまえの母親はおまえを捨ててとんずらした！　誰だれもおまえを守ってくれねえ！　俺以外！　俺が四六時中おまえの面めん倒どうを見てやれりゃあいいが、そうもいかねえ！　生きていくためには金がいる！　餓が鬼きのおまえはろくに稼げねえから、俺が稼ぐしかねえ！　稼ぐったって、あるところから奪うしかねえんだ！　わかるか、ダミアン！　強くならなきゃあ、俺たちは生きてけねえ……！」

「……わかってるよ、兄さん。ゲドルク兄さん……」

「だったら、これくらいでめそめそするんじゃねえ！　泣くな！　ぶん殴るぞ！」

　もう何回も殴ったじゃないか……どれだけ殴れば気がすむんだ……そんなことを言ったら、兄は間違いなく、本格的に激げき怒どする。兄は少年を殺すかもしれない。

　何しろ、兄が少年にしつこく話して聞かせて、今も言ったように、彼らの父は……兄の母を殺した。理由までは知らないが、絞しめ殺したのだという。そんな父の血を引いているのだ。兄だって腹はら違ちがいの弟を殺しかねない。

　しかし、考えてみれば、母親が違うとはいえ、少年にも同じ血が流れている。

　少年もいつか、人を殺すかもしれない。たとえば……兄を。

「ダミアン」

　兄は少年の両りよう肩かたをつかんで、急に声を落とした。

「おまえはまだ小せえし、わからねえだろう。なんでおまえに俺がこんなに厳しくするのか。だがな。そのうちわかる。俺はおまえのためを思って、こうしてるんだ。俺がずっとおまえのそばにいてやれる保証はねえ。そうしたらおまえは、たった一人で生きてかなきゃならねえんだ。そいつは……並なみ大たい抵ていのことじゃねえ」

　兄の顔も腫はれていることに、少年は気づいた。

「……兄さん、何かあったの？」

「何もねえよ」

「でも、顔が……」

「どうってことねえ。これくらい……」

　兄は不器用に笑って、少年の髪かみの毛を搔かきまわし、ぐちゃぐちゃにした。殴られたところが痛んだが……胸の奥があたたかくなって、同時に締しめつけられ、泣きたくなった。

「心配するな、ダミアン。さっき言ったのはな。あくまで、もしものことだ。俺はいなくなったりしねえ。おまえを守って、一人前の男に育ててやる。だから、俺を信じろ。俺の言うとおりにすれば、おまえは強くなれる。わかったな？」

　少年は黙だまってうなずいた。

　いずれにしても、少年には兄しかいないのだ。兄に頼たよるしかない。すがるしかない。ついてゆくしかない。殴られるのはいやだが、兄はちゃんと食べ物を見つけてきてくれる。腹はら一いつ杯ぱいになるまで食べられることは少なくても、我が慢まんできないほど餓うえはしない。少年が今、こうして生きていられるのは、兄のおかげだ。兄がいなければ、少年は遠からず野垂れ死にしてしまうだろう。

「よし。ねぐらに帰るか」

　兄は少年を立たせて、歩きだした。少年は兄のあとを追おうとしたが、足がもつれて転びそうになった。兄が振り向いた。その瞬しゆん間かん、少年の躰が勝手に縮こまった。また叱しかられる。殴られると思ったのだ。

　兄はため息をついた。やっぱりだ。殴られる。……そうはならなかった。兄は身を屈かがませて、「ほら」と言った。

「しょうがねえやつだ。おぶってやるから、さっさとこい」

　信じられなかった。でも、ぐずぐずしていたら、今度こそ兄は激げき昂こうするだろう。少年は急いで兄におぶさった。重くはないだろうか。心配だったが、杞き憂ゆうだったようだ。兄は少年を軽々と背負って歩いた。

「……軽いな。おまえ」

「兄さんが、力持ちなんじゃ……」

「そうか？　まあ、そうかもな」

　兄がいなければ、少年はとっくに死んでいただろう。死ねば、いい人間は天国に行き、悪い人間は地じ獄ごくに落ちるらしい。父はたぶん、地獄で苦しみを味わっている。少年はどうだろう。地獄はいやだが、天国にだって知りあいがいるわけでもないし、べつに行きたくない。それでも、兄がいなければ、少年は今ごろ天国か地獄に送られていたはずだ。

「兄さんの背中、あったかい」

　少年がひっそりと言うと、兄は短く笑った。

　兄のぬくもりを感じながら、少年は目をつぶった……──。
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　気持ちのいい目覚めだった。朝とはこんなに爽そう快かいなものだったのか。空腹感さえも愛いとおしく感じる。

　アトルは半身を起こして同じ部屋でまだ眠ねむっているツェンとダミアンを眺ながめ、微笑ほほえんだ。ツェンはとんでもない助平男だし、ダミアンは所しよ詮せん、盗とう賊ぞくだが、二人が生きていることを祝福したい。人間が生きているというのは、それだけですばらしいことなのだ。今は心からそう思える。

　アトルは音を立てないようにして立ち上がった。アトルたち三人は、板いた敷じきの床ゆかに毛皮を敷しき、その上で毛布にくるまって寝ねていた。足音を忍しのばせて部屋を出ると廊ろう下かで、一階へ下りる階段の他に、戸が三つある。一つはアトルらの男部屋の戸で、もう一つはコーデリアたちの女部屋の戸、あとの一つは納なん戸どで、ここはルーイが一人で使っている。

　女部屋には寝しん台だいが二つあって、もともとはバーバラとカヤが一つずつ使用していたようだが、昨夜は一つの寝台で女二人が共とも寝ねしたはずだ。やはりコーデリアとリーゼ、バーバラとカヤという組み合わせだろうか。想像すると胸が高鳴って、顔や、もっと下のほうの部分が熱くなった。アトルは低てい俗ぞくで淫みだらな自分に呆あきれたが、健康の証あかしだとも思った。それから、安全。そう。ここは安全だ。

　深呼吸をして昂たかぶりを静めようとしながら階段を下りると、一階にはカヤがいた。

「あっ。おはよう」

　声をかけると、カヤは軽くうなずいて笑えみを浮うかべた。

　……かわいいな。

　アトルは目め頭がしらを押さえた。やっぱり、かわいいものはかわいい。

「？」

　カヤが不思議そうに小首を傾かしげた。その表情も、また……。

「かわいい……」

　思わず呟つぶやいてしまったが、小声だったので、カヤには聞こえなかったようだ。カヤは、何か言った？　というような表情で、まばたきをしている。

「いや、あの……なんでもないよ？　べつに、なんていうか……あははは……」

　アトルは笑ってごまかしながら石の台に腰こしかけた。カヤは調理場に向かおうとしていたらしいが、アトルが下りてきたのでやめたようだ。少し上うわ目め遣づかいで、アトルをじっと見ている。

　そんなふうに見つめられると、どうにも落ちつかない。

「え、ええと……よ、よく眠れた？　昨日は……」

　カヤは無言でこっくりとうなずいた。それから、あなたは？　と尋たずねるように首を傾かたむけてみせた。

「ああ、僕は、うん、ぐっすり寝たよ。こんなに眠れたのは久しぶりで……だから、体調もいいし、ほんとに……」

　カヤは嬉うれしそうに首を縦に振った。

　ひょっとして……とアトルは思った。カヤは口がきけないのだろうか？

　考えてみれば、アトルはまだ一度もカヤの声を聞いていない。見るからに異国人だし、言葉がわからないのかもしれないが……いや、それはないだろう。アトルが言ったことはちゃんと理解しているようだし、意思の疎そ通つうはできている。耳は聞こえるが、声を出すことはできない、とか……？

　本人に確かめれば、すぐにはっきりするはずだ。でも、どう訊きけばいいのか。

　迷っていると、カヤが近づいてきた。アトルはとくに身長があるほうではないが、カヤよりはだいぶ背が高い。小さいんだな……と、あらためて思った。おそらく、年ねん齢れいもアトルより下だろう。顔だちからはあどけなさすら感じるのに、それでいて、どこか大人びている。小こ柄がらではあるものの、必ずしも華きや奢しやではないからだろうか。躰からだつきは決して子供っぽくない。服を着ているので……あたりまえだが……よくわからないけれども、胸もけっこう大きそうだ。

「……はっ」

　アトルは頭を抱かかえた。……何を。

　躰つきがどうとか、胸が大きいとか……何を考えているのか。考えていただけではない。目の前にいるカヤを、アトルはじろじろと見ていた。とくに、胸のあたりを。

　アトルはカヤから目をそむけた。これではツェンを非難できない。ツェンのように直接的な行こう為いに及およばないだけで、心しん性せいはアトルも似たようなものなのではないか。いつもそのことばかり考えている。女性を欲よく望ぼうの対象としか見ていない。

　口づけまで交かわしたキルシャ・ヒルヴィを失ってまだ日が浅いのに、この様ざまだ。

　最低だ。

　アトル・クライハートはろくでもない、ひどい人間だ。

　カヤがアトルの腕うでに手をかけた。アトルはびくりとして、カヤのほうに顔を向けた。

「……？」

　どうしたのか、と尋ねているような、気き遣づかわしげな面おも持もちだ。この子はやさしい。善良で、親切で、無む垢くなのだ。

「なんでもないよ」

　アトルはぎこちない表情にならないように気をつけて、カヤに笑いかけた。それならよかった、というふうにうなずいて手を引っこめるカヤを見て、アトルは心に誓ちかった。こんな少女を、たとえ想像の中であろうと汚けがしてはならない。絶対に汚したりしない。

　邪じや念ねんが去ると、矢や継つぎ早ばやにいくつもの疑問が浮かんできた。カヤはいつからここにいるのだろう？　ルーイとの関係は？　キャメローがこんな状態になったのはいつからなのだろう？　住民はどれくらい生き残っているのか？

　訊こうにも、カヤは話せないようだ。……話せない。まずはそこから、かもしれない。ぶしつけにならない方法で確かめたいが、どのように質問するのが適切だろうか。

「ええ、と……」

　アトルはなんとなく自分の唇くちびるをさわった。

「？」

　カヤは目を瞠みはって、青い瞳ひとみでアトルを凝ぎよう視ししている。どうもこの眼まな差ざしには弱い。吸いこまれて、目を離はなせなくなる。

　ふと、おかしな状じよう況きようだと思った。男女が二人きりで、黙って見つめあっている。

　意識してしまうと、また落ちつかない気持ちになった。いや、他意というか、よこしまな思いは、さっきまでは皆かい無むではなかったかもしれないが、もうない。今のアトルは白だ。潔白だ。真っ白だ。本当だ。噓うそじゃない。

「ぼ、ぼ、僕はっ……」

　アトルは勢いこんで何か言おうとした。でも、自分が何を言いたいのか、何を言うべきなのかわからない。

「あら？」

　と、階段のほうから声がした。見ると、バーバラだった。寝ね起おきだからか、髪が乱れていて、衣服も少し着崩くずれている。……色っぽい。

　またか。まただ。アトル・クライハート、おまえはなんて罪深いやつなんだと思わずにはいられなかった。いっそ、去勢してしまったらどうだろう？　ある街では、淫いん行こうの罪を犯おかした罪人にそういった刑けい罰ばつが下されるという。去勢。あの部分を切除する。怖こわい。怖すぎる。それはいやだ。

　バーバラは寝ね乱みだれた波打つ髪かみをかきあげながら悪戯いたずらっぽく笑った。

「お邪じや魔まだった？」

「え？　あっ、な、な、な、な、何を、ば、ば、ば、ば、馬ば鹿かなことを……」

「そんなに動どう揺ようされると、ほんとに邪魔だったのかもって思っちゃうんだけど」

「いやあの、そ、そ、そんなわけないじゃないですかあっ！　昨日今日のあれなのに、つまりその、で、で、出会ったばかりなのに、そんな……」

「そのへんはあんまり関係ないんじゃない？　あなたがた、若いんだし」

「わ、わ、若いとかそういうの関係あります!?」

「そりゃあ関係あるでしょ？」

「どどどどうしてですか!?」

「やりたい盛さかり？」

「……ヤリタイ？」

　槍やり隊？

　大勢の兵士が槍を持って……。

「違ちがぁう！　ような気がする！　その槍じゃないですよね……!?　わあああああ……！」

　アトルは頭を抱えて絶ぜつ叫きようした。

「おもしろいわね、きみ」

　バーバラはふくみ笑いをしながら階段を下りてきた。……もしかして、からかわれたのだろうか。そうだ。そうに違いない。バーバラは清純なカヤと違って、いかにも百ひやく戦せん錬れん磨まといった風情ふぜいだ。百戦？　錬磨？　何を百戦して、どう錬磨してきたのか？　アトルにはわからないが、とにかくそういう感じがする。大人の女性だ。アトルなんてちょちょいのちょいだろう。気をつけないと、簡単に手玉にとられてしまいかねない。手玉に？　バーバラのような女性になら、それもまた……いやいやいや！

「……？」

　カヤがまたアトルの腕に手をかけた。そっちを向くと、予想以上にカヤの顔が近くにあって、何かが噴ふきだしてきそうになった。噴きだす？　何が噴きだすというのか？

「だ……だめだ……もう……僕は……何かが……おかしい……」

「？」

　カヤが眉まゆをひそめて、アトルの額に掌てのひらをあてた。熱でもあると思ったのかもしれないが、そんなに接近されたら……そんなふうに身を寄せたりしたら、カヤの躰の一部とアトルの躰の一部が不用意に接せつ触しよくして……。

「ぶふぉっ……」

　アトルは今度こそ本当に何かを噴きだした。気が遠くなって倒たおれそうになったが、カヤに支えられた。というか、ほとんど抱だきしめられるような形になって、こ、これは……アトルはうろたえながら、恍こう惚こつとしていた。やわらかい。やっぱり、胸が……。

　バーバラがけたけた笑っている。幸せだとアトルは思った。世界は屍し霊りようだらけで、アトル・クライハートは最低な人間なのに、幸福な朝は訪おとずれるらしい。
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　もちろん、現実は甘くない。幸せな時間など束つかの間の夢のごとしだ。

「ま、働かざる者食うべからずって、よく言うでしょ？　そういうことだからさ」

　バーバラとカヤが用意してくれた……肉だけの……朝食をとったあと、ルーイはアトルとダミアンを外へと連れだした。

「肉だけじゃ生きていけないからね。とくに、水は絶対必要。飲まないと死んじゃう」

　ルーイは背負い袋ぶくろに革かわの水すい筒とうを七つも八つも入れて、アトルたちに持たせた。ルーイ自身もそうとうな数の水筒を携けい帯たいしているようだ。どれも中身は入っていない。空だ。アトルは首を傾げた。

「キャメローには水道があるんじゃ……？」

「あるよ。でも、悪いことに、このへんの水道は汚染されちゃってるんだ」

「多少汚れてる程度の水なら……」

　ダミアンが文句を言いかけると、ルーイは肩かたをすくめた。

「調べてみたんだけどさ。彼らが水道に落ちて、詰つまってるんだよね。しかも、まだ生きてるみたい。その程度なら飲めそう？　飲むなら、ぼくは止めないけど」

「冗じよう談だんじゃねえ」

「でしょ？　そんなわけで、水すい源げん坑こうまで行って、水を汲くんでこなきゃならない。女の子に手伝わせるのもなんだし、ぼくが一人でやってたから、人手が増えて助かるよ」

「あの……ツェンって人は？」

　アトルは隠かくれ家がを一いち瞥べつして訊いた。

「彼はこないよ」

　ルーイはあっさり首を振ふった。

「おとなしく人の言うこと聞くような男じゃないね、あれは。危ないところを助けてやったんだけど、頼たのんでも手伝ってくれないし、日中はだいたいどっかほっつき歩いてるみたい。何やってるんだか。変な人だよね」

　ツェン・ヨーガはやはりろくでなしのようだ。しかしルーイは、口ではツェンを責めつつも、憎にくんだり恨うらんだりしているようには見えない。アトルからすると、ルーイもツェンに負けず劣おとらず変な人だ。アトルはため息をついた。

「でも、大だい丈じよう夫ぶかな……」

「大丈夫って、何が？」

「いや、その、だから……女の子たちだけ残して」

「彼らはここまで入りこんでこない。それで、ぼくはあそこを隠れ家に選んだわけだし。ここまで安全な場所って、そうはないんだよ」

「ああ、ええと、そうじゃなくて……」

「ツェンの野や郎ろうだろ」

　ダミアンが憎にく々にくしげに吐はき捨てた。

「女どもがやつに手込めにされちまうんじゃねえかってことを、こいつは気にしてやがるんだ。もっともな懸け念ねんだと、俺も思うがな」

　その口ぶりからすると、ダミアンもコーデリアやリーゼのことを心配しているようだ。盗とう賊ぞくにも良心めいたものがあるのか。それとも、一いつ緒しよに旅をしている間に情が移ったのだろうか。情……？　どういう種類の情だろう？

「ツェンが？」

　ルーイは腕うで組ぐみをして、うーん、と考えこんだ。

「どうかな？　抱だきついたり、おしりをさわったりするくらいはやるだろうけど」

「……やるんだ」

　アトルは顔を引きつらせた。……というか、ツェンはすでに昨日、リーゼを抱ほう擁ようしている。コーデリアが平手打ちを見み舞まわなければ、あれですんでいたかどうか。

「うん。ずいぶん女好きみたいだし。でも、あれ以上のことはしないんじゃない？　わからないけど。バーバラとカヤも無事みたいだからさ。たしか、女部屋に忍しのびこんできたときは、バーバラがうまく追い払はらったとか……」

「それって間ま違ちがいなく、あれ以上のことをやろうとしてるよね!?」

「追い払われてやったってことは、そこまでするつもりはないってことでしょ。たぶん。本気なら、無理やりなんとでもできちゃうだろうし」

「……信用ならねえ野郎だな」

　ダミアンは双そう眼がんに凶きよう暴ぼうな輝かがやきを灯ともしている。ツェンについては、アトルも盗賊とまったく同意見だ。

「女の子の部屋に忍びこむとか……何しようとしてたんだ、いったい……」

「ま、あの気が強いお姫ひめ様さまがいれば、何もできないと思うけどね」

　ルーイはさらっと口にしたが……お姫様。アトルの聞き違いなどではない。ルーイはたしかにそう言った。

　むろん、コーデリアのことは打ち明けていない。一度ごまかして以来、べつに訊きかれもしなかった。

　ルーイは気づいているのだろうか。コーデリアが、コーデリア・パーチェ……馬のハスト王国ランの王女だということに。それか、鎌かまをかけて、アトルの反応を見ているのかもしれない。だとしたら、アトルは何事もなかったように聞き流したほうがいいだろう。もしルーイがコーデリアの正体を察しているとしたら……ツェンはどうなのか？

　そもそも、あの男は何者なのだろう？　あからさまにあやしいが、なんだか裏がありそうだし、着ている物が上等だ。下げ劣れつなのに、ダミアンのような盗賊にはない……気品とは云いいたくないが、一種の品位のようなものを漂ただよわせている。おそらく、育ちがいいのだ。金持ちの商人か、あるいはアスカロンに仕官している武官か文官なのかもしれない。もしそうだとしたら、コーデリア・パーチェの名や評判くらいは当然、知っているだろう。だったら……何だ？　アトルはいったいどうするべきなのか？　わからない。兄ならきっと、即そく座ざに正しい判断を下せるだろうが、アトルにはどだい無理だ。

　とりあえず、自分とコーデリア……ダミアンはどうでもいいが、それから、リーゼの身の安全を確保する。できるだけ良好な環かん境きようで、まずは生存しなければならない。

　そのために、ルーイに従う。水源坑に行って、水を汲んでくる。アトルはそうすることにした。ルーイに手を貸しさえすれば、当面、食べ物に困らず、屍霊に怯おびえることなく眠ねむれるのだ。他に選ぶべき道があるというのなら教えて欲しい。

　ルーイは縄なわを使って建物に登り、屋根伝いに進んで路地に下り、また屋根に上がって、おおよそ北の方角へと向かった。屍霊はちらほら見かけた。屍霊がいると、ルーイは慎しん重ちように足を進めた。ときには屍霊が歩き去って見えなくなるまで身じろぎもせずに待つこともあった。移動中、ルーイは何もしゃべらなかったので、アトルとダミアンも黙もく々もくとついてゆくことに専念した。

　ルーイは屍霊にかぎらず、さまざまな危険を避さける方法を熟知しているようだ。きっと、一人でどんなところにでも行くような暮らしをしてきたのだろう。アトルはコーデリアの護衛役だった女剣けん客きやくドロテアのことを思いだした。ルーイと彼女は似ても似つかないのに、どこか似ている。何事にも動じず、誰だれの手も借りずに生きてゆけそうで、殺しても死ななそうだ。そんなドロテアですら、命を落とした。この世はどんな地じ獄ごくに成り果ててしまったのだろう？

「きみたちさ」

　また屋根から下りようとしていたルーイが、急に振り返ってにやりとした。

「彼らのこと、屍霊って呼んでるみたいだけど、なかなかいいネーミングだよね」

「てめえはどう呼んでたんだ」

　ダミアンが訊くと、ルーイは肩をすくめた。

「ぼくはとくに名前はつけてなかったかな。浄じよう化か隊の連中は、病びよう者しやとかって呼んでるらしいけどね」

　そういえば、浄化隊の兵士や指揮官が、そんな言葉を口にしていたような気がする。

「……病者」

　単純に考えれば、病気に罹かかっている者、という意味だろう。

「あれが、病気……？」

「ま、ちょっとおかしい人たちの考えることだからさ。あんまり真に受けないほうがいいんじゃない？」

「やつらも、もとは人間だ」

　ダミアンが低く唸うなるように言った。

「もし病気だとしたら……」

「ぼくはけっこうあちこち旅して歩いてるけど、あんな病気があるなんて話、聞いたことないなあ」

「じゃあ、やつらみたいな化物がいるって話はどうだ？」

「それも聞いたことないね」

「どっちにしても、てめえが見聞きしたことのねえ事態が起こってるわけだ」

「そういうことになるかな。うん。どんな可能性も排はい除じよできないってことは認めるよ、ダミアン。だから、こんなことも起こりうるんだよね」

　ルーイは顎あごをしゃくって、下の通りを示した。

　通りの先には防ぼう壁へきが築かれている……いや、いた、と云わなければならないだろう。

　その防壁は、何台かの荷車を土台にして、石材や木材、その他、雑多な家財道具を積み重ねて作られている。少なくとも大人の背せ丈たけほどはありそうだ。その一部が、崩くずれて低くなっている。

　防壁の向こうにはちょっとした広場があるようだ。柵さくに囲われた井い戸どのようなものが見える。どうやらそれが水源坑らしい。

「昨日までは無事だったんだけどなあ」

　ルーイは苦笑いを浮うかべてため息をついた。

　広場で何かが動いている。人ひと影かげ……ではないだろう。彼らは人間ではない。

　屍し霊りようだ。

「……一いつ匹ぴきじゃない。何匹いるんだよ……」

「三か、四……」

　ダミアンは舌打ちをした。

「どうするんだ。あそこが水源坑とかって場所なんだろうが、これじゃあ行けねえぞ」

「え？　行けないことはないでしょ？」

　ルーイは意外そうに目を丸くした。

「彼らを……あ、そうだ、ぼくも屍霊って呼ぼうっと。きみたちがあの屍霊たちを片づければいいだけのことじゃないか」

「きみたちだと？　てめえは見てるだけのつもりかよ」

「あのね。弓矢で屍霊をやっつけるのって、わりと難しいの。いろいろ試ためしてみたんだけど、屍霊ってここの」

　ルーイは自分のこめかみのあたりを人差し指でとんとんと叩たたいてみせた。

「中にダメージ与あたえないと、死んでくれないみたいなんだよ。つまり、脳だよね。なんかすでに死んでるようにも見えるから、死んでくれないっていうのも変な言い方だけど」

「さっきから、てめえのその口の利きき方が頭にきてしょうがねえ……」

「そう？　気をつけるよ。どう気をつければいいのか、さっぱりわからないけど。話をつづけていい？」

「勝手にしやがれ」

「うん。勝手にする。でね。矢でそれをやろうとしたら、真正直に頭ず蓋がい骨こつを貫つらぬくのって難しいから、眼球を狙ねらうのが一番いいんだよね。目玉の後ろにも骨があるんだけど、ここはすごく薄うすいんだ。鏃やじりがこの骨を突つき破やぶれば、すぐ脳みそだからさ。ただ、屍霊ってじっとしててくれないんだよ。ぼくくらい腕うでがよくても、百発百中ってわけにはいかない」

「剣けんも……」

　アトルはルーイが腰こしに吊つるしている……のではなくて、ベルトに差して固定している剣に目をやった。

「持ってるじゃないか。それは、単なる飾かざり？」

「うん」

　ルーイが即そく答とうしてにこっと笑ったので、アトルはずっこけそうになった。

「……か、飾りなの？　ほんとに？」

「噓うそに決まってるでしょ。馬ば鹿かなの？」

　……何なんだ、こいつ。ダミアンはだいぶ腹に据すえかねているようだが、アトルもキレそうだ。

「これはね」

　ルーイは腰の剣を軽くさわった。

「使いたくないから、どうしてもってとき以外は使わない。そういう決めごとがあったほうが、人生を楽しめるんだよ。わかるかなあ？」

「いや、ぜんぜん」

「だろうね。余よ裕ゆうなさそうだもん。きみたち二人とも」

「……悪かったね。余裕、なくて」

「他ほかにねえのか」

　ダミアンがいきなり別のことを言った。平静を装よそおおうとしているのかもしれないが、どう見ても憤ふん然ぜんとしている。

「水すい源げん坑こうってのはあれだけかよ」

「そんなことはないよ」

　ルーイはあっさり認めると、顎をつまんで視線を中空にさまよわせた。

「ぜんぶで、いくつだったかな？　四つ？　五つ？」

「だったら……」

「あの水源坑以外はかなり遠いんだよね。あと、主城の中だったりとか。というわけで、やるよ。排除、排除。ぼくは上から近づいて、屍霊たちを呼び集めるから。アトルとダミアンは下りて、あいつらを始末して。はい。決定」

　ルーイは言うなり、さっそく移動を開始した。アトルはダミアンと顔を見あわせた。

「……まあ、やるしかない……かな」

「どうしようもねえだろ。やつには借りもある。気にくわねえが……」

　待っていると、水源坑近くの屋根の上からルーイが屍霊たちに向かって声をかけた。

「や、元気？　そうでもないか。ずいぶん顔色が悪いもんねえ」

「ふざけやがって……」

　ダミアンが渋じゆう面めんを作って呟つぶやいた。まったく同感だ。でも、気軽に挨あい拶さつをしようと、怒ど声せいを浴びせようと、屍霊の反応は一いつ緒しよだろう。すなわち、音の源を突き止とめて、そこに獲え物ものがいれば食ってしまおうとする。

　屍霊たちが動きだした。

「行くぞ、アトル」

　ダミアンが縄を伝って屋根から下りはじめた。先を越こされて、なんだか不快だった。

「……行きたいわけじゃないけどさ」

　アトルもダミアンにつづいた。通りに降り立つと、ダミアンはもう防壁の崩れた部分を乗り越えようとしている。

「先走るな、盗とう賊ぞく！　死にたいのか!?」

「黙だまれよ、お坊ぼつちゃん」

　ダミアンは振ふり向いてにやっと笑うと、山刀のような剣を抜ぬいて防壁の向こう側へと身を躍おどらせた。

「あいつ……！」

　アトルは防壁の土台になっている荷車に足をかけた。勢いをつけて、防壁の低いところに跳とび乗る。ダミアンは後ろから一匹の屍霊に襲おそいかかり、ちょうどその脳天に剣をぶちこんだところだった。そいつをのぞいて、屍霊は四匹。全員ルーイがいる建物の外がい壁へきに詰つめ寄っている。うち一匹がダミアンに気づいた。

「がんばれー」

　ルーイが愉ゆ快かいそうな声こわ音ねで言った。

「せめて、弓矢を構えるくらい……！」

　アトルは聖剣エクスカルを鞘さやから抜いて防壁の上から飛び降りた。

「うぉら……！」

　ダミアンは剣を振りまわしながら下がった。人間なら剣を恐おそれて後退するかもしれないが、あいにく相手は屍霊だ。屍霊はかまわずダミアンに飛びかかる。攻せめられると、ダミアンは逃にげるしかない。それではだめなのに。怖こわくても、屍霊に対して受け身になってはいけない。とにかく前に出るのだ。所しよ詮せんは盗賊だし、剣けん術じゆつの基き礎そもできていないダミアンには、無理な相談か。

「僕に任せて！」

　アトルは駆かけて、ダミアンを追い越した。すぐさま、ダミアンに肉にく薄はくしようとしていた屍霊の腕を聖剣で斬きり飛ばす。さらに踏ふみこんで、その屍霊の首を刎はねた。

「……んだよ！」

　ダミアンはたぶん、アトルではなくて、自分を罵ののしったのだろう。

　残りの三匹びきが一いつ斉せいにこっちを向いた。

「ダミアン、一匹は頼たのむ！」

「ああ！」

「後手に回ったらやられるぞ！」

「てめえは俺の兄貴かよ!?」

　言われたくないなら、しっかりやってくれ。どやしつけたいが、そんな暇ひまはない。屍霊たちがくる。三匹いっぺんに。ダミアンに一匹任せる？　屍霊たちはアトルめがけてわっと押しよせてくるのに、どうやって？　こういうときは、考えたら……おそらく、死ぬ。頭を空っぽにしろ。兄や姉ほど熱心に鍛たん錬れんを積んできたわけではないが、それでも物心がついたころには剣を握にぎらされていた。叩きこまれた技わざを、いくらかは磨みがかれているはずの勘かんを信じろ。信じられなくても、信じるしかない。

　アトルは息を止めて、迫せまりくるものを聖剣で斬り払はらうことに専念した。普ふ通つうの剣ならできないだろうが、聖剣は斬れる。当たるを幸い何でも斬ってしまう。

「この……！」

　ダミアンが側面から一匹の屍霊に躰からだごとぶつかっていった。強ごう引いんに押おし倒たおして組み敷しき、そのまま首を斬ってしまおうとしている。

　これで、屍霊は二匹。

　アトルは向かって右の屍霊の、さらに右側に進み出て、聖剣でその素っ首を叩き落とした。聖剣様々だ。

「あと一匹！」

　ルーイが煽あおるように、いや、むしろ揶や揄ゆするように言った。……うるさいな。
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「わかってる……！」

　アトルはもう一いつ匹ぴきの屍し霊りように斬りかかろうとした。何か妙みようだ。というか、明らかに変だ。

　屍霊が、跳び下がって身構えたのだ。

　アトルの聖剣を、避さけた……？

　屍霊は身をよじりながら歯を剝むいて唸うなっている。

「ヲ……ヲ……ヲ……ヲ……ヲヲ……ゥヲ……ク……カックッ……ヲヲ……」

　……あの屍霊は。

　アトルは自分の躰が硬かたくなるのを感じた。冷ひや汗あせが出てくる。攻めろ。いいから攻こう撃げきしろ。どうということはない。あんなのただの変わり種じゃないか。そうだ。人間が十人十色なら、屍霊がそうだとしてもおかしくはない。

　アトルの父、ハラル・クライハートも、奇き妙みような……例外的な屍霊だった。

　並の屍霊とは違ちがって、手て強ごわかった。とてつもなく。剣の腕うで前まえは人間だったころとさして、あるいはまったく変わらなかった。

　この屍霊はどうだろう……？

「……アトル!?　どうした!?」

　ダミアンは屍霊をしとめたのか。そっちを見て確かく認にんするゆとりが今のアトルにはない。

　屍霊はまだ若そうな男で、おそらく三十歳にはなっていないだろう。職人風の服を着ている。服はぼろぼろで、血やら何やらで赤黒く汚よごれているが、そのわりに躰は傷ついていない。屍霊は膝ひざを曲げて、腰を落とした。両手が揺ゆれるように動いて、合計十本の指が不気味にうごめいている。目。両目が……かすかにだが、光を発している。

「ンナ……アッ……ヲ……ガッ……フバッ……ヲ……ヲヲ……ギャ……ヒギッ……！」

　屍霊が駆けだしてから、アトルは気づいた。後手に回ってしまった！　ダミアンに注意しておきながら、なんて様ざまだ！

　アトルは焦あせった。このままでは押しこまれる。前に出ないと。アトルはそうした。前進して聖剣を振る。意表を突つかれた。

「なっ……!?」

　馬ば鹿かな。

　屍霊が右に横っ跳びして、聖剣を避けたのだ。

「ヲ……ヲヲヲヲッ……！」

　屍霊はもっと体勢を低くして突とつ撃げきしてくる。やばい。やばい。この屍霊はやばい。アトルは半分パニックに陥おちいって、むやみに聖剣を振りまわした。狙ねらいすましたわけではぜんぜんない。剣けん先さきが偶ぐう然ぜん、屍霊の右みぎ腕うでをかすめた。屍霊は跳びすさった。

「アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアァァァァァァァ……！」

「ひぃっ……！」

　なんて声だ。思わずびびって情けない声をもらしてしまった。だめだ。冷静にならないと。たしかに普通の屍霊ではないが、異様に素す早ばやいわけではないし、素手だ。勝てない相手ではない……はずだ。こいつ一匹なら、なんとかなる。……一匹でなければ？　こんな屍霊がわんさといたとしたら……？

　恐ろしい思いつきにとらわれて、全身が凍こおりついた。まるでその隙すきを突くように屍霊が攻めかかってこようとした。

「ヲ……」

　矢が飛んでいって、屍霊の左目に突き刺ささった。それでもあがこうとした屍霊の、今度は右目に二本目の矢が命中した。

「わーお」

　ルーイだ。

「やってみるもんだね。ぼくって、すごい」

　建物の上で、ルーイが弓を構えたまま首を傾かたむけて笑っている。

　屍霊は苦く悶もんするようにじたばたしながら倒れて、間もなく動かなくなった。

　アトルはへたりこみそうになった。……助かった。

「……妙だったな、この屍霊」

　無事に一仕事終えた様子のダミアンが、屍霊の骸むくろに近づいていって肩かたのあたりをこわごわと踏んだ。まだ死んでいないのではないか。また動きだすのではないか。そんな気がして、確かめずにはいられなかったのだろう。

「何なんだ、いったい。くそったれ……」

「ま、片づいたんだからいいじゃないか。ぼくのおかげだけど」

　ルーイは身軽に屋根の上から飛び降りた。

「さあ、水、水。水を汲くんで……あ、その前に防ぼう壁へきを直しちゃったほうがいいかな。だよね。そういうことなんで、二人ともお願いね？」

「俺たちがやるのかよ……」

　ダミアンは顔をゆがめてぼやいているが、アトルは急せかされるまでもなく防壁の修復にとりかかった。あの屍霊。あんな屍霊もいるのか。片づいたからいい？　そうは思えない。さっきの屍霊が特とく殊しゆな例外ではないとしたら？　父のような屍霊がまた現れたら？　屍霊は、群れてさえいなければ怖くない敵だとアトルは考えていた。そうではなくて、個としても対処の難しい屍霊が、並の屍霊たちの中にまぎれているとしたら……？




　　　　＊




　行きはわりと気楽だったのに、帰りは隠かくれ家が周辺の安全地帯にたどりつくまで少しも気が抜ぬけなかった。ルーイの誘ゆう導どうが的確で、路地や通りでは屍霊に出くわさなかったが、屋根の上からはしばしば屍霊を見かけた。目に入ると、気になってしょうがなかった。あれは普通の屍霊なのか？　そうではないのか……？

　今日、水すい源げん坑こうのそばで例の屍霊に遭そう遇ぐうするまで、例外的な屍霊といえば父だけだった。あとの屍霊は、生前の性別、年ねん齢れい、それから肉体の損傷具合以外に差異は認められなかった、と断言してもいいと思う。

　どの屍霊も、型に嵌はめたように屍霊然としているので、屍霊慣れしてしまうと、すべての屍霊が同じ屍霊にしか見えない。

　逆に、父はあまりにも屍霊から逸いつ脱だつしすぎていて、屍霊だったに違いないと思いながらも、結局は屍霊と見なしていなかったのかもしれない。生前も、死後も、父は特別だった。特別すぎた。だから、ああいうこともあるのだろう。あってもおかしくはない。どうもそんなふうに納なつ得とくしていたような節がある。

　しかし、あの屍霊は違う。

　明らかに父のような名のある稀け有うな武人ではなくて、市し井せいの人だった。

　すなわち、凡人でも特殊な屍霊になりうる、ということだろう。

　たとえば、アトルの目の前で屍霊と化したキルシャ・ヒルヴィも、ああなっていたかもしれないのだ。もしそんなことが起こっていたら、アトルは無事ではすまなかった。怪け我がくらいはしていただろう。屍霊に嚙かまれた者は、屍霊になる。アトルも屍霊に成り果てていたかもしれない。

　普通の屍霊は、きわめて知性が低い、獣けものにも劣おとる愚おろかな生物のように見える。

　水源坑のそばにいた屍霊は、普通の屍霊よりは賢かしこかった。少なくとも、アトルの聖剣を脅きよう威いと認にん識しきして、かわす程度の知性はあった。アトルの出方をうかがって、そう複雑なものではないにしろ、戦略を組み立てて攻撃してきた。それでも、言葉らしきものは発していなかったが、父に至っては人語を解していた。ぎこちないしゃべり方だったし、アトルのことを覚えておらず、父とは思えない、完全な別人のようではあった。だが、水源坑のそばにいた屍霊よりも人間に近い屍霊だったことは間ま違ちがいない。

　アトルは結局、水入りの水すい筒とうを詰つめた背負い袋ぶくろをしょって隠れ家に帰りつくまで、ほとんど口を開かなかった。

　いろいろなことを考えてしまう。

　考えたくなくても、考えずにはいられなかった。

「おい、アトル」

　隠れ家の前でダミアンに声をかけられた。見ると、ダミアンは物問いたげな顔をしているが、何も言わない。

「何だよ」

　逆に訊きくと、ダミアンは傷きず跡あとがある唇くちびるの右みぎ端はしをつりあげて、右みぎ肩かただけすくめてみせた。

「ずっと黙だまりこくってるもんだからよ」

「盗とう賊ぞくに心配なんかされたくない」

「そうか」

「ああ、そうさ」

「だろうな」

　ダミアンは目を伏ふせた。怒おこらないのか。それどころか、悄しよう然ぜんとしているようにも見える。盗賊のくせに。……そういえば、ダミアンの死んだ兄、ゲドルク・ポルシュが、親に捨てられて、やむにやまれず盗賊になった、というようなことを言っていた。ダミアンはゲドルクに育てられたようだから、兄に引きこまれて盗賊に身を落としたのだろう。

　ダミアンは好きこのんで盗賊になったわけではないのかもしれない。盗賊として悪事に手を染めていたことを、後こう悔かいしているのかもしれない。

「……悪かったよ」

「何がだ」

「言いすぎた」

「てめえはただ、盗賊を盗賊って呼んだだけじゃねえか」

「それはそうだけど……僕だってべつに、清せい廉れん潔けつ白ぱくじゃない」

　ダミアンは、ふん、と鼻を鳴らしただけで、否定も肯こう定ていもしなかった。

「いいねえ」

　ルーイが隠れ家の扉とびらに手をかけて、くすくす笑った。

「仲がよさそうで」

「どこをどう見たら、仲がよさそうに思えるんだよ……」

「うーん。何だろ。全体的に？」

「貴族の坊ぼつちゃんと、盗賊だぞ」

　ダミアンが自じ嘲ちようげに言った。

「僕は貴族じゃないし……」

　槍のカラン王国ドロの人間なのだろうダミアンにはよくわからないのかもしれないが、アスカロンに貴族はいない。剣グラのンド大マス王ターと臣民がいるだけで、大王に剣を捧ささげて忠誠を誓ちかった臣民は、単に臣と呼ばれる。臣には階級があり、上位の臣は成人した子息を臣に推挙できるし、親が臣なら重用されやすく、昇しよう進しんしやすい。とはいえ、世せ襲しゆうとは違う。剣グラのンド大マス王ターが王族や臣に土地の管理を委ゆだねても、あくまで任期制だ。最長でも一代限りと決まっている。

　アスカロンは過去、大貴族の専横や叛はん乱らんを何度か経験した。その結果、王権の強化が図はかられ、四代前の剣グラのンド大マス王ターが現在の体制を確立したのだ。

　アスカロンには、貴族の末まつ裔えいはいても、貴族は存在しない。いまだに尊い血を誇ほこる旧貴族は旧きゆう態たい依い然ぜんとした愚か者だ。クライハート家もさかのぼればさる貴族の傍ぼう流りゆうだが、父にしろ兄にしろ姉にしろ、それを鼻にかけることはなかった。むしろ、父は旧貴族に妬ねたまれる立場だったので、アトルにしてみれば貴族呼ばわりされるのは心外なのだ。誇りは受け継ついだ血に宿っているものではなく、実力と実績で勝ちとらなければならない。

　もっとも、アトルが十八歳になって成人し、臣に推挙してもらう前に、父があんなことになり、兄も行方ゆくえ不明だ。姉はハストランにいる。

　このままでいったら、アトルは武官に奉ほう公こうするか、文官の見習いとして働くかして、仕官の機会をうかがうしかない。臣になるためには、短くても三年かそこらはかかる。

　……そもそも、剣グラのンド大マス王ターの居城があり、アトルの家もある王都は無事なのだろうか？

　何よりも考えまいとしていた懸け念ねんが鎌かま首くびをもたげて、腹の奥のほうが冷たく、重たくなった。……いや、無事だ。あたりまえじゃないか。もし無事じゃなかったら、とんでもなく大変なことになってしまう。

　ルーイが扉を開けると、悲鳴が響ひびいた。女の声。隠れ家の中からだ。

「おっ……？」

「どいて！」

　アトルはルーイを押しのけて隠れ家に飛びこんだ。一いつ瞬しゆん、わけがわからなかった。

　ツェンが壁かべ際ぎわに追いこまれて、両手をあげている。ツェンを追いつめているのはコーデリアだ。コーデリアはナイフの切っ先をツェンの喉のど元もとに突つきつけている。これはいったい、どういう事態なのか？

　コーデリアの後ろにリーゼがいる。リーゼは両りよう腕うでで自分の躰からだを抱だきしめて、腰こしを屈かがめ、顔を真っ赤に染めて……もしかして、何かあったのか？　というか、ツェンがリーゼに何かした。それで、コーデリアが激げき怒どし、こんな有様になっているのではないか。

「……ていうか」

　ツェンは日中、だいたいどこかをほっつき歩いてるのではなかったのか。

　話が違ちがう。ここにいるじゃないか。

　しかも、破は廉れん恥ちな行こう為いに及およんだ。

「ん。よお」

　ツェンがアトルたちのほうに顔を向けて、人食いめいた面めん貌ぼうを笑わせた。不愉ゆ快かいなことこの上ない笑顔だ。

「戻もどってきたのか。お帰り。ルーイと愉快な仲間たち」

「ただいま」

　ルーイは平然と返したが、どういう神経をしているのか。アトルは怒いかり心しん頭とうに発して、全身が震ふるえた。

「ちょ、ちょっ、な、何っ、あっ、おまっ、なっ、何をしてっ、何っ……」

「ああ？　酒でも飲んでやがるのか？　ろれつが回ってねえぞ、ぼうず」

「の、の、の、の、飲んでないよ！　のののののの飲むわけないじゃないかあ……！」

「娘むすめっ子こ」

　ダミアンが押し殺したような声で訊いた。

「大だい丈じよう夫ぶか？　そいつに何をされた？」

「……あ、あの、あたし、その……」

　リーゼは涙なみだぐんで、しゃがみこんでしまった。

「む、むっ、胸を……いきなりっ……」

「言っとくがな、俺は軽ぅーく揉もんだだけだぞ？」

　弁解になっていない弁解をするツェンには神しん罰ばつが下るべきだ。アトルは聖剣の柄つかに手をかけた。神が罰ばつしないのなら、いっそこの手で……。

「その表現は正確ではありませんね」

　コーデリアは腹が据すわっているというか、妙みように落ちつきはらっているように見える。それが余計に怖こわい。

「ツェン・ヨーガ。あなたは突とつ然ぜん、リーゼを羽は交がい締じめにして、拒きよ絶ぜつする間も与あたえずに胸を揉みしだきました。以上が、わたくしの目もく撃げきしたあなたの凶きよう行こうの一部始終です。反論はありますか」

　ツェンは眉まゆを上げて唇をひん曲げたが、悪びれた様子はこれっぽっちもない。

「いいや。おまえさんの言うとおりだ」

「なーんだ。そんなことか」

　ルーイはつまらなそうにため息をついた。

「ずいぶん剣けん吞のんな雰ふん囲い気きになってるから、ぼくはまた、やっちゃったのかと思ったよ」

「や、や、や、やった、やっつぁ、あぐぁっ……」

　アトルは舌を嚙かんだ。その痛みで目が覚め、しゃっきりして、自分のなすべきことがわかった。ツェンは懲こらしめなければならない。それは、麗うるわしい妖よう精せいの女王ではなくて、未熟者とはいえアスカロン剣けん士しの端はしくれであるアトルの役目だ。

「コーデリア。ナイフを引いてください」

　アトルは言うなり聖剣を抜ぬいて、剣先をツェンに向けた。コーデリアはアトルを立てて、譲ゆずってくれたのかもしれない。黙って退いた。

「とんでもない……い、淫いん行こうを働いて」

「淫行とは大おお袈げ裟さだな」

「お、大袈裟なんかじゃない！　む、む、むっ、胸を、ももももも揉みしだくなんて……た、大罪だっ！　おまけに、反省の色もないじゃないか！」

「こんなことくらいで反省してたら、きりがないだろうが」

「に、日常茶さ飯はん事じだっていうのか!?」

「そりゃそうだ。いい乳をしてる女がいたら、とりあえず揉んでみる。男ってのはそういうものだろう？」

「そういうものじゃない！　断じて違う！」

「おまえさん、変わってるな」

「変わってないよ!?　変わってるのはそっちだろ!?　ダ、ダミアン!?」

「……ああ」

「き、きみだって、そんな、あれだろ!?　い、いきなりお、女の子の胸を揉んだりとか、そういうことは……」

「しねえな。……兄貴はまあ、あれだったが。女好きだったしな」

「そ、そうなんだ!?　きみの兄さんはしてたんだ!?　あれえ!?　おっかしいな!?　で、でも、きみの兄さんは盗賊だったし……」

「俺もだけどな。人によるんじゃねえのか。そういうのは」

「ひ、人による……」

「女の乳を揉みたいだけ揉まないで、何が男だ……！」

　ツェンが突然、きりっとした顔つきで叫さけんだ。

「男なら……！　女の乳を揉め……！　いい乳なら、揉み倒たおせ……！　十人の乳を揉んで初心者卒業！　本物の男になりたいなら、目指せ百人！　常識だ……！」

「常識……百人……まずは十人……揉みたお……」

　アトルは慌あわてて頭かぶりを振ふった。何が百人だ。そんなわけがない。惑まどわされるな。

　それはまあ、揉みたいけれども。

　……いやいやいや、揉みたい気持ちと、揉むべきか否いなかは別だ。揉みたいからといって、揉んではならない。揉みたくてたまらなくても、そこはぐっと我が慢まんする。それが男というものではないか。たぶん。

「ふ、ふざけるな、この穀ごく潰つぶしめ！　僕は騙だまされないぞ！　おまえみたいな男は許さない、許しておけるものか……！」

「わかったよ、ぼうず」

　ツェンは、はいはい、という感じで二度、三度とうなずいた。

「不意討うちするような真似まねはもうしない。だから、許せ。な？　次からは、ちゃあんと、正々堂々とやる。おまえの乳を揉ませろって頼たのむことにするから」

「た、た、頼んだって、相手がいいって言うわけないだろ！」

「これだから童どう貞ていは……」

「童貞で何が悪い!?」

「女ってものがわかってねえ。どんないい女だってな。頭を下げてしつこく頼みこめば、一回くらいなら意外とやらせてくれるものさ」

「そ、そうなんですかあ……!?　ええ!?　うっそ!?　ほんとに……!?」

「おう。そこは誠意と、それ以上の熱意をこめてな。俺はおまえさんとこんなにも一夜を共にしたいんだって気持ちを赤せき裸ら々らに、あるいは趣しゆ向こうを凝こらして示すわけだ。俺はそうやって何人、何十人と落としてきた」

「せ、先生……!?」

　これは師事するべきか？　いや、しない。してたまるか。コーデリアがいて、リーゼがいる。カヤとバーバラは二階かどこかにいるのか。とにかく、女性の目がある。ツェンに弟で子し入りして教えを受けるわけにはいない。外聞が悪すぎる。

「……せ、せんせい……宣せん誓せい、そうだ、僕は宣誓する！　ツェン・ヨーガ！　おまえをぶちのめしてやる！」

「あっ」

　と、ツェンがアトルの後ろに目をやった。

　アトルはつい、つられて振り返ってしまい、まずい、と思って前に向きなおろうとしたときにはもう、ツェンに腕うでをとられていた。

　肘ひじと手首の関節を同時に極きめられて、抵てい抗こうできなかった。

「ぐっ……」

　アトルは投げ飛ばされた。

「ほお」

　ツェンは聖剣をゆっくりと振りながら、その剣けん身しんをじろじろと眺ながめている。なぜ、ツェンが聖剣を持っているのか。

　投げられたときに、奪うばわれたのだ。

「こいつがエクスカルか。自分の手で持つのは初めてだ。ものすげえ剣だな」

「……か、返せ！」

「そらよ」

　ツェンはあっさり聖剣を放ってよこした。……それ、聖剣なんだけど？

「あわわわわわわわ……」

　剣身を握にぎり止めるわけにもいかない。アトルは柄をつかもうとして手が滑すべり、何度かお手玉したが、どうにか両腕で受け止めた。

「……あ、危なかった……」

「大事にしろよ、ぼうず。クライハートの名が泣くぞ」

　ツェンは鼻で笑った。アトルを馬ば鹿かにしきっている目つきだ。……屈くつ辱じよくだし、悔くやしいが、馬鹿にされてもしょうがない。ツェンのほうが一枚も二枚も上うわ手てで、アトルはやすやすと翻ほん弄ろうされたのだ。

「……あなたは」

　ツェンが与よ太た者ものではないことは間ま違ちがいない。何者なのか？　あの身のこなし。名のある剣士なのだろうか。そんなふうには見えないが……。

「何はともあれ、一件落着だね？」

　ルーイが手を拍うって、あはは、と明るく笑った。

「どこが……」

　コーデリアが抗こう議ぎしようとすると、ルーイが「いや」と自ら前言を翻ひるがえした。

「そうでもないか」

　言葉だけじゃない、身を翻して、ルーイは隠かくれ家がから出ていってしまった。帰ってきたばかりなのに。……何か起こったのか？

「ダミアン」

　アトルはダミアンに目配せをした。コーデリアとリーゼを頼む。口に出してそう言わなくても、任せろ、というようにダミアンはうなずいた。たとえ盗とう賊ぞくでも、ツェンよりは遙はるかにましだし、信しん頼らいできる。

　聖剣を鞘さやに収めて外に出ようとしたら、ツェンに先を越こされた。

「……って、え？」

　意外だった。アトルはツェンについてゆく恰かつ好こうで、ルーイを追いかけた。ルーイはすでに建物の屋根を伝って移動している。

「何だ、ぼうず。きたのか」

　ツェンがアトルを見てにやっとした。

「女たちを守ってなくていいのか？」

「……ダミアンを残してきたし。だいたい、あなたさえいなければ、何の心配もないんですよ」

「だから、言ったじゃねえか。不意討うちはもうしない。また乳を揉もみたくなったら、堂々と口説くってな」

「それはそれで気がかりですけどね。あなたは口がうまそうだし」

「つまり、俺の口八丁にまんまと乗せられて、姫ひめ様さまやあの娘が乳を揉ませたり、それ以上のことをやらせちまうんじゃないかと、おまえさんは危き惧ぐしてるわけか」

「や、そうじゃないけど……」

「実際、八割方やれると思うぞ。姫様は手て強ごわそうだがな。もう一人のほうはなんとでもなる。ああいう娘は押しに弱い。タイミングさえ外さなけりゃあ一発だ。姫様は時間も手間もかかりそうだな。そうはいっても、難なん攻こう不ふ落らくってほどじゃあない」

　アトルは感心しそうになっている自分を一いつ生しよう懸けん命めい責めたてた。この男は師し匠しようではないし、見習うべきではない。この男の言説に耳を傾かたむけるのもよくない。この男の言葉を真に受けたら大変な過あやまちを犯おかしそうだから、いっそ聞く耳を持たないほうがいい。第一、今はそれどころじゃない。

「……聞かないことにしよう聞かないことにしよう聞かないことにしよう聞かない聞かない絶対に聞かない聞いてたまるか聞かないぞ聞かないったら聞かないんだ聞かない……」

　アトルはぶつぶつ呟つぶやきながら、ツェンを追い抜いてルーイのあとを追った。ルーイは速い。下りたり上ったりして、どんどん進む。目的地が遠かったら、引き離はなされ、見失っていたかもしれない。

　ルーイが止まった。体勢を低くして、通りの様子をうかがっている。


　……あああぁぁぁおおおおぉぉ……！

　ぬあぁあぁぁぁあぁぁ……！

　ふぅぅぅううあああぁぁぁぁ……！

　うなぁぐあぁぁ……！

　おおおぉぉぉおおおぉぉ……！

　ひゃああぁぁああぁぁあぁぁあぁぁぁぁ……！



　屍し霊りようだ。屍霊の声がする。しかも、激しい声だ。

　アトルはルーイに追いついて、その隣となりで同じように通りを見た。

「……あれは」

「おーおー」

　ツェンもきた。アトルの横にしゃがんで、ぎょろ目をさらにぎょろぎょろさせて、顎あごを撫なでている。

「また派手にやってやがるな、あいつら」

「浄じよう化か隊……」

　アトルは呟いて、息をのんだ。首巻きで顔を隠した完全武装の兵士たちが密集隊形をとって、寄せくる屍霊を黙もく々もくと盾たてで撥はね返し、剣けんで突つき刺さして、斬きり刻んでいる。やはり軍隊は強い。あの戦い方なら、普ふ通つうの屍霊たちの中に水すい源げん坑こうの例外的な屍霊が混じっていても、恐おそれる必要はないだろう。

「屍霊だけなら、好きにやってくれてかまわないんだけどねえ」

　ルーイは眉まゆをひそめている。まったくもってそのとおりだ。あの勢いで、キャメロー市内の屍霊だけを全ぜん滅めつさせてくれるのなら、浄化隊は英えい雄ゆうだ。ところが、彼らは屍霊ではないアトルたちを取り囲み……たぶん、殺そうとした。しかも、それだけではないようだ。

　浄化隊がたどってきたとおぼしき道筋に目をやると、防ぼう壁へきが破は壊かいされていた。屍霊の仕し業わざだろうか。そうは思えない。

　静せい寂じやくが訪おとずれた。浄化隊が付近の屍霊を掃そう討とうし終えたようだ。

　アトルは首を縮めて息を殺した。兵士たちがあたりを見まわしている。見つかったら大変だ。

「よし、かかるぞ！」

　間もなくあの指揮官が号令をかけた。たちどころに浄化隊が動きだして……引き返すのだろうか。いや、でも、指揮官は、かかるぞ、と言った。それに、浄化隊の向かう先には、また別の防壁がある。何をするのか。……まさか。そのまさかだった。

　兵士たちが防壁に殺さつ到とうする。防壁を構成している木材や石材が次から次へと引き抜ぬかれ、持ち上げられて、道みち端ばたに放り投げられてゆく。

「んーむ……」

　これにはツェンも言葉を失ったようだ。ルーイが首を振ふった。

「……まいったな。ひょっとして、ぼくらのこと、捜さがしてたりして？　このあたりだと、隠れ家からそう遠くないし、見つかるのは時間の問題かな……」







　３章　選ぶことなどできはしない







　見知らぬ男のやたらと大きな手が彼女の手首をつかんだ。痛かったし、それ以上にとても驚おどろいて、彼女は泣き叫さけんだ。父も母もそばにいた。彼女は両親の顔を見て助けを求めた。母は目をそらした。父は彼女を見つめ返したが、それだけだった。父は彼女を男から奪い返そうとはしなかった。声をかけてもくれなかった。男は暴あばれる彼女を抱かかえあげた。逃にげられない、と彼女は悟さとった。それでも彼女は懸けん命めいに全身を動かしつづけた。男は怒ど鳴なって、彼女を叩たたいた。これ以上殴なぐられたら、きっと死んでしまう。彼女は抵抗をやめた。荷物のように男に運ばれて、彼女は馬車や船に載せられた。逆らって痛い目に遭あいたくないので、彼女はじっとしていた。遠い異国にきたらしいということはなんとなく感じていた。両親や祖父母、兄や妹、弟とはもう会えないだろう。彼女は両親に見捨てられたのだ。誰だれも彼女を救ってはくれない。彼女は口を閉ざし、物を考えるのもやめた。見知らぬ男たちに意味のわからない怒ど声せいや身み振ぶり手て振ぶりで何か命じられたら、黙だまって従った。

　彼女と同じような女の子や、年上の女や、もっと幼い女の子が、暗くて湿しめっぽい部屋に閉じこめられていた。ある日、そこから引きだされ、夜道を歩かされて、どこかに連れてゆかれた。森の中だった。広場になっていて、上等な服を着て仮面で顔を隠した男女が集つどっていた。男女は彼女たちをしげしげと眺ながめながら、ひそひそと語りあった。やがて一人の女が彼女の隣にいた少女を指さして何か言った。少女は連れ去られ、女もいなくなった。別の男が今度は彼女に人差し指を向けた。その男と、彼女たちを管理している粗そ野やな男との間で短いやりとりがあった。それが終わると、その男は彼女に近づいてきた。彼女は男に手を引かれてその場をあとにした。馬車の座席に乗せられ、男は彼女の隣に腰こしを下ろした。男は仮面を外して彼女に微笑ほほえみかけた。

　馬車が進みだすと、男は彼女の手を握ったり、躰からだのあちこちをさわったりした。彼女はじっとしていた。男が何か言った。彼女は黙っていた。男に何をされても彼女は受け容いれた。ただ、言葉がわからないので、受け答えすることだけはできなかった。

　彼女は男の屋や敷しきで暮らしはじめた。躰の隅すみ々ずみまできれいにして、髪かみを梳くしけずり、上質な衣服を着せられた。男が石造りの立派な屋敷にいる間、彼女はたいていそばにいた。男は屋敷の中ならどこにでも彼女を伴ともなった。夜は男の寝しん台だいで眠ねむった。男は彼女を痛めつけるようなことは一いつ切さいしなかった。彼女は男が嫌きらいではなかった。

　男は彼女に言葉を教えようとした。聞くほうは上達したが、話すのはどうも苦手だった。彼女は喋しやべりたくなかった。できるだけ黙りこくって、頭の中を空っぽにしていたい。本当は話しかけられたくもなかったが、それはしかたないとあきらめていた。従うしかない。受け容れるのが一番いい。逆らうのは億おつ劫くうだし、苦痛だ。

　彼女は男が求めるときに笑みを浮うかべた。男の要求はできるだけ理解しようと努めた。ときには言われる前に察知して応こたえた。彼女はとにかく心こころ穏おだやかに過ごしたかった。男はおおよそ平へい穏おんな暮らしを彼女に与あたえてくれた。……あるときまでは。

　何年もして、男が夜遅おそく出かけ、明るくなる前に別の少女を屋敷に連れ帰った。

「カヤ。新しい姫だよ。今日からおまえはこの子に仕えるんだ。身の回りの世話をして、何をすればいいか、何をしてはいけないか、おまえが教えるんだよ。いいね？」

　彼女は受け容れるしかなかった。以後、男は彼女ではなく、その新しい姫を伴うようになった。姫は彼女と違ちがって流りゆう暢ちように話した。肌はだの色も違った。男と似たような白い肌で、髪の毛は金色だった。昔の彼女のように細身で、腕うでや脚あしはほっそりと長く、尻しりは小さくて、胸は平らだった。名はグロリアといった。グロリアと男が話しているのを聞いた。

「オーウェン。あなたったら、あんな女のどこがよかったの？」

「おまえのように生意気じゃないところだよ、グロリア」

「でも、今はわたしに夢中ね？」

「ああそうだ。おまえを愛している。おまえだけを」

「そんなふうに言っておいて、わたしが大きくなったら捨てるんだわ。わたしを舐なめないで。わかっているのよ。あなたみたいな人って、きっとそうなんだから」

「捨てたりはしないよ、グロリア。カヤだって、まだ屋敷にいるだろう？」

「あんなの、ただの使用人じゃない。冗じよう談だんじゃないわ。オーウェン、わたしはあなたの妻になりたいのよ」

「おまえがすてきな淑女レデイーになったら、考えないでもないな」

　グロリアは彼女に見せつけるように男に抱だかれて、口づけをせがんだ。男は音を立ててグロリアの唇くちびるを吸った。彼女は壁かべ際ぎわで微笑んでいた。グロリアはその態度が気にくわないと言って、彼女をなじった。

「立場をわきまえなさい、カヤ。あなたは単なる使用人なのよ」

　使用人だろうと何だろうとかまわない。彼女はただ静かに暮らしたいだけなのに、グロリアが許してくれなかった。

　男とグロリアの前では、許可されないかぎりひざまずいていること。食事の際、床ゆかに置いた皿から手を使わずに食べること。沐もく浴よくするときは湯ではなく水だけを用いること。

　グロリアが命令を出すたびに、男は笑ってそうするようにと彼女に言い渡わたした。彼女は逆らわなかった。そのとおりにした。それなのに、グロリアは満足しなかった。男が不在の夜、寝しん具ぐを整えて下がろうとする彼女に、グロリアが命じた。

「服を脱ぬぎなさい、カヤ。裸はだかになるのよ」

　彼女は言われるがまま衣服を脱いで、全ぜん裸らになった。グロリアは顔をゆがめた。

「汚きたならしい躰。オーウェン……あの人が、こんな醜みにくい躰を愛めでていたなんて……」

　グロリアは憎にく々にくしげに彼女の躰のあちこちをつねった。痛みは彼女に絶望を思いださせた。痣あざがいくつもできた。その痣を見るたびに苦しみが蘇よみがえるだろう。そうして彼女に苦痛の印を刻むのにも飽あきると、グロリアは寝台の上で横になった。

「あなたはそこに立っているのよ、カヤ。朝まで、ずっと。動いたら承知しないから」

　彼女は従った。それ以外にすべがなかった。彼女は静かに、心穏やかに暮らしたい。苦しみたくない。何も思いだしたくない。男のことも、グロリアのことも、両親も、粗そ暴ぼうな男たちのことも、彼女は憎にくんでいなかった。憎ぞう悪おは彼女を苦しめる。ただすべてを受け容れるしかないのだ。それが一番いい。そのはずだった。

　彼女は寝ね息いきを立てているグロリアを絞しめ殺してやろうと何度も考えた。グロリアを殺して屋敷を飛びだすのだ。でも、それからどうすればいいのか。何も思いつかない。

　生きてゆくための方法が、彼女にはわからない……──。
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「ぼくだけなら、なんとでもなるんだけどなあ。どうしようかね？」

　石の台に腰を下ろしているルーイが居並ぶ面々を見まわした。居並ぶと云いっても、ツェンが階段の下のほうに座っているだけで、アトルをふくめたあとの六人は立っている。

「どっちにしても……」

　ツェンが唇をひん曲げて、両手で前まえ髪がみを搔かき上げた。そうすると、ただでさえ生え際が後退していて広い額が、もっと広々とする。

「そのうちここは見つかるだろう。さっさと移動したほうがいいんじゃないのか」

「移動……」

　リーゼはツェンからもっとも離はなれた位置の壁際で、コーデリアの後ろに隠かくれている。悪戯いたずらされたことが心の傷になっていて、そうとうツェンを警けい戒かいしているようだ。ツェンはなんとでもなると言っていたが、あれではとても無理だろう。やはりツェンの言うことなどあてにならない。

「やむをえないのなら、そうするしかないわ」

　コーデリアはきっぱりと言って、励はげますようにリーゼの手をきつく握にぎった。

　もう日暮れだ。高い位置にある窓から射しこむ光は弱々しい。カヤは部屋の隅すみからその窓をぼんやりと見上げている。

「まあねえ……」

　調理場への入口の前あたりにたたずんでいたバーバラが、石の台に近づいていってけだるそうに腰かけた。しかし、その腰つきから仕し種ぐさ、表情、声こわ音ねに至るまで、いちいち色っぽい人だ。……いやいや。アトルは目をつぶって頭を振る。惹ひきつけられてどうする。どうにもならない。どうにかなるとかならないとか、そういう問題でもないし……。

「だいたい、なんでだ？」

　ダミアンは壁かべに背をあずけて、腕うで組ぐみをしている。

「やつらはなんで、屍し霊りようだけじゃなく俺らまで殺バラそうとした？　どうして俺らを捜してやがるんだ？」

「そ、それだよ！」

　アトルは気がつくと部屋の真ん中あたりに一人ぽつんと立っていて、なんだか寂さびしいし、いたたまれない。そのせいもあってか、変に声に力が入ってしまった。

「それ！　何を考えてるんだよ、あの浄じよう化か隊っていう人たちは。屍霊を一いつ掃そうするっていうのはまだわかるとしても、生きている僕たちまで……」

「そうしなきゃならんと思ってるからだろうさ」

　ツェンが答えた。

「連中は守備隊と光剣ブライ士団ターズの生き残りだ。もともとは、模も範はん的な部類に入る誇ほこり高きアスカロン剣士ってやつだからな。べつに、血に餓うえてるわけでも、好きこのんで生きてる人間をぶち殺してるわけでもない」

「だ、だから、それがなんでなのかっていうことを、僕は知りたいわけで……」

「病びよう魔まだ」

「……病魔？」

「おまえさんらが屍霊と呼んでるあいつらは、言うまでもなくかつては人間だった。屍霊ってのはあれだろう？　死体が起き上がってうろつくって俗ぞく信しんだよな。つまり、おまえさんらは、あいつらはくたばった人間が、どういうわけか動いてるものだと思ってる」

「だって……実際、僕の目の前で死んで、屍霊になっちゃった人もいるし……」

「なるほど。じゃあ、これは素そ朴ぼくな疑問だ。死んだ生き物が動いたりするのか？」

「や、もちろん、普ふ通つうは動くわけないけど」

「だよな。俺もそう思う。生き物は死んだら動けない……じゃあない。正確には、順序が逆だ。動けないような状態を、俺たちは死と呼んでいる。あいつらは動いてるんだ。てことはようするに、死んでないわけだろう？」

「……死んで、いない？」

　コーデリアの顔は青ざめ、引きつっても、なお美しい。

「キルシャは……死んでいなかったというの……？」

「待てよ」

　ダミアンが脅おどしつけるような声を出した。

「めちゃくちゃなことをぬかすんじゃねえぞ、色しき魔ま野や郎ろう。完全に息をしてねえ、心の臓も動いてねえことを、俺は自分で確認した。どいつもこいつも屑くずだったが、仲間だった。やつらは間ま違ちがいなく死んでやがった。それがいきなり動きだして、襲おそいかかってきたんだ。悪い霊れいか何かが死体に取り憑ついたとしか思えねえ」

「霊とやらが実在するかどうかはさておき……」

　ツェンはダミアンを小こ馬ば鹿かにするように歯を剝むいて笑った。

「まあ、そうかもな。ただし、呼吸、心しん拍ぱく、ともに停止した状態からも、蘇そ生せいすることはある。仮死って言ってな。だいたいは息をしてないだけで心臓は動いてるもんだが」

「心臓も止まってたって言ってるじゃねえか！　ブランも！　クレマンも！　フレミーのやつも！　俺は何度も確かめたんだ！」

「脈がないと勘かん違ちがいするほど、心拍が弱かったのかもしれん。正しい心拍の計り方ってのはな。振ふり子時計を使って、時間を測りながら脈をとる。安静時で一分間に六十から七十回、脈を打つのがおおよそ正常だ。ところが、一分間に数回、それどころか、数分間、脈が打たない状態でも、生きながらえることがある」

「……俺の仲間もそうだったってのか？」

「それはわからん。とにかく、そういうこともあるって話だ。だからたとえば、ある病魔に冒おかされると、人間はいったん仮死状態になる。そこから蘇生すると、ああなっちまう。浄化隊のやつらは、そう考えてるんじゃないか」

「だ、だけど」

　アトルは眩暈めまいのようなものを覚えて、立っていられなくなりそうだった。

「それと、僕らを殺そうとするのと、どう関係が……」

「病魔ってのはだな。感かん染せんしてすぐに発病するとはかぎらんのだよ。赤せき死し病びようってのを知ってるか、ぼうず？」

「ば、馬ば鹿かにするなっ！」

　赤死病。

　百年前から百五十年前までの間にたびたび流りゆう行こうして、生きている人間の半分を死に至らしめたという恐おそろしい伝染病だ。

　この病に罹かかった者は高熱を発し、全身に赤斑はんが現れて、やがて痙けい攣れんし、息を引きとってしまう。治ち癒ゆする見込みは半分もなく、ある町に住む数百人が全員、赤死病で死に絶えた例もあるらしい。

「偉えらいやつらがいてな。あの疫えき病びようの具体的な症しよう例れいだの、経過だの、それから、どんなふうに感染するかだのを、調べたり、証しよう拠こを集めて推測したりして、書き表した先人たちがいる。俺はその手の研究書を片かたっ端ぱしから読んだが……」

　ツェンは頭を搔いて、指先の臭においを嗅かぎ、顔をしかめた。

「赤死病については、わかってることとわかってないことがある。流行した当時は、病人に近づいただけで感染するなんて噂うわさも広まったようだ。伝染するなら、病人にはできるだけ近寄りたくないのが人情ってもんだし、理解できなくもない」

　浄化隊は屍霊のことを、病者、と呼んでいた。そういうことなのか。

「……俺らは病人じゃねえぞ」

　ダミアンは壁に肘ひじ打ちを見み舞まった。

「だいたい、近づきたくねえなら、なんで連中は屍霊をぶっ殺して回ってるんだ」

「死にかけてる赤死病の患かん者じやを一いつ箇か所にかき集めて、火を放った」

　ツェンは淡たん々たんと言った。

「なんて事件もあったらしい。しかも、似たようなことが、あちこちでな。放っといたら、際限なく患者が増える。こうなったら片っ端から、きれいさっぱり始末しちまえ。それがみんなのためだ……ってな。そんなふうに考えるやつがいたんだろうさ」

「答えになってねえ！　俺らは病気になんか……」

「これは赤死病にかぎらんと俺は思ってるが、さっきも言ったとおり、病魔ってのは感染したら即そく座ざに発病するわけじゃない。赤死病の場合、ある研究書では、発病まで二日から五日はかかると推定している」

「それって……」

　アトルは胸を押さえた。息苦しくて、喉のどのあたりを搔きむしった。

「……僕らはすでに……病魔に感染してる……？」

「と、浄化隊の諸君は疑ってるっていうことでしょ？」

　ルーイはけろりとしている。どうして平然としていられるのか。少し、いや、かなり頭がおかしいのではないか。アトルは浄化隊の異様な風ふう体ていを思いだした。

「もしかして、あの人たちが肌はだを隠してるのは、病魔に感染しないため……？」

「かもな」

　ツェンが首を左右に曲げると、ぽきり、とけっこう大きな音が鳴った。

「事実、さまざまな病魔の予防に効果があるとされている方法の一つだ」

「……屍霊も、屍霊になるかもしれない人間も皆みな殺ごろしにして……このキャメローの中から、病魔を一掃しようとしてる……？」

「そうなんじゃねえか。俺はまあ、感染の経路はかなり限定されてるんじゃないかと見てるが」

「屍霊に嚙かまれたら、確実に感染するのね」

　コーデリアに睨にらみつけられて、ツェンはさもうれしそうに相好を崩くずした。

「そうだな。そいつは間違いないと考えてもよさそうだ。少なくとも、患者に近づいただけでうつるってことはない。ただ、それにしては広まり方が異常なんだよな。早すぎる。そこで俺が疑ってるのは、動物だ」

「動物……ですって？」

「ああ。赤死病も、鼠ねずみが運んだ病魔なんじゃねえかって説がある。鼠かどうかは別としても、人間以外の生き物が媒ばい介かいしてるのかもしれん」

「俺らは、リンネの街からきた」

　ダミアンが唸うなるように言った。

「カランドロだ。そこからここまで、屍霊しかいなかった」

「そうか」

　ツェンは急に真顔になった。そんな表情をすると、妙みように理知的に見える。口ぶりからすると、本当に博識な男なのだろう。明らかに只ただ者ものではない。

「赤死病でも、そこまで流行が短期間で一挙に、広こう範はん囲いに及およんだって記録はない。下手へたをすると、各国の人口を軒のき並なみ三分の二から二分の一にまで激減させた赤死病よりも、強力な病魔なのかもな」

　聞いていると、このまま誰だれも彼もいずれは病魔に冒され、屍霊になって、世界が終わってしまうとしか思えなくなってくる。

「主をアル讃えよウヤ」

　不意に、リーゼが豊かな胸の前で両手を組みあわせて、震ふるえる声で呟つぶやいた。

「新しき天と地を見る者は幸いである。忠実なる者も、まじないをする者も、姦かん淫いんを行う者、殺人者、偶ぐう像ぞうを拝む者、偽いつわりを行う者も、主をアル讃えよウヤ。さすれば汝なんじは永久とこしえの果てなき神のミレニ楽土ヲンへと迎むかえ入れられるだろう。主をアル讃えよウヤ、主をアル讃えよウヤ……」

「黙もく示し録ろく、か」

　ツェンは哀あわれむような眼まな差ざしをリーゼに向けた。リーゼは信心深い。聖典の一節を暗あん誦しようできてもおかしくはないが……よりにもよって、黙示録とは。

　アトルは必ずしも熱心な信者ではないので、教会にもいやいや通っていたくらいだし、司祭の説教などろくに聞いてはいなかった。それでも、黙示録の概がい要ようくらいは知っている。ようするに、黙示録は預言だ。いつか世界に終わりが訪おとずれて、最後の審しん判ぱんが下される。そのとき、神の前に平へい伏ふくして神を讃たたえ、犯おかした罪をすべて告白し、赦ゆるされれば、神のミレニ楽土ヲンと呼ばれる楽園へと導いてもらえるのだという。

　神のミレニ楽土ヲンでは人は永久不ふ滅めつの存在となり、神に仕える。だから世界の終わりを恐れることはないのだとも考えられるし、神に赦されなければ地じ獄ごくに落ちて永遠の責め苦に遭あうわけで、罪を犯すべきではないという警告ともとれる。どちらにしても、いずれ世界は終わるのだ。そう思うと、暗あん澹たんとしてしまう。

　まるで脅きよう迫はくされているかのようで、司祭が説教で黙示録の話を持ちだすたびに、いやな気分になったものだ。

　まったく、気が滅め入いってしかたない。

　人間を屍し霊りように変えてしまう病びよう魔まが世界を終わらせようとしているのかもしれないのだ。

「……や、でもさ」

　アトルは無理やり笑った。なぜ笑うのか。アトル自身にもよくわからないが、たぶん暗い気持ちを吹ふき飛ばしたかったのだ。

「おかしいよ。もともとこの話は、どうして浄じよう化か隊が僕らまで殺そうとするのかっていうところから始まったんだ。病魔だ何だって、それはぜんぶツェン・ヨーガ、あなたの考えだろ」

「まあな」

「じゃあ、浄化隊がどう思ってるのかはまた別だろうし、あなたはそれをごちゃごちゃにして、僕らを言いくるめようとしてるのか何なのか知らないけど……」

「別ではないだろうな」

「えっ。どういうこと？」

「俺がやつらに話したからさ」

「あなたが!?　ど、どうやって……!?」

「話すのにどうやってもくそもあるのか？　この口を動かしてしゃべる以外の画期的な方法があるなら、是ぜ非ひとも教えて欲しいもんだな」

「いや、そういう意味じゃなくて……いったい何者なんだよ、あなたは」

「俺様は、さすらいの貴公子ツェン・ヨーガ。その正体は……」

　ツェンは人食いめいた面めん貌ぼうに人を食ったような薄うす笑わらいを浮うかべた。

「ただの天才だ」




　　　　＊




　どうするべきなのか。結論が出ないまま日が暮れてしまい、今日のところはとりあえず眠ねむって英気を養おうということになった。それでいいのか。よくないような気もするが、だったらどうすればいいのか。

　アトルは悶もん々もんとして何度も寝ね返がえりを打った。

　男部屋にはツェンの鼾いびきが響ひびき渡わたっている。いや、響き渡るというほど大きな鼾ではないのだが、気になるというか気に障さわってしょうがない。どうしても、何をのんきにぐーすか寝てるんだよ、と思わずにいられないのだ。

　ダミアンは静かだ。まだ起きているのだろうか。声をかけたいような気もするが、何を話せばいいのか。

　……移動。移動、か。

　ここを離はなれてどこかよさそうな家か何かを見つけ、そこを新しい拠きよ点てんにしたとしても、浄化隊に嗅ぎつけられないとはかぎらない。ならばいっそ、キャメローを出るべきなのではないか？　そして、どこへ行けば？　もちろん、安全な場所だ。安全？　どこまで行けば安全なのか？　もはや人が住む街はどこもかしこも似たような有様になっているのではないか？　安全な場所なんてないのではないか？　人間がいたところにしか屍霊はいないはずだから、人里離はなれた洞ほら穴あなか何かなら……でも、そんなところで食べ物や飲み物を確保して生きてゆけるのか？

　だいたい、そこまでして生きのびることに、何の意味があるのだろう？

　アトルは兄と違ちがって剣けんの才能がないし、頭だってべつによくない。それでも、父に推すい挙きよしてもらって臣になるのだろう。きっとたいして出世はできないだろうが、父の跡あとを継つぐだろう兄の補ほ佐さ……といったら大おお袈げ裟さか、まあ、兄の部下の一人として働くくらいのことはできるだろう。父や兄の威い光こうでいつか縁えん談だんがあるだろう。妻を娶めとって、子供を作るだろう。頼たよりがいのある夫や父親になる自信はないが、家族に憎にくまれたくはない。できるだけいい夫、いい父親たらんと心がけるだろう。死ぬのは戦場だろうか？　それとも、年老いるまで生きて家族に看み取ってもらえるだろうか？　どちらにしても、そう悪くはない人生だ。偉い大だいな父を持ったおかげで、アトルは恵めぐまれている。……そのはずだった。

　はっきりと思い描えがいていたわけではない。なんとなく、ぼんやりとだが、必然的にそんな具合になるだろうと思っていた。

　今はもう、はっきりしている、と断言してもいいだろう。

　そうはならない。

　コーデリアは命に替かえても守らなければならない。しかし、守り抜ぬいたとして、どうなるというのか？　もし王都が壊かい滅めつしていたら？　そもそも、コーデリアの祖国ハストランは無事なのだろうか？　姉は？　生き抜く？　何のために……？

　もちろん、アトルだって死にたくはない。死にたくないから、生きる。でも、人間というものは、それだけでは生きてゆけないのではないか？　夢や希望、生々しい言い方をすれば欲よくがあって、何かを実現したい、手に入れたい、こうなりたい、ああなりたい、そういった目標があればこそ、生きる意い欲よくが湧わいてくるのではないだろうか？

　ただ生きる。生きるためだけに生きるのでは、獣けものと変わらない。……夢。希望。

　洞穴でもどこでもいい。安全な場所でなんとか衣食住を整え、生きてゆく。

　コーデリアやリーゼと一いつ緒しよに。

　病魔だか屍霊だかが国も何もかも滅ほろぼしてしまえば、コーデリアは王女でも何でもなくなってしまう。比類なく美しいだけの、ただの女性だ。

　コーデリアを妻にする。

　神ハイ聖リン帝クラ国フトから分れた国々では神が定さだめた原則にもとづいて一夫一妻が守られ、不義密通は罪だが、黒のダイノ王国ーヴアでは一夫多妻の邪じや悪あくな習しゆう俗ぞくが広まっているという。妻を何人も持つなんて、たしかに淫みだらでよこしまだとアトルも思うが……罪に問われることなく、誰にも咎とがめられないのなら、うらやましい話ではある。この際だ。罪もへったくれもない。リーゼも妻にしてしまえばいい。

　安全な場所で、二人の女性を妻にして、幸せに暮らす。

「……いいな」

　思わず呟いてしまった。

　すぐに自分の不謹きん慎しんさが恥はずかしくなって転げ回りたくなったが、そこは我が慢まんした。

「だいたいさ、僕がよくたって……」

　コーデリアやリーゼが承服してくれなければ、この夢は叶かなわない。コーデリアもリーゼも、アトルを嫌きらってはいないだろうが、とくに好いてもいないだろう。夫ふう婦ふになるには、やはり愛情のようなものが必要なはずだ。愛。愛する。愛される。

「……ない、ない……あるわけないし……」

「おい」

　と、ダミアンが身を起こしながら声をかけてきた。

「……へっ!?」

　ダミアンは目を覚ましていて、独り言を聞かれていたのか。アトルは跳とび起きた。

「あ、その、何!?　い、今のはべつに、そんな、とりたてて意味があるようなあれじゃなくて、だからあの……」

「何のことだ」

　ダミアンは言いながら立ち上がって、窓の板戸に耳を寄せた。

「……やっぱりだ。連中の声がする」

「声……って」

　アトルは慌あわててダミアンと同じように板戸に耳をくっつけた。


　……おぉぉ……、

　……うああぁぁぁ……、

　……はぁぁ……、

　……あぉぉぉおおぉ……、

　……ぅぅううぅ……、

　……なあぁぁぁぁぁあぁぁ……。



「ほ、ほんとだ……声が、聞こえる……屍霊の……」

「開けるぞ」

　ダミアンは慎しん重ちような手つきで板戸を少し開けた。そこから顔を出して、下を見る。

「……いやがる」

「な、なんで……」

　見たくないが、見ずにはいられない。アトルも目を凝こらして通りの様子をうかがった。何しろ夜だ。暗いのではっきりとは見えないが、動く影かげがある。一いつ匹ぴきや二匹ひきではない。たぶん、三匹びき以い上じようはいる。

「し、閉めようか？」

「……だな」

　ダミアンはほとんど音を立てずに板戸を閉めた。さすが盗とう賊ぞく。なかなか器用だ。アトルだったら、こうはいかない。

「防ぼう壁へき、壊こわされちゃったんだ……浄化隊に……それで、ここまで……」

「ちくしょうめ……」

「どうしよう」

「どうにかしようがあるのかよ」

「いや、ないけど……真っ暗だし」

「明るくなるまでに、もっと集まってこなきゃいいけどな」

「うん……」

　鼾をかきつづけているツェンを踏ふんづけたくなった。当然、そんな八つ当たりをしても、屍霊はいなくなってくれないだろう。

「相談、したほうがいいかな。他ほかのみんなに」

「したとしても、打てる手があるとは思えねえ」

「……まあ、そうか」

「なんにしても、朝になってからだろ」

「朝、か。……寝ておいたほうが、いいんだろうけど。いざってとき、寝ね不ぶ足そくで躰からだが動かなかったら話にならないし」

「あいつらの声が、いい子こ守もり歌になってくれるだろうさ」

「ぜんぜん笑えないよ、その冗じよう談だん」

「だろうな。笑かすつもりもねえ。……一ひと眠ねむりするか」

「眠れたら……ね」

「横になってるだけでも、いくらかは違うぜ」

　ダミアンはそう言うと、さっさと毛皮の上に身を横たえて毛布にくるまった。アトルも睡すい眠みんをとる努力をしてみることにした。とても眠れそうにないが……と、まんじりともしない夜を覚かく悟ごしていたのに、いつの間にか寝ね入いってしまったようだ。

　軟なん弱じやく者！　しゃんとなさい！

　姉にそう叱しかりつけられて、ああ、これは夢だと思った。姉がここにいるわけがないのだ。だから、夢に違いない。……そうでしょう、姉さん？

　何を言っているの？　またくだらないことを。

　姉は両手を腰こしにあてて、憤ふん然ぜんとしている。不思議だ。近くにいるのに、顔がよく見えない。でも、妙みように若いというか、幼いような気がした。姉はアトルより三つ年上で、二十歳はたちのはずだ。……おかしいな。二十歳の女の人っていう感じじゃないような……。

　もういいわ。何度言っても、わからないんだから！

　姉はアトルに背を向けて、行ってしまう。……待ってよ。

　行かないで。

　姉さん。

　待ってってば！

　追いかけないと。姉の後ろ姿が遠ざかる。どんどん小さくなってゆく。

　走れ。走るのだ。早く追いつかないと、見失ってしまう。今、見失ったら、二度と会えなくなる。アトルにはわかるのだ。だから、走れ。風のように駆かけろ。

　姉さん！

　つかまえた……！

　腕うでをつかんで、振ふり向かせると……違った。姉じゃない。

　青い瞳め。くすんだ金きん髪ぱつ。少しそばかすがある。とくに秀ひいでているわけでも、何か特とく徴ちようがあるわけでもないが、その顔を見た瞬しゆん間かん、胸の底から親しみの情があふれてきて、アトルは窒ちつ息そくしそうになった。つらくて、苦しくて、それ以上に愛いとおしい。

　キルシャ！

　ああ、キルシャだ。キルシャ・ヒルヴィ。きみだ！　間ま違ちがいない！

　キルシャは唇くちびるを動かした。何か言っている。でも、聞こえない。聞こえなくてもいい。それがどうしたっていうんだ。関係ない。

　ここにいたんだ！　いなくなったから、捜さがしてたんだ。ずっと、ずっと、捜してた。会いたかったんだ、キルシャ……！

　抱だきよせた。やわらかい。キルシャだ。まぎれもない。キルシャのやわらかさだ。

　噓うそみたいだよ、キルシャ！　だって……だって、だってさ、キルシャ、だって……。

　泣かないで、と言わんばかりに、キルシャがアトルを抱き返して、髪かみを撫なでてくれる。泣いているのか。そう。アトルは泣いているのだ。男なのに、泣くなんて。いいのよ、とキルシャが全身で包みこんでくれる。あたたかい。こんなにあたたかくて、満たされた気持ちで、いいのかな？　言葉にはできない。口には出せないが、果たして本当にいいのだろうか？　僕は……と、アトルは胸の裡うちで言う。僕は、何か……そうだ、キルシャ、きみに謝あやまらないといけないことがあるんだ。謝らないといけないような気がするんだよ。だって、僕は、きみを……あのとき、きみは僕に謝っただろ？　ごめんなさいって、きみはあのとき言ったんだ。たしかにそう言った。あのとき……最後に……最後？　おかしいな。最後って何だろう？　だって、キルシャ、きみはここにいるんだし……謝った？　きみが、僕に？　いつ？　あれは……ああ……あれは……きみの両眼は閉じかけていて、その目め尻じりには透とう明めいなしずくが……きみは、ごめんなさい、と言って、それから息を吸いこみ、静かに吐はきだして……それきり、きみは……ああ……ああ！　最後……最期ごに、きみは！　そして、そのあとキルシャ、きみは……！

「アトル」

　……僕は、そんなきみを……、

「アトル？」

　……この手で！

「アトル」

　ああ！

　なんてことを……！

「アトル……？」

「っ……」

　黙だまっているなんて、できない。ちゃんと話さないと。打ち明けて、詫わびる。許してもらえなくても、謝罪しなければならない。

「ごめん……！」

「いいの」

「……でも」

「いいから。大だい丈じよう夫ぶ」

「だいじょ……ぶ……？　あれ……？」

　違ちがう。

　これは。

　抱だきしめられている。それは事実だ。でも、違う。……キルシャじゃない。
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　明るい。窓の板戸の隙すき間まから光が射しこんでいる。朝になった？　ということは、眠ったのか？　どうも、そうらしい。そして、アトルは抱きしめてもらっている。

「……リーゼ」

　なぜ？　どうしてリーゼがここにいるのだろう？　男部屋に？

「おわわわわわっ」

　アトルは慌あわてふためいてリーゼを押し離はなし、部屋の隅すみまで半分転がるようにして這はっていった。

「ごごごごごごごめん！　ぼぼぼぼぼ僕、たたたたぶん、ねねねね寝ねぼけて……ななななななんてことを……！」

「あ、え、と……」

　リーゼは床ゆかにへたりこむような姿勢になって、うつむいた。恥はじ入っているようだ。

「何か、その……悪い夢でも見たんでしょう？　うなされてたから、あたし、つい……だから、気にしないで」

「……悪い、夢……」

　アトルは目の周りを手でこすった。濡ぬれている。リーゼに抱かれて、泣いていたのだ。なんてみっともない！

　しかし、あれは悪い夢だったのか。そうとは言いきれない。キルシャに会うことができた。二度と会えないと思っていたのに。いや……所しよ詮せん、夢なのだ。夢の中なのに、アトルはちゃんと謝ることもできなかった。

　屍し霊りようになったキルシャに、この手でとどめを刺さしたことを。

　きみを殺して、ごめん。

　誠実さというものを欠片かけらほどでも持ちあわせているのならば、アトルはそう言わねばならなかった。

　アトルはうなだれた。キルシャがまた夢に出てきてくれるとはかぎらないのだ。謝る機会はもうないかもしれない。

「……ごめん。ほんとに。あの、僕、何か言った……？」

　リーゼが答えるまで、いくらか時間がかかった。

「ううん。何も」

　噓だ。

　リーゼは噓をついてくれたのだろう。アトルのために。アトルを気き遣づかって。

　そのやさしさすらも、今は痛い。

「……そっか。あれ？　ダミアンとツェンは？」

「あっ。そうだった。あたし、アトルを起こしにきたの」

「起こしに？　何かあったの……？」




　　　　＊




　……アトルは扉とびらの前でダミアンとうなずきかわした。ダミアンはだいぶ緊きん張ちようしているようだ。顔全体がこわばって、ただでさえ悪い人相がもっと悪くなっている。

「気をつけてください」

　コーデリアに声をかけられた。うまく返事ができなくて、自分自身もダミアンに負まけず劣おとらず硬かたくなっていることにアトルは気づいた。

「が、がんばって！」

　リーゼが両の拳こぶしをぎゅっと握にぎりしめて言うと、ダミアンが「おう」と応じてほんの少しだけ表情をやわらげた。……こいつ、もしかして、リーゼのことが好きなのかな？　不意にそんなことを思ったが、今はそれどころじゃない。

「あなたたちなら、大丈夫よ」

　バーバラは色っぽく波打つ髪をかきあげて笑い、いたずらっぽく付け足した。

「根こん拠きよはないけどね」

　何だよ、それ。そう思いはしたが、少しだけ気持ちがほぐれた。

　カヤはバーバラのそばから、祈いのるような眼まな差ざしをアトルとダミアンに注いでいる。

「まあ」

　ツェンは石の台にだらしなく腰こしかけて、薄うすく切った乾ほし肉を嚙かんでいる。

「せいぜい気張れよ、小こ僧ぞうども。しくじって屍霊にでもなったら、俺様がちゃんと始末してやる。そのときは初めてだろうからな。痛くねえようにしてやるから、安心しろ」

「……くそが」

　ダミアンが呟つぶやいた。汚きたない言葉だが、同意せざるをえない。ツェンはくそだ。

　アトルは再度、ダミアンと視線を交かわした。二人とも剣けんを抜ぬいて、準備はできている。

「一、二の三で」

「ああ。俺が先に出るか？」

「僕が出るから、扉を開けて」

「わかった」

「じゃあ……一、二の……三！」

「行け！」

　ダミアンが扉を開け放った。アトルは思いきって外に飛びだし……あまりにも近くに屍霊がいたもので仰ぎよう天てんしたが、驚おどろいている場合じゃない。

「つぁっ……！」

　アトルは聖剣で屍霊の首をぶった斬ぎった。次の獲え物ものを探す……までもない。すぐそばにいる。二匹ひきも！

　ダミアンが一いつ匹ぴきの屍霊に飛びかかって、首筋に剣を叩たたきつけようとしたが、外れた。

「……っそぉ！」

　扉はもう閉まっている。ダミアンが閉めてきたのだ。これで屍霊が隠かくれ家がに侵しん入にゆうする心配はない。アトルはもう一匹の屍霊の右みぎ腕うでを斬り飛ばすなり、蹴け倒たおした。

「ダミアン……!?」

「ああ、問題ねえ……！」

　本当に大丈夫なのか。確かめる前に、まず蹴り倒した屍霊をしとめないと。アトルは屍霊に詰つめ寄よる。そいつの脳天に聖剣をぶちこんだ。見ると、ダミアンは屍霊を羽は交がい締じめにしている。アトルは聖剣の柄つかを握りなおした。

「離れて……！」

　ダミアンはちらっとアトルを見て、屍霊から飛び離れた。

　アトルがその屍霊の首を刎はねた途と端たん、隠れ家の二階の窓からルーイが叫さけんだ。

「まだくるよ……！」

「二匹……！」

　とダミアンが言って、すぐに訂てい正せいした。

「いや、四匹か……！」

「うああああああああああああ……！」

　無む我が夢中だった。迫せまりくる屍霊をしゃにむに斬るのだ。斬る。斬る。斬るしかない。そうしないと、やられる。アトルには屍霊が十匹も二十匹もいるように感じられた。どっちを向いても屍霊、屍霊、屍霊。屍霊だらけだ。

「戻もどれ、アトル……！」

　ダミアンが怒ど鳴なった。我に返って振ふり向くと、ダミアンはすでに後退して、隠れ家の扉を開けていた。アトルは後先を考えず……考える余よ裕ゆうもなく回れ右をして、走った。隠れ家に駆かけこむと、ダミアンが扉を閉めた。屍霊が外から扉に体当たりをする。扉が震ふるえる。揺ゆれる。アトルはダミアンと二人で扉を押さえた。コーデリアが駆け寄ってきて、鍵かぎを閉めてくれるまで、生きた心ここ地ちがしなかった。

「よかったわ。二人とも、無事で……」

　コーデリアにそう言われて、ようやくほっと一息つくことができた。アトルはへたりこみそうになったが、なんとかこらえた。

「……し、心臓に悪いよ、これ」

「だな……」

　ダミアンも顔中に汗あせをにじませている。

「ご苦労、ご苦労」

　ツェンは相変わらず乾し肉を嚙みながら、へらへらしている。

「その調子だ。とりあえず、あと二、三回は試ためしてみることだな」

「あなたは……！」

　コーデリアはつかつかとツェンに歩みよっていった。

「いったい何様のつもりなのですか！」

「何様か、だと？　まあ、俺様ってことになるだろうな。うん」

「ふざけるのもたいがいになさい！　偉えらそうなことを言うのなら、アトルとダミアンに任せず、あなたがやってはどうですか！」

「無茶言うなよ。俺は四十超こえてんだぞ。おまえさんたちの親おや父じでもおかしくない年のおっさんを、こき使おうとするな。ちっとは労いたわれよ。あと、敬え」

「敬意を払はらわれたいのなら、それに値あたいする態度をとりなさい！」

「やれやれ。いちいち命令口調だな、お姫ひめ様さま。跳はねっ返りも嫌きらいじゃないがね」

「わたくしは嫌いです！　あなたのような男は大嫌い！」

「知ってるか？　いやよいやよも好きのうちって言葉があるんだ」

「存じあげませんし、わたくしがあなたのような下げ衆すに好感を持つことは未み来らい永えい劫ごう、絶対にありえません！」

　コーデリアは元気だが、リーゼとカヤはかなり不安そうだ。バーバラも落ちつかなげに髪かみをいじったり、きょろきょろしたりしている。

　浄じよう化か隊が防ぼう壁へきを破は壊かいしたせいだろう。屍霊たちが隠れ家のある通りにまで入りこんでくるようになったことは、昨夜の段階でわかっていた。物音を聞きつけたのか何なのか、朝には入りこんでくるどころではなく、相当数の屍霊が集まってきた。

　こうなってしまったら、いよいよこの隠れ家は捨てるしかない。

　問題は、コーデリア、リーゼ、バーバラ、カヤと、女性が四人もいることだ。彼女たちを守りつつ、どうやって隠れ家を離れるか。

　そこで、出発する前に、隠れ家付近の屍霊を減らしておこう、という話になった。できることなら、ぜんぶ片づけてしまいたい。そうすれば、安全に移動できる。

「……もう一回、やろう」

　アトルが言うと、ダミアンは口を開きかけてやめ、舌打ちをしてからうなずいた。

「おお。いいぞいいぞ。それでこそ男ってやつだ」

　ツェンがいやみたらしく拍はく手しゆした。……本当に、腹が立つ。でも、女性陣じんの心配そうな、それでいてすがるような、期待らしきものがこもった眼差しを浴びるのは、正直、ちょっぴり気持ちいい。やってやる。

　屍霊たちはまだ外から隠れ家の扉を叩いているが、それほど激しい音はしない。解かい錠じようして、ダミアンと二人で一気に扉を開けた。ずいぶん重かった。どうやら扉に多数の屍霊が群がっていたようだ。屍霊たちを押しのける恰かつ好こうでなんとか扉を開けきった。

　通りには、ものすごい数の屍霊がひしめいていた。

「し、閉めろ！」

　ダミアンが泡あわを食って扉を引いた。アトルも異論はなかった。扉を閉めると、胸が痛いほど動どう悸きがしていた。

「お、お、多すぎ……む、無理、あれは……いくらなんでも……」

「がっはっはっはっはっ。は、早っ。戻るの早すぎだろっ。ひーっひっひっひっひっ」

　ツェンが腹を抱かかえて大笑いした。

「……死ねよ、屑くず」

　思わずアトルは品のない悪あく罵ばを口にしてしまった。アスカロン剣けん士しの端はしくれとして恥はずべき行こう為いだが、後こう悔かいはしなかった。あの屑は本当に死ぬべきだ。でも、どうしよう。




　　　　＊




「いいかい、アトル？」

　窓の板戸は取り外されている。ルーイは窓から身を乗りだして、左側を示した。

「ここから出たら、外がい壁へき伝いに屋根に上がる」

「……上がる。よじ登るってことだよね」

「そう。石積みの建物だからさ。手がかり、足がかりになるような出っぱりは、けっこうあるでしょ？」

「まあ……ある、かな。言われてみれば……」

「で、屋根から跳とぶ」

「……跳ぶ」

「目標は、通りを挟はさんで向かい側にある、建物の屋根の上ね」

「向かい側……」

「あっちのほうが少し低いから、わりと跳び移うつりやすいんじゃない？　距きよ離りは……そうだなあ。通りっていっても、わりと幅はばの狭せまい小道だけど、四ウォード（約三・六ｍ）以上はあるかな？　五ウォードまではないと思うけどね」

「……四ウォード以上……」

　アトルはごくりと唾つばをのみこんだ。四ウォード以上五ウォード未満。間をとって四・五ウォードとしても……跳び越こえられるのか？　わからない。やったことがない。ただ、遠いな、と思う。この隠れ家から向かいの建物まで、本当に四・五ウォードくらいしかないのか？　もっとあるのではないか？　その倍はあるのでは？

　なんにしても、男ならともかく、女性には跳び越えられそうにない。

「じゃ、結ぶよ」

　ルーイが部屋の梁はりにがっちりと固定した縄なわを、アトルの腰に巻いて結んだ。

「これ、ゆるまないし、締しまることもない結び方だけど、ここを引っぱれば解けるから」

「……わ、わかった」

　これからアトルは、この二階の窓から出て、外壁伝いにこの建物の屋根の上までよじ登るのだ。

　そして、向かいの建物に跳び移る。腰の縄を解いて、煙えん突とつか何かに結びつける。すると、隠れ家と向かいの建物との間に道ができる。道といっても一本の縄でしかないわけだが、何もないよりはましだろう。そうはいっても、四・五ウォード程度の距離だ。跳んで越えるのは難しくても、縄にぶら下がったりつかまったりして移動するのであれば、女性でもなんとかなる。隠れ家が面している通りの幅はたまたま四・五ウォードほどもあるが、もっと細い通りはあるし、路地なら屍し霊りようがいないかもしれない。とにかくできるだけ屋根を伝うようにして隠れ家から離はなれ、極力安全な場所を目指す。これがアトルたちの次なる計画だった。

　……で、縄を渡わたす役を誰だれがやるのか。

　うっかりというか、なんとなくというか、流れで、雰ふん囲い気きで、というか……白状すると、ようするにアトルは女性陣にいいところを見せたかったのだ。それで、ついつい立候補してしまった。

　馬ば鹿か、僕の馬鹿……と自分を責めても遅おそい。コーデリアやリーゼにはがんばって的なことを言われたし、バーバラはアトルの肩かたや胸、しまいには頰ほおまで撫なでてくれて、どきっとした。正直、もっともっと撫でて欲しい。カヤも無言でアトルの腕うでに手をかけて応おう援えんしてくれた。やるしかない。

「びびってるのか、ぼうず？」

　ツェンはにやにやしている。

「び、びびって、びびってるわけ、ないだろ」

「そうか？　それならいいがな」

「く、くだらないこと、言わないでよ。まったく。び、びびってるとか……」

「たいした高さじゃねえ」

　ダミアンはアトルを励はげまそうとしたのかもしれないが、余計なお世話だ。そんなことはわかっている。たかが二階なのだ。

　アトルは思いきって窓まど枠わくに足をかけた。

　逃にげられない。やるのだ。もうやるしかない。やってやる。

「大だい丈じよう夫ぶだよ」

　ルーイが背中を押してくれた。

「二階だから、落ちても死にはしないんじゃない？」

　たしかにそのとおりだ。

　足を踏ふみ外したりして落下しても、着地の仕方さえ間ま違ちがえなければ、死ぬどころか、大おお怪け我がをすることもないだろう。ただし……、


　……うぅぅぅあぁぁ……、

　……おぉぉおぉ……、

　……ひぃぃぇぇぇああぁぁぁ……。



　下には屍霊がいる。しかも、わんさといる。

　アトルはべつに、ことさら高い所が苦手というわけではないので……さりとて得意なわけではないから、恐きよう怖ふ心なんかまるでないとまでは云いえないが……高さよりも、屍霊だ。屍霊たちの只ただ中なかに落ちてしまったら、どうなってしまうことか。考えるまでもない。いや、考えるな。

　落ちなければいいのだ。それだけのことではないか。そうだ。どうせ落ちない。落ちるわけがない。

　アトルは素す早ばやく窓の外に出た。石材と石材の間にある溝みぞに爪つま先さきを、指を引っかけて、横歩きするように窓から離れる。さあ、登れ。上だ。手をのばして、別の溝にかけようとした指先が、滑すべった。

「……おぅっ」

　踏ん張ばろうとしたら、爪先も溝から外れそうになって肝きもが冷え、息が止まった。やばい。大いにやばい。大々的にやばい。

「ふー。ふーっ。ふーっ……お、お、おつちけ。違ちがう。おつつく。や、じゃなくて、落ち、落ち……？　落ちる……？　いやいやいや……」

　冷静になれ。登るだけだ。簡単なことじゃないか。簡単？　そう？　どこが？　意外とそうでもなかったりしないだろうか？

「どうした」

　声がして、見るとダミアンが窓から顔を出していた。

「……ど、ど、どうもし、しない……よ？　た、ただちょっと……」

「怖こええのか」

「ここここここ怖こわい、ないよ。こ、怖く、ないって。そんなに高くはないんだし……」

「下には屍霊どもだっているしな」

「言うなよ……気にしないようにしてるんだから……」

「代わるか？」

「え？」

「俺がやる。戻もどってこい」

「はい……」

　逆らえなかった。

　本当のことをありていに、ざっくばらんに言うと、怖かったのだ。

　アトルが引き返すと、ツェンに笑われたが、他ほかの人たちは何も言わなかった。女性陣はどう思っているのか。表情をうかがう勇気がアトルにはなかった。ルーイがてきぱきとアトルの腰こしから縄を解いて、ダミアンの腰に巻きつけようとした。

「いや、いい」

　ダミアンは断って、縄を手に持った。

　アトルは呆あつ気けにとられた。……いくらなんでも、無造作すぎないか？

　ダミアンはさっと窓から外に出ていった。

「や……」

　いいのか？　それで？　そんなにあっさり？　心の準備などは？　必要ないのか？　アトルは窓から身を乗りだした。ダミアンはもう屋根の上に達しようとしていた。

「わあ……」

　リーゼが感かん嘆たんの声をもらすと、コーデリアも呟つぶやいた。

「すごい……」

「へえ……」

　バーバラも感心しているようだ。

「身軽だなあ」

「やるじゃねえか」

　ルーイとツェンまで。

　カヤも目を丸くしている。

　……まあ、盗とう賊ぞくだし？

　思っただけで、言わなくてよかった。完全に負け惜おしみだ。かえってみっともない。ここは素直に称しよう賛さんするべきだろう。

「や、やるなあ、ダミアン……」

　アトルは歯を食いしばった。ダミアンはもう屋根の上だ。……くっそう。何だよ。そういうのが得意なら、最初から立候補すればいいじゃないか。おかげでアトルは赤あかっ恥ぱじをかいた。ダミアンのやつ。ダミアンめ。本当に、すごいとは思うが……。

　ダミアンはたぶん、ほとんど躊ちゆう躇ちよすることなく、向かいの建物に跳び移った。荷物を詰つめてけっこう重いはずの背負い袋ぶくろをしょっているのに、まったくそれを感じさせない。煙突に縄を結びつける手て際ぎわもすばらしかった。人差し指を立てて横に倒たおしてみせたのは、完かん了りようした、いいぞ、という合図か。アスカロンではああいうとき、親指を立ててみせるが、おそらくカランドロではああするのだろう。

　縄を引っぱったり揺ゆらしたりして、張り具合や安定感を確かめていたルーイが、よし、とうなずいた。

「じゃ、よさそうだから、お先に失礼」

　ルーイは縄をつかみ、膝ひざをかけて、するすると進んだ。あっという間に向かいの建物にたどりついた。

「次は、わたくしが」

　コーデリアが胸に手を当てて進みでた。先に行かせていいのか。止める理由がアトルには思いつかなかった。

「見ていてください、リーゼ。わたくしが成功すれば、あなたも必ずできます」

　コーデリアはリーゼにそう声をかけると、ルーイのやり方を真似まねして……やすやすとやりとげてしまった。

「あたしも！」

　リーゼはだいぶ勇気づけられたようで、勢いよく綱つなにつかまった。そうして躰からだを持ち上げようとしたが、うまくいかない。

「うっ……ふっ……くっ……！」

「ケツだな」

　ツェンが妙みようにまじめくさった顔で言った。

「ケツが重くて、脚あしが上がらんのだろう。かなりいいケツしてやがるからな。あと、地味にすっげえ揺れてるな。乳。地味じゃない。派手か。尋じん常じようじゃねえ揺れ方だな」

「み、見るな！　いやらしい目で……！」

　アトルはツェンの両眼を手でふさいだ。ツェンは暴れた。

「馬鹿、ぼうず、離せ！　いい眺ながめなんだから！　見み逃のがせるか……！」

「リーゼ！　今のうちに……！」

「う、うん！」

　リーゼは膝をかけるのを断念し、横向きで左右の手を交こう互ごに前に出して縄なわを伝い進んだ。はらはらしたが、なんとか渡りきった。ツェンがようやくアトルの手を引き剝はいだが、ときすでに遅しだった。

「ちくしょう、なんてこった！　もういい！　俺は先に行くからな」

　ツェンも危なげなく向かい側の建物に到とう達たつした。残りはアトルとバーバラ、カヤの三人だ。こうなったらアトルは最後だろう。それが適切な順序というものだ。

「次はバーバラさん？　それとも、カヤ？」

「…………」

　カヤは考えこむように何度かまばたきをしてから、バーバラを押しだした。

「え？　あたし……？　いいけど」

　バーバラは縄に手をかけて、下の通りに目を落とした。どうも表情が冴さえない。アトルはカヤと目を見交かわした。

「あの、バーバラさん？」

「……何よ」

「平気です？」

「へ、平気に決まってるじゃない」

「でも、声が震ふるえてますよ？」

「気のせいじゃない？」

「……そうかな」

「い、行くわ。一気に……のほうがいいでしょ？　こういうのって、たぶん」

「ですね……たぶん」

「大丈夫、大丈夫、大丈夫……」

　バーバラは何度かそう呟いてから、ふう……と息を吐はいた。

「行けるわよ、これくらい。なんてことないんだから」

　いったん意を決してしまうと、バーバラは迷わずに突つき進んだ。スカートを穿はいているせいか、ルーイ方式ではなくてリーゼ方式を選んだようだ。まず両手で縄につかまって、右手を前に出してつかむ。それから、左手。右手。左手。

　そこでバーバラは視線を落とした。

　止まった。

「……バーバラさん？」

「え、ええ」

「どうしたんですか……？」

「べつに……」

　バーバラはうつむいて目をつぶっている。全力疾しつ走そうしたあとのように肩かたで息いきをして、汗あせをかいているのはどうしてなのか。

「……ひょっとして、高いところが苦手だとか？」

「に、苦手じゃ、ない」

　バーバラが頭をぶんぶん振ふると、それにあわせて躰も揺れた。

「きゃっ、ゆ、揺れっ……」

「あ、危ないですって！」

「落ちついて」

　向こう側からコーデリアが言った。

「下さえ見なければ大だい丈じよう夫ぶです。こっちを向いて」

「……そっちを……」

　バーバラはコーデリアのほうに顔を向けた。アトルからは見えないが、バーバラはおそらく、コーデリアに笑いかけたのだろう。コーデリアも笑い返した。

「さあ、焦あせらずに、ゆっくりと」

「ええ。そうね」

　バーバラは右手を前に出そうとした。そのときだった。


　えひぃぃぃぃぅえあああぁぁぁぁぁぁぁ……！



　屍し霊りようだ。屍霊たちは下の通りで押し合いへし合いしながらバーバラを見上げて、歯を剝むいて唸うなったり手をのばしたりしていた。でも、屍霊は飛び跳はねないので、その指がバーバラの足にかすることすらない……はずだったのに。

　一いつ匹ぴきの屍霊が、他の屍霊にとりすがり、その腐くさりかけた躰を伝い登るようにして、バーバラの足首に手をかけたのだ。

　届かないはずだったのに、届いてしまった。

「ぃやっ……!?」

　バーバラもまったく予想していなかったのだろう。またたく間に引きずり落とされた。

「……！」

　しかも、それを見たカヤが窓から飛び降りた。

「はぁ……!?」

　何を？　なぜ？　カヤまで？　どうして？

　ああ、だめだ。

　バーバラ。

　屍霊が、屍霊たちがバーバラの脚に嚙かみついている。腰にも食らいつく。胸にも。あの乳ち房ぶさにも。食われながら、バーバラは絶ぜつ叫きようしている。あるいは何か言おうとしているのかもしれないが、言葉になっていない。

　飛び降りたカヤは、うずくまっている。屍霊たちは、最初の獲物に……バーバラに群がっていて、カヤにはまだ気づいていないのか。ただし、時間の問題だろう。そもそも、カヤはどうしてあんなことを？　もしかして、バーバラを救おうとして？　それは無茶というか、無む謀ぼうというか……無む駄だだ。

「助けっ……」

　ようやく、バーバラが意味の通る言葉を口にした。髪かみの毛を頭皮ごと引き抜ぬかれ、眼がん窩かに指を突っこまれて、唇くちびるの端はしが引き裂さかれ、顎あごを嚙みちぎられながらも、助けて、と。

　叶かなうことならば助けたいが、無理だ。助けられない。バーバラは助からない。

「くそぉああぁぁ……！」

　バーバラは。

　でも、カヤはまだ間に合う。

　バーバラが食われている間に、カヤを助けることはできるかもしれない。

　アトルは窓から飛び降りはしなかった。

「馬ば鹿か！　アトル、てめえ……！」

　ダミアンの声を聞いた。コーデリアやリーゼも、アトルの名を呼んでくれたような気がする。

　アトルはぎりぎりまで窓まど枠わくにつかまって、落下する距きよ離りを最小限度にとどめた。ダミアンたちのほうは見なかった。右手で聖剣を抜いて、左手でカヤを引っぱり起こした。

「カヤ！　きて……！」

「っ……!?」

「僕のことは気にしないで……！」

　ダミアンたちに向かって言ったつもりだ。

　大変なことをしてしまった。後こう悔かいしていないわけではないが、しかたなかった。こうするしかなかったのだ。

　カヤを見捨てることなんかできない。だって、そんなの……かっこわるいじゃないか。ダミアンの言うとおりなのかもしれない。こんな自分は馬鹿だと思う。もしここに兄がいたら、こっぴどく叱しかられるだろう。姉もきっと怒おこるだろう。父は呆あきれるだろう。

「……だけど、僕はこうなんだ！」

　開き直ってしまうと、途と端たんに周りがよく見えるようになった。

　本当に笑えるくらい屍霊だらけで、逃にげ場なんてどこにもない。

　それでも、逃げるしかない。

　バーバラのようになりたくなければ。







　４章　取引の瀬せ戸と際ぎわ







　あの子がロディエリスという特別な名の持ち主だということは知っていた。隣となりの、そのまた隣の家に住んでいるのだ。アトルは男で、あの子は女だから、一いつ緒しよに遊んだりはしない。でも、アトルはロディエリスの存在を知っていたし、ロディエリスだってアトルのことを知っているはずだ。たまに遠くからロディエリスを見かけた。ロディエリスのほうもアトルに気づくことがあった。目が合った、と思う。ロディエリスは笑ってくれた。

　きれいな子だった。透すきとおるような金きん髪ぱつが信じられないほどきらきらと輝かがやいて、とてもやわらかそうだった。頰ほおはぷっくりしているのに、顎はちっちゃくて、唇はすっきりしている。瞳ひとみは青とも緑ともつかない色をしていて、近くで見てみたい。

　近づけそうになかった。恥はずかしいし、それはたぶん、よくないことだ。女の子とも、遊んだりできるといいんだけどな。アトルはそう思っていたが、口には出せなかった。男と女は違ちがう。どうも、そういうものらしい。

　アトルはできるだけロディエリスの顔を見たかった。その機会は一日に一度も訪おとずれない。せいぜい何日かに一度だ。可能ならば、ロディエリスの声を聞いてみたい。ロディエリスはどんな声で話すのだろう？　笑い声はどんなふうだろう？　ロディエリスはアトルのことをどう思っているのだろうか？　近所の男の子？　ハラル・クライハートの息子むすこ？　ジェレル・クライハートの弟？　姉のマリエルは、女同士だからロディエリスとそれなりに親しいようだ。ということは、マリエルの弟？　そんなところだろう。それでもいい。一度でいいから、ロディエリスと口をきいてみたい。

　亡なくなった母が決して生き返らないことを知って以来、アトルにとってはそれがたった一つの願いだった。

　でも、おかしいな。

　……このごろ、ロディエリスが家から出てこない。

　それとも、アトルが気づかないだけだろうか。いや、そんなことはないだろう。アトルは家の中から、ときには外に出て、ロディエリスの家を見張っている。

　思いきって姉に尋たずねてみた。

「そういえば、しばらくロディエリスを見かけていないんだけど……」

「ロディエリス？　アトル、あなた、あの子とお友だちだったの？」

　姉は驚おどろいているようだった。男と女が友だちなんて、普ふ通つうはありえないことなのだ。

「そうじゃないけど……」

「ロディエリス。そうね。今度、お見み舞まいに行ってこないと……」

　お見舞いとはどういうことだろう。重ねて問うても、姉はごまかすばかりで答えてくれなかった。悪い予感がした。アトルの母は病気がちで、ある日、突とつ然ぜん、神様に召めされてしまった。もしかして、ロディエリスも躰からだが丈じよう夫ぶではないのか？　寝ねこんでしまっているのだろうか？　そうだとしたら……。

　アトルはロディエリスの家の前を何度も行き来した。立ち止まって、窓からロディエリスが顔を出していないか確かめもした。会いたい、と願うようになった。会えるうちに、早く会っておかないと、取り返しのつかないことになるかもしれない。そんなことを考える自分に腹を立てたりもした。……決めつけるな。ロディエリスは母とは違う。母は大人だった。ロディエリスはまだ子供だ。たしかアトルと同い年のはずなのだ。子供はめったに死んだりしない。

　姉はロディエリスのことを口に出さなかった。アトルも訊きけなかった。なんだか恐おそろしかったのだ。もっとも、そのうちひょっこりと家から出てくるのではないかと思ってもいた。そう信じていた。

　神様は母につづいて、ロディエリスまで連れて行ったりはしないだろう。それはあまりにもひどすぎる。

　ある日……その日は雨が降っていて、夏が始まっていたのに、肌はだ寒ざむかった。朝、目が覚めてからも、アトルは寝しん台だいの中でじっとしていた。姉が起こしにきた。

「もう起きていたの？　今日は出かけるわよ、アトル」

「どこへ？」

　姉は少し迷うそぶりを見せてから、ロディエリスのところよ、と小声で言った。

　着き替がえをして、朝食をとり、支し度たくをして、父、兄と姉、それからティアドール夫人と一緒に、ロディエリスの家を訪れた。ロディエリスの家には大勢が集まっていた。

　アトルはやっとロディエリスに会うことができた。

　彼女は小こ振ぶりな棺ひつぎの中に納められていた。

　男たちは皆みな、神しん妙みような面おも持もちで口をつぐみ、女たちはすすり泣いていた。よくアトルたちの面めん倒どうを見てくれている、母の友人だったティアドール夫人もそうだった。男勝りの姉ですら、目を真っ赤にしていた。

　アトルにはよくわからなかった。この人たちは、親類や近所のよしみで葬そう儀ぎの手伝いをするため、ここにきている。それだけは理解できた。あとのことはのみこめなかった。

「まだ十歳にもならない子が、本当にかわいそうに……」

「思わしくないとは聞いていたけれど、こんなことになるなんて……」

「主が天国に導いてくださるわ……」

「ああ、それにしても、なんてことかしら……」

　女たちの囁ささやきを耳にしても、頭には入ってこなかった。アトルは他の男たちに倣ならって、黙だまりこくっていた。雨に打たれながら、棺を墓場へと運ぶ行列に加わって歩いていると、不思議な心ここ地ちがした。

　果たして、ロディエリスはあの棺の中にいるのだろうか？　本当に？

　噓うそに違いない、とアトルは確信した。

　だって、考えてみれば、アトルは一度も棺の中身を見ていないのだ。棺を持ってもいない。ロディエリスの親族の大人たちは重そうに棺を担かついでいるが、ふりをしているだけかもしれないではないか。

　きっとみんなして、アトルを騙だましているのだ。ロディエリスが死んだなんて噓に決まっている。自分がロディエリスの兄弟か何かなら、棺を開けて中を見せてもらうのに。そんなことを思った。でも、アトルはただ近所に住んでいるだけで、ロディエリスと親しいとは云いえない。話をしたことさえない、単なる隣りん人じんにすぎないから、とても頼たのめない。

　墓穴の底に下ろされた棺は、やけに小さく見えた。墓はか掘ほり人が柄えの長いシャベルで土をかけはじめた。母のときと一緒だったが、アトルはうろたえはしなかった。姉がアトルの肩かたに手を置いた。

「好きだったのね。ロディエリスのことが。いい子だったから」

　姉の言葉の意味がわかったのは、しばらくしてからだった。

　……そうか。僕はロディエリスのことが好きだったんだ……──。




　　　　＊




　カヤの手を引いて屍し霊りようを二匹ひき、斬きり殺したところで、例外が混じっていたらどうする、と考えてもしょうがないことを考えてしまった。……そのときはそのときだ。思いきるしかない。アトルは自分にそう言い聞かせた。

　通りは屍霊に埋うめ尽つくされているかのようだ。バーバラは食い尽くされつつあるのか、あっちからもこっちからも屍霊がアトルとカヤに襲おそいかかってくる。あそこは抜ぬけられそうだ、そこはどうか。思った先から、抜け道らしきものが屍霊にふさがれてしまう。切り開くしかない。この聖剣で。できなければ、やられる。

　カヤは声を上げずに泣いている。正直、泣きたいのはアトルのほうだが、泣いたりしない。泣いている暇ひまがない。

「エクスカル！　父さん！　兄さん！　僕に力を……！」

　頭を割るか、首を刎はねるか。一いち撃げきでしとめたいところだが、こだわるのはやめた。不可能だ。とにかく近づいてきたものを斬る。

「くなぁっ！　えぇい……！」

　それが腕うでだろうと、脚あしだろうと、頭だろうと、知ったことではない。斬り払はらって、進む。止まったら囲まれてしまう。

「屍霊！　屍霊め！　らあぁ……！」

　もうほとんど囲まれているようなものなのだが、だからこそ突つき進むしかない。

「っ……！」

　突然、カヤに手を引っぱられた。いったい何事なのか。見れば、つまずいたか、脚がもつれたのか、転びそうになっている。

　いっそ、今、この手を放してしまったらどうか。

　カヤを捨てる。置いてゆく。屍霊たちはカヤを餌え食じきにするだろう。その間に逃げおおせるのだ。

　むろん、卑ひ劣れつな行こう為いではある。できればアトルもそんなことはしたくない。でも、しかたないではないか？　これがコーデリア・パーチェなら話は違ってくる。リーゼでもそうだ。コーデリアは大切な友好国の王女だし、リーゼのことはテルマに頼まれ、命いのち懸がけで守ると誓ちかった。アトルも男だ。自分が屍霊を引きつけて、彼女らを逃にがすだろう。だが、カヤのために我が身を犠ぎ牲せいにする義理があるだろうか？　それに、もともとカヤを助けようとした結果、この絶望的な危地に陥おちいっている。力及およばずカヤを見捨てることになったとしても、責められる謂いわれはない。カヤには恨うらまれるかもしれないが、他ほかは誰だれも見ていないだろう。死人に……いや、屍霊に口なしだ。仲間に合流することができたら、残念ながらカヤはだめだったと言えばいい。

「走って！　走れ……！」

　アトルはカヤを引きずるようにして駆かける。躍おどりかかってきた屍霊の右みぎ腕うでを斬りのけ、別の屍霊の横っ面つらに斬りつけて、先へ。この先に何があるのか？　先などないのだとしても、一歩でも二歩でも先へ。……できない。

　できるはずがない。

　ここでカヤを見捨てるくらいなら、最初から助けようとしなければよかったのだ。とっさの判断だったとはいえ、見過ごせなかったから、こうなっている。
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　カヤがアトルに救いを求めたわけではない。頼まれもしないのに、アトルが勝手にやった。つまり、この状じよう況きようを招いたのは、あくまでアトル自身なのだ。カヤは悪くない。

「もう！　いいから……！」

　一いつ瞬しゆん、誰の声だかわからなかった。

「るぅあ……！」

　アトルは頭から突っこんできた屍霊の首を聖剣で叩たたき落とした。

「……えっ!?　カヤ!?」

「わたしは、もう……！」

「よくないよ……！」

　カヤの甲かん高だかくはない、やや低めの澄すんだ声を聞いて、なぜだか俄が然ぜん、元気が出た。

「カヤ！」

　アトルは振ふり返りざまに、カヤにつかみかかろうとしていた屍霊の頭をかち割った。

「死ぬときは一いつ緒しよだ……！」

「ぃっ……」

　カヤは何か言おうとしたのかもしれないが、言葉にならなかったようだ。代わりに、アトルの手をぎゅっと握にぎった。……死なせてたまるか。

　死ぬつもりもない。

　音が消えた。見える。屍霊たちの動きが。手にとるようにわかる。集中できているのだ。ちっとも怖こわくない。アトルはカヤを連れて進んだ。聖剣が道を作ってくれる。

　あそこだ。あの路地。

　細い、躰からだを横にしないと入りこめないほど狭せまい路地に、カヤを押しこんだ。すぐにアトルもつづこうとしたら、背負い袋ぶくろがつっかえた。背負い袋を捨てて入った。


　あああぁぁぁぁぁああぁぁああぁぁぁぁ……！

　おぉぉぉおおぉぉぅぅぅうぁぁぁ……！

　しゃああぁぁぁぁああぁぁぁ……！

　うぁぐあああぁぁぁおおぉぉぉぉぉぉ……！

　ひゃあぁぁぁあぁぁぁ……！



　屍霊たちも傾なだれこんでこようとする……が、何しろ狭い路地だ。横歩きをする知ち恵えはないようで、先頭の屍霊が入口のところに引っかかった。そのまま腕をのばしてくる。

「届くかよ……！」

　アトルは聖剣で屍霊を突いた。突きまくって先頭の屍霊をしとめると、動かなくなった屍霊の向こうから別の屍霊が手を出してきた。

「死ね！　死ねよ！　どうせ死んでるんだから……！」

　アトルは聖剣を突きだしつづけた。何が病びよう魔まだ。病者だ。屍霊は屍霊だ。とっくに死んでいる。そう思いたい。死人が動くなんて、たしかにおかしな話だが……彼らがまだ生きているとしたら、もっと変だ。まだ生きている人間が人間を食おうと襲いかかってきて、そんな者たちをこうして次から次へと手にかけているなんて、耐たえられない。

　何匹の屍霊を始末しただろう。何度、聖剣を繰くりだしただろう。腕が痺しびれている。手に力が入らない。というか、ほとんど感覚がない。指が固まって、聖剣の柄つかにへばりついているかのようだ。

　路地の入口は屍霊と、それから屍霊の残ざん骸がいとで詰まり、完全にふさがれている。

　アトルは右手から聖剣を引き剝はがすようにして左手に持ちかえた。カヤは奥のほうで息を殺している。青い瞳ひとみが爛らん々らんと輝かがやいているように見えて、笑いたくなるほど美しかった。

　まったく、笑えるものなら笑いたい。

　……切り抜けた。

　アトルもカヤも生きている。死なずにすんだ。

「カヤ」

　呼びかけると、カヤはびくっとしてから、うなずいた。

「……はい」

「大だい丈じよう夫ぶ？　怪け我がは？」

「いいえ」

「そっか」

　アトルは横向きに歩いてカヤに近づいた。

「……よかった。声」

「？」

「出せたんだ。しゃべれないのかと」

「……すこし、です。にがて、なので」

「無理は、しなくていいよ」

「はい。あの」

「何？」

「………………」

　カヤは目を伏ふせたり、口を開きかけたり、ため息をついたりしたあげく、アトルの頰ほおにそっと右手の指先を、そして掌てのひらをあてた。

「ありがとう」

　かぼそい声だった。

　義理がなかろうと何だろうと、やはりこの子は守ってあげないといけない、と強く思わされた。

　カヤはハッとしたようにまばたきをして、手を引っこめた。

「いいんだ」

　アトルが笑えみを浮うかべてみせると、カヤも微笑ほほえんでくれた。……いや、でも。

　あまりよくもない、か。

　この路地はどこにも通じていない。行き止まりだ。入口は元屍霊たちが通せんぼうをしている。

　身動きがとれない。

　なんてことだ。まいった。言いかけて、こらえた。うかつなことを話して、カヤに責任を感じさせたくない。

　黙だまっていたいわけではないのだが、黙っているしかなかった。

「バーバラさんは」

　と、カヤが口を開いた。

「やさしい、ひとでした。とても、よくしてくれた」

「……うん。彼女は、いい人だった」

「はじめて、でした」

「何が？」

「やさしい、ひと。バーバラさんのような」

「……そう、だったんだ」

　たしかにバーバラは親切な女性だった。でも、そこまでだろうか？　それとも、カヤには特別やさしかったのか？

「あなたも」

　カヤは潤うるんだ目でアトルを見つめた。

「やさしい」

「え。いやっ、そ、そんな、僕はべつに……」

「わたし、どうすれば？」

「ど、どうって？」

「なに、すればいいですか？　あなたに」

「ええっ。ぼ、僕に!?」

「かんしゃ。したい。できること。わたしに、ありますか？」

「あ……そ、れは……まあ、いろいろと……」

　二人。二人きり。ここにはアトルとカヤしかいない。どこにも行けそうにないし、ひょっとしたらこのままここで飢うえ死にするのを待つだけかもしれないわけだから、思い残すことがないように、あんなことやこんなことを頼たのんでみるのも一つの手だろうか。いやいや。カヤはたぶん年下だ。いたいけな少女にそんなことをさせるなんてとんでもない。そんなこと……とは、どういうことなのか？　わかるような、わからないような。

「なにを、すれば」

　カヤがわずかに首を傾かたむけた。

　その唇くちびるに、視線が吸い寄せられる。

「あなたを、よろこばせること、できますか？」

「……え……と、と……とりあえず……」

　アトルは激しく頭かぶりを振った。とりあえず、じゃない。何が、とりあえず、だ。だいたい、ここはえらく狭い。狭すぎる。だから何だというのか。関係ない。狭かろうと広かろうと、そんなことは問題ではないのだ。そう。問題は……。

　アトルは目をつぶって、天を仰あおいだ。当然、瞼まぶたに遮さえぎられて、何も見えない。

「お楽しみのところ、悪いんだがな」

「……はいっ!?」

　目を開けると、にやけ面づらのツェンに見下ろされていた。

　アトルとカヤは、建物と建物の間の道とも云いえないような狭い道で立ち往生している。

　ツェンは建物の屋根の上にしゃがんで、二人を見物しているのだ。

「な、な、な、なんでそんなところに……!?　ていうか、他のみんなは!?」

「どっちの質問から答えて欲しい？」

「どっちでもいいですよ！」

「じゃあ、あとのほうからにするか。ここにいるのは俺だけだ。他のやつらのことは、知らん」

「知らんって……」

「別れたからな。俺以外は、ルーイのやつについてった。おまえさんたちを捜さがしてるのか、それとも逃にげたか。なんにせよ、俺がおまえさんたちをここで見つけたのは偶ぐう然ぜんだ」

「……あなたはなんで、別行動を？」

「ちょっと行かなきゃならん場所があってな」

「こんなときに、どこへ……？」

「知りたいか」

「や、正直、あんまり……」

「そうか。じゃあ俺は行くから、またな」

「えぇっ!?　助けてくれるんじゃ!?」

「俺が？」

　ツェンは心底意外そうにぎょろ目を剝むいた。

「おまえさんたちを？　助ける？　何のために？」

「……な、何のためって。こういうときって、普ふ通つう、助けるでしょ？　知らない仲じゃないんだし……」

「いやあ。おまえさんの親おや父じは知らんでもないがなあ。おまえさんのことはほとんど知らんぞ？　カヤも、乳と尻しりをさわったくらいで、抜ぬき挿さしなしの関係だ」

「抜き挿しって……」

　あらためて思う。ツェン・ヨーガ。なんて男だ。しかし……親父は知らんでもない、とツェンは言った。アトルの父と面識があるのか。ということはたぶん、剣グラのンド大マス王ターに仕える臣なのだろう。

「そうだな」

　ツェンは顎あごをこすった。

「助けてやってもいい、が……条件がある」

「……のむしかないでしょ。この状じよう況きようじゃあ……」

「よし。だったら、これから俺の言うことを聞くと約束しろ。いいな？」

　もしかすると、アトルは悪あく魔まと取引をしようとしているのかもしれない。

　アトルはカヤと顔を見あわせた。アトルはともかくとして、カヤは何を要求されるのか。まさか、あれか？　それとも、あれ？　これか？　ひょっとして、それ？　いったいぜんたい、どれだ……？

　カヤは少し不安そうだが、顎を引くようにうなずいた。

「取引成立だな」

　ツェンが笑った。まさしく悪魔めいた、人を不愉ゆ快かいにさせる……もしくは、怯おびえさせるような、おぞましい笑い方だ。

　間もなくツェンは路地に縄なわを投げ下ろした。どうやら、あらかじめ用意してあったらしい。初めからアトルとカヤを助けるつもりだったのだ。言うことを聞く、と約束させることも、織りこみ済みだったのだろう。

「……悪魔め」

　アトルが小声で呟つぶやくと、ツェンはいやみたらしく親指を立ててみせた。




　　　　＊




　ツェンは西へ西へと移動した。ルーイほど経路の選せん択たくが巧たくみではなく、路地に下りてみたものの屍霊たちに遭そう遇ぐうして引き返したり、あっちへ行ったと思ったらこっちへ行ったりで、順調とはとても云いがたい。それでも、手探さぐりで進んでいるわけではないようだ。ツェンは明らかに、同じ道を通ったことがある。あちこちに縄が準備してあったり、梯はし子ごが立てかけてあったり、廃はい材ざいで階段らしきものが設けてあったりするので、まず間ま違ちがいないだろう。

「……で、何をすればいいんですか？」

　アトルがそう訊きいても、ツェンは、

「俺についてこい。とりあえずはそれだけだ。簡単だろう？」

　と答えるだけだった。

　ルーイたちと出くわさないだろうか。淡あわい期待はひたすら裏切られるばかりで、そうこうしているうちに……といっても、かなり時間はかかった。午ひる近くに、ようやくツェンが足を止めた。

　だいぶ西にきた。西南を向いているキャメローには、西から南へのびている防ぼう壁へきのほぼ中央にある正門、それから、その防壁の西せい端たん近くに位置する西門と、二つの門がある。ここから少し行けば西門だ。

　あれは……誰だれの家なのか。広い敷しき地ちの全体が高くなっていて、鉄てつ柵さくに囲まれている。しかし、石積みの家屋自体は決して大きくはない。飾かざり気もなくて、無骨な印象だ。庭には木こそ植えられているが、ちらほらという感じで、菜園や花か壇だんがあるわけでもないから、もの寂さびしい。

　屍霊たちが徘はい徊かいしていなければ、たぶんあの庭はもっと寂せき寥りようとしていることだろう。

　土地自体が小高いし、アトルの背せ丈たけより高そうな鉄柵もある。石段の先にある門さえ閉まっていれば、屍霊たちは侵しん入にゆうできなかったはずだ。

　なぜか門が開いている。

　屍霊たちはあそこから入ったのだろう。

　アトルたちはその奇き妙みように広い敷地に立つ家屋のはす向かいにいる。もちろん、建物の上だ。下の通りには屍霊がいる。

　家屋の扉とびらも開いているように見えるので、住人が中にいたとしたら、おそらく……。

「目的地は、あそこですか」

　アトルが声をひそめて尋たずねると、ツェンは後退している生はえ際ぎわを見せつけるように両手で髪かみをかきあげてうなずいた。

「ああ、そうだ」

「知りあいの家……とか？」

「まあ、知っていると言えば知っている。友だちってほどじゃないがな」

「誰です」

「処しよ刑けい人だ」

「……それは」

　アトルはとっさに眉まゆをひそめてしまった。

　処刑人とは職業だ。罪人に死し刑けいをふくめた重じゆう罰ばつを下すのみならず、ときには拷ごう問もんも行う。法を犯した者が罰ばつせられねばならないとしたら、誰かがやらなければならない重要な仕事だ。手心を加えてもらおうと、賄わい賂ろを渡わたそうとする罪人やその家族が後を絶たないから、高い倫りん理り観が要求される。ゆえに、俸ほう給きゆうは高い。それでも好きこのんでやりたがる者は少ないので、ほとんどの場合、父から子へと受け継つがれる。だから、処刑人とは生業なりわいであり、地位であり、家系でもあるのだ。

　処刑人は敬意を払はらわれているが、忌き避ひされもする。ようは、敬遠されている。

「悪いやつじゃなかったぞ。べつにいいやつでもなかったが。もっとも……」

　ツェンはいかにも人が悪そうな笑えみを浮うかべた。

「当代の処刑人は、残念ながらもう生きてはいない。俺はあの家で調べたいことがあるのさ。アトル、おまえさんは俺を手伝うんだ」

「……どうせ、中に入るために、囮おとりになれっていうんでしょ」

「わかってるなら話が早い。カヤ、おまえさんは俺と一いつ緒しよだ」

　カヤは気き遣づかわしげな眼まな差ざしをアトルに向けた。この瞳ひとみに見すえられると、なんだか妙みような気分になってしまう。

「僕は大だい丈じよう夫ぶだよ」

「そう。おまえさんは大丈夫だ」

　ツェンはアトルの肩かたを叩たたいた。

「何せ、あの猛もう将しようハラル・クライハートの息子むすこなんだからな。聖剣エクスカルまで持ってやがる。おまえさんは無敵だよ。……だといいなと、俺としては願ってる」

　無敵かどうかはともかく、やりとげなければ跡あと形かたもなく食い殺される。もしくは、食べ残されて屍し霊りようになるか。どちらもごめんだ。

　アトルは口から出てきそうな心臓をなんとか押しこめて、通りに下りた。


　ああぁぁああぁあぁぁ……！

　ふぅおおぉぉぉ……！



　間もなく数匹ひきの屍霊がアトルに気づいた。くる。走ってくる。つかまってたまるか。アトルは全力疾しつ走そうして石段を駆かけあがった。門をくぐって、すぐに閉めた。門には簡単な閂かんぬき型の錠じよう前まえがついている。おぼつかない手つきで、それでもできるだけ素す早ばやく施せ錠じようした。その直後だった。屍霊が門に体当たりしてきた。ぎりぎりだったが、どうにか間に合った。ただし、鉄柵に囲われた敷地の中にも屍霊はいるのだ。

　二、三匹びきなら……その中に例外が混じっていなければ、だが……アトル一人で片づけられないこともないだろう。

「もっといる……!?」

　処刑人の家の玄げん関かんあたりにいた屍霊がアトルに躍おどりかかってくる。向かって左からも。その奥にも一いつ匹ぴき……いや、二匹いる。見える範はん囲いだけで、四匹も。

　動かなければ取り囲まれる。動け。動きながら対処しろ。……対処？　無理だ！

　アトルは右方向に走った。そっちには屍霊がいない。まずは逃げる。逃げるだけで精せい一いつ杯ぱいだ。屍霊たちを引き連れて、家屋の角を曲がる。

「うおっ……！」

　屍霊がいない、だって？　いるじゃないか！　五匹目の屍霊だ。出会い頭がしらで、どうにもならなかった。ぶつかって、アトルは転てん倒とうした。食いつかれなかっただけマシか。慌あわてて起き上がる。屍霊たちが襲おそいかかってくる。どうやって連中の手や顎から逃のがれたのか。アトル自身にもわからない。とにかく、気がついたらまた駆けていた。もちろん、屍霊たちは追ってくる。振ふり返りたくない。知りたくないからだ。どれだけ迫せまられているのか。後ろを気にしている余よ裕ゆうもない。前。前だ。屍霊。屍霊がいる。一匹……二匹。

　退ひけない。方向を変えたらその間にたぶん、屍霊に追いつかれてしまう。直進だ。行くしかない。屍霊が突とつ進しんしてくる。

「ふぅあ……！」

　アトルは聖剣を鋭するどく振るって屍霊の顔面にぶちこんだ。脚あしは止めない。ゆるめない。倒たおれかかってきた屍霊を撥はねのけて走る。走りつづける。次の屍霊は左ひだり腕うでがなく、左脚を引きずっていた。おかげで、たやすく脇わきをすり抜けることができた。

　家屋の角をさらに曲がる。木こ陰かげから飛びだしてきた屍霊を紙一ひと重えでかわし、今ので何匹目か数えようとして、やめた。数えている場合じゃない。

「た……！」

　助けて、と言いたい。我が慢まんする。言ったら耐たえられなくなって、泣いてしまいそうだ。


　あがあぁぁぁあぁぁぁあぁぁぁぁ……！

　うはぁぁあぁぁぁあぁぁぁぁ……！

　なぁああぁぁぁあぁぁ……！



　鉄柵の向こうにも屍霊がいる。敷地は高いし、鉄柵があるので、やつらはどうやってもアトルに近づけない。それなのに、追いかけてくる。

「で、でも、これ……！」

　いつまで逃にげていれば？　ツェンとカヤは？

　またぞろ家屋の角を曲がった。あと一回曲がれば、玄関が、それから門が見えるはずだ。そうしたら、家屋の周りを一ひと巡めぐりしたことになる。何周すればいいのか？　というか、何周もできるのか？

　できない、と思う。すでに息が上がっている。

　アトルは玄関の前を通りすぎた。失敗した。家の中に飛びこめばよかった。後こう悔かい先に立たずだ。


　はああぁぁぁあぁあぁぁああぁあぁぁぁぁぁあああああぁぁぁぁ……！

　しぃぃぃぃふぁぁぁぁああぁぁぁぁぁぁあぁぁぁぁぁぁ……！

　ずぅぅああぁぁぁああぁぁぁぁぁあぁぁぁぁぁああああぁぁぁぁぁぁ……！



　屍霊の声が追ってくる。近い。ずいぶん近くなってきた。

　苦しい。

　そろそろ限界か？　いや、まだだ。まだいける……と思いたい。

　まだ走れる。そう信じないと、終わってしまう。

「くぁぁぁぁぁぁぁぁぁああああああぁぁぁぁぁぁぁああぁぁぁああぁぁぁぁぁ……！」

　声など出すな。無む駄だな力を使わないほうがいい。走ることに全精力を注ぐべきだ。そんなことはわかっている。ちゃんとわかっているのに、出てしまうのだ。屍霊たちに負けじと叫さけんでしまう。大声を出せば出すほど、速く走れるような気がする。気がするだけだ。馬ば鹿かなことはよせ。屍霊。もうやめてくれ。くるな。放っておいてくれ。一人にして欲しい。どうか。きつい。これ以上は。

「アトル……！」

　名を呼ばれた。

　ツェン・ヨーガ。後ろのほうだ。つい振り向いてしまった。

「おおおおぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ……!?」

　アトルは身をよじりながら胸を思いきり前に突つきだした。すぐ後ろにいた屍霊が手をのばしてくる。……かわした？　かわした。でも、まだだ。屍霊が飛びついて……！

「ふ、ぬっ……！」

　アトルは聖剣でその屍霊の腕を斬きり払った。その拍ひよう子しに体勢が崩くずれた。これは踏ふみこたえるより転んでしまったほうがいい。アトルはそうした。ぐるんっと転がって起き上がったとき、ツェンが鉄柵を乗り越こえてこっちへ駆けてくるのが見えた。カヤは鉄柵にしがみついている。やろう、と思った。ここだ。今、ここで、勝負をかける。

　アトルは押しよせてくる屍霊たちを聖剣で斬った。手でも腕でも頭でも、何でもかまわない。あまり移動しないで聖剣を振る。ひたすら振りまわす。

　ほどなくツェンが屍霊たちに後ろから襲いかかって、剣を舞まわせた。

　あの男……やっぱり、そうとうな手て練だれだ。

　屍霊たちはアトルという餌えさに食いついている。ツェンにはまったく気づいていない。ツェンは屍霊を一匹ずつ、確実に一ひと太刀たちでしとめてゆく。

　あっという間だった。屍霊は全ぜん滅めつした。

「よくやった、アトル」

　ツェンはまだ口をぱくぱくさせている屍霊の生首に剣を突き立てて、ふう、と一つ息を吐はいた。

「おまえさんが派手にこいつらを釣ってくれたおかげで、ずいぶん仕事が楽だった」

「……こっちは、もう少しで死ぬところでしたよ」

「生きてるんだからいいじゃねえか」

「僕とあなた、二人がかりなら、正せい攻こう法ほうでいっても、なんとかなったんじゃ……」

「俺は確実な方法を選ぶ主義なんだ。怪け我がでもしたら馬鹿らしいだろう？」

「僕にとってはぜんぜん確実じゃなかったし、怪我くらいしてもぜんぜんおかしくなかったんだけど……」

「いいか、アトル。大事なのは俺様と」

　ツェンは呆あきれたように肩をすくめてから顎あごをしゃくって、おずおずと近づいてくるカヤを示してみせた。

「かわいい女の子にとって、安全確実かどうかってことだ。おまえさんなんか、べつにどうなったっていい」

「ああそうですか……」

「アトル」

　カヤがアトルのそばまできて、頰ほおをさわった。どうしてカヤは、こうやっていちいち顔をさわるのだろう。どきどきするので、どうかやめ……ないで欲しい。

「ぶじで、よかった」

「カヤこそ」

　アトルは思わずにやけてしまった。ツェンに利用されたのは腹立たしい。ただ、結果として、それでカヤが危険を冒おかさずにすんだのであれば、まあいいか。いいのか……？

　ツェンが先頭に立って、アトル、カヤの順で処しよ刑けい人の家に入った。玄関ホールの真ん中あたりに赤黒い染しみがある。血……なのか。出入り口以外に戸が二つあって、右手の戸は開いている。

　それにしても、この音は何だろう……？

　何かが床ゆかを叩いているのか？

「あっちからだな」

　ツェンは剣けん先さきで右手の戸を指した。行って見てこい、と言いたいのだろう。

「……はいはい」

　アトルはなんとなく足音を忍しのばせて、そちらのほうへと歩を進めた。その先は食堂なのだろうか。食しよく卓たくらしいテーブルと、椅い子すが見える。


　……ぁぁ……ふぅ……ぉぉぉっ……、



　テーブルの下から、それは這はいだしてきた。


　はぅっ……ほぅっ……ふぅっ……んぅっ……ぬぅっ……。



「なっ……」

　アトルはあとずさりした。……屍し霊りよう。それは間ま違ちがいない。顔の下半分は血だらけで、頭が禿はげあがっている。五十年配の男だ。黒い服を着ている。

　両りよう脚あしはぼろぼろで、付け根から腿ももの骨が突きだしているだけといった有様だ。だから、その屍霊は立って歩くことはできない。這い進むしかないのだ。もっとも、這うにしてもなかなか難なん儀ぎだろう。……あれでは。

　もともと肥満していたというわけではなさそうな体格だが、やたらと、異様なくらい、腹が大きい。喉のどのあたりも醜みにくく盛りあがっている。いったい何が入っているのか。呻うめき声もまともに出せないのは、きっと詰まっているのだろう。

　たぶん、食べすぎだ。


　んぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ……！



　屍霊がさかんに両りよう腕うでを動かしながら吼ほえると、口の中から赤黒いものがあふれた。

　アトルは久しぶりに嘔おう吐とを催もよおした。

「おまえなあ……！」

　吐き気をこらえながら踏みこんで、屍霊の頭を聖剣で叩たたき割る。

「ど、どれだけっ……食べて……うぅっ……」

「アトル」

　カヤが駆かけよってきて、背中をさすってくれた。

「そいつだけか？」

　ツェンは平然と屍霊の死に顔を眺ながめている。アトルは首を振った。

「……知りませんよ。まだいるかもしれないし、いないかもしれないし……」

「確かく認にんしてからだな。ああ、こいつは……処刑人の助手を務めていた男だ」

「そうですか……」

「たらふく食いやがって。二、三人は入ってそうな腹をしてるじゃねえか。立派なもんだ。誰だれが食われたんだか」

「言わないでくれます？　そういうこと。また気持ち悪くなってきた……」

　処刑人の家は、玄げん関かんホールの右が食堂で左が居室、あとは居室の奥に寝しん室しつと客間、食堂の先に炊すい事じ場ば、それから便所という間取りだった。屍霊は例の元助手だけだったが、彼に食われたとおぼしき人間の残ざん骸がいとも云いえないような形けい跡せきが何なん箇か所しよかに残っていた。

　ツェンは各部屋をひとしきり見て回ると、床を調べはじめた。端はしから端まで丹たん念ねんに踏み具合を確かめたり、踵かかとで強く蹴けったりしている。何をやっているのか。よくわからないが、手間がかかりそうだ。

「手伝いましょうか……？」

「いい。おまえさんには無理だ。繊せん細さいな作業だからな」

「僕って、そんなに雑そうに見えます？」

「しょうがねえ。そこまで言うなら仕事をやる。この寝しん台だいをずらせ」

　なんて言い種ぐさだろう。人としておかしい。頭にくる。軽く息絶えればいいのに……アトルはぶつくさ言いながら、寝台を引きずって移動させた。ツェンがその部分の床を調べだして、間もなくだった。

「ここか」

　そう言うと、ツェンは膝ひざを高く上げて、そうとうな勢いで床に踵を叩きつけた。

「ちょっ……」

　アトルは目を瞠みはった。床ゆか板いたが割れたのだ。ツェンはさらに何度か蹴ってから、破損した床板を剝はがしにかかった。二枚、三枚、四枚……どんどん床板を剝がすと、床下に隠かくされていたものが姿を現した。

　それは、井い戸ど……なのか。

　一ウォード（約九十㎝）四方ほどの鉄てつ扉ぴによってふさがれている。

「……これは。あなたが探していたものって……」

「そう。まさにこいつだ」

　ツェンは床下の地面に下りて、扉とびらの把とつ手てをつかんだ。引っぱると、かなり重そうだが、持ち上がった。開いた。

　カヤがアトルに身を寄せてきた。二人は床の上から井戸……らしき、石いし壁かべに囲まれた縦穴を見下ろしている。どうやら、石壁に金具が打ちこまれていて、上り下りできるようになっているようだ。

「な、何なんですか、それ」

「通路だ」

　ツェンは縦穴の縁へりに右足をかけて、アトルとカヤを見上げた。

「主城の奥に通じてる」

「なんで処刑人の家に、そんなものが……」

「処刑人ってのは特とく殊しゆな家いえ柄がらだ。名めい誉よと不名誉が隣となり合わせで、家格も俸ほう給きゆうも高いが、人付き合いはおのずと限定されるし、結けつ婚こん相手だってそう簡単には見つからない。それでも代々、処刑人の職を受け継ついで、淡たん々たんと仕事をこなす。誇ほこりと、それから剣グラのンド大マス王ターへの絶大な忠誠心がなけりゃあ、とても無理だ」

「知ってますけど。僕だって、それくらいは。あっ……」

　忠誠心。そうだ。賄わい賂ろを受けとって私腹を肥やす処刑人の噂うわさも耳にするが、利のためだけに全うできる仕事ではない。剣グラのンド大マス王ターのため、アスカロンの繁はん栄えいのために、人生を捧ささげる覚かく悟ごがなければ、処刑人は務まらないだろう。陰かげ口ぐちをたたかれようと、人々に疎うとまれようと、処刑人は大王を、国を裏切らない。実直に職務を果たしつづける忠臣なのだ。

「だから、危急の際に主城から脱だつ出しゆつするための隠し通路が、ここに繫つながって……？」

「怪あやしいんじゃねえかと踏んでた。候補は他にもあったが、おおかた調べたからな」

「でも……何のために、隠し通路なんか探してたんですか」

「鈍にぶいやつだな。通るためだよ。決まってるじゃねえか」

「い、行くんですか？　主城の中に？　何をしに、い……」

　アトルは唇くちびるを舐なめて、軽く嚙かんだ。行く、のではないのかもしれない。

「戻るんですか？」

「そうだ、ぼうず」

　ツェンはぎょろ目を細めて、にぃっ、と笑った。

「俺は戻るのさ。追いだされちまったんでな」

「ツェン・ヨーガ。あなたは……何者なんです？」

「おまえさんの兄貴には会ったことがあるぞ、アトル・クライハート」

「兄さんに……」

「ジェレルだったか。やけに知ち恵えが回る、生意気な餓が鬼きだったな。あいつはどうしてる。元気か」

　アトルが答えられずにいると、ツェンは事情を悟さとったように斜ななめ下に視線を投げて、二度ほどうなずいた。

「おまえさんの親おや父じと違ちがって、俺は小物だ。名乗っても心当たりはないだろう。ただ、有名人の知り合いはいなくもない」

「……ヒューグ・ウィニフレッド将軍、とか？」

「まあ、たとえばな」

「お会いしたことがあります。ウィニフレッド将軍とは。本当に会っただけっていうか、挨あい拶さつをさせてもらっただけですけど……いらっしゃるんですよね、キャメローに。将軍は、主城に……？」

「それを確かめたくてな。で、どうする？　くるか？」

「行かなくていいんですか？」

「お役やく御ご免めんだ。強制はしない。興味がないなら、帰れ」

「帰る場所なんて、ないですよ……」

　アトルはカヤと目を見み交かわした。もしツェンについてゆかないとしたら、カヤと二人きりということになる。それはそれで、楽し……いや、心細い。ルーイというか、コーデリアやリーゼ、ダミアンと再会できる保証もない。

「ついて、いきます」

　カヤがアトルの腕うでをそっとつかんだ。

「どこまでも」

「う、うん」

　とっさに請うけあってしまったが、一人でカヤを守り、安全なところまで連れてゆく才覚がアトルにあるのか。少なくとも自信はない。案もない。見通しがつかない。ということは、こうするしかない。

「行きます。僕らも。主城へ」




　　　　＊




　隠し通路の中は真っ暗だったので、処刑人の家にあったランタンを持ってゆくことにした。縦穴の深さは十ウォード（約九ｍ）ほどだった。そこからは横穴がのびていた。

　黴かびなのか、埃ほこりなのか、何か別のものなのか……古い匂いのする、重苦しい空気がたちこめた、人間二人が並んでは通り抜ぬけられないような、狭せまい通路だった。控ひかえ目に云っても不気味だ。アトル一人だったら、すぐに引き返すだろう。後ろにカヤがいて、不安そうにしているので、平静を装よそおわないといけない。カヤがいるから、虚きよ勢せいを張ることができるのだ。なんとか冷静さを保っていられる。

　何度か分かれ道に出くわした。そのたびに、ツェンは微み塵じんもためらわずに行く先を選んで進んだ。

「……知ってるんですか？　道順」

「いいや。勘かんだ」

「冗じよう談だんですよね……？」

「笑えたか？　今の」

「ぜんぜん」

「だろうな。冗談のつもりなら、もっとおもしろいことを言う」

「じゃあ、ほんとに勘だけ……？」

「あとはまあ、方向だな。間違ったら戻りゃあいい。そこまで深刻に考えるようなことでもないさ」

「や、だけど、迷ったら……」

「ちゃんと記き憶おくしてさえいれば、迷ったりしない」

「……そんなに覚えられるものですか？」

「おまえさんとは頭の出来が違う。俺は天才だからな」

「馬ば鹿かで悪かったですね……」

　どれだけ歩いただろう。空が見えないし、見当もつかないが、半リーク（約二㎞）ではきかないと思う。

　通路が壁かべに突つきあたった。もっとも、ただの行き止まりではない。壁に金具が打ちこんである。アトルはランタンを掲かかげた。

「縦穴……登れそうですね」

「出口だろうな」

　ツェンはすいすいと登ってゆく。

「怖こわいもの知らずっていうか、なんていうか……」

　アトルはため息をついてツェンにつづいた。カヤもついてくる。あそこまでどんどん行かれると、アトルも怖がっている暇ひまがない。

「扉だ」

　やがてツェンの声が縦穴に響ひびいた。

「……重いな。開かねえ」

「あ、開かないって、まずいでしょ、それ。鍵かぎでもかかってるんじゃ……」

「かもな」

「どうするんですか」

「一回下りるぞ」

　ツェンは有う無むを言わさず下りてきた。やむをえない。アトルとカヤも下りることにした。通路に戻ると、ツェンはアトルの背中を叩たたいた。

「四よ十そ路じを越こえた俺よりおまえさんのほうが、力はあるだろう」

「……どうかな。僕は軟なん弱じやくな若者なんで」

「いいから、やれ」

「お役御免なんでしょ。もうあなたの言うこと聞く必要はないんじゃ？　どうしてもって言うなら考えないでもないけど、人に頼たのみ事をするなら態度ってものが……」

「早くしろ」

　反はん駁ばくしてみたのだが、ツェンに勝てそうな気がしない。アトルは結局、おとなしく縦穴を登って、果か敢かんに扉に挑いどんだ。

「くっ……！」

　いくら押しても、びくともしない。

「両手でいけ、両手で」

　ツェンが勝手なことを言った。左手で金具につかまっていないと、落ちてしまうではないか。そんなこともわからないのだろうか。どこが天才だ。

「……いや？　そっか……」

　縦穴は狭い。右足を金具にかけ、左足を壁へき面めんに押しつけて踏ふん張ることができれば、両手を使える。やってみたら、できた。いけるものだ。両手で力をこめると、扉が少し持ち上がった。

「ふぅあっ！　くぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅあっ……！」

　とうとう開いた。

　上がると、そこは窮きゆう屈くつな空間だった。片側は石壁で、反対側は……これは、木製の棚たなか何かの裏板だろうか。

　ツェンと二人がかりで棚を押した。動く。少しずつだが、動かすことができた。

　隙すき間まができたので、そこを通り抜けると、大きな机と、革かわ張ばりの椅い子す、それから棚が並んでいる部屋だった。

「っ……」

　カヤが息をのみ、両手で顔を覆おおった。アトルは首を振ふった。

「……な……んだよ、これ……」

　さすがのツェン・ヨーガもいくらかは動どう揺ようしているようだ。

「ひでえな」

　そう呟つぶやくまで間があった。

　ツェンは額の前、顎あごの前で、立てつづけに指を鳴らした。魔ま除よけか何かだろうか。それから机に近づいていって、低く唸うなった。

　机の上には、白いものが散乱している……という表現は正しくないだろう。

　おそらく、それらは並べられていて、ある形をなしている。

　人のように見える。

「誰だれが、こんなこと……ていうか、それは……」

「見たとおりだろう。元人間だ」

　ツェンは机の上にランタンを置いて、頭ず蓋がい骨こつらしきものを指で軽く弾はじいた。

　いや……らしきもの、などではない。

　頭蓋骨そのものだ。しかも、人間の……。

　人骨。

　机の上に、一ひと揃そろいの人骨が並べられている。

　まるでそこに、人が仰あお向むけになって寝ねているかのように。

　見れば、絨じゆう毯たんが敷しかれている床ゆかも、そこかしこが血のようなもので汚よごれている。あれは、彼……あるいは、彼女が流した血なのだろうか。

　ツェンはランタンを手にとった。

「自然に、偶ぐう然ぜん、こうなったんじゃないことだけは確かだな」

「……そりゃそうでしょうけど」

「だとしたら……」

　ツェンは部屋を出るつもりらしい。カヤは呆ぼう然ぜんとしているのか、立ちすくんでいる。アトルは迷ったが、ツェンを追うことにして、カヤの手を握にぎった。

「平気？　な……わけ、ないか」

　カヤはぼんやりとした表情で頭かぶりを振った。かなり衝しよう撃げきを受けているようだ。心配だが、ここに残してゆくわけにもいかない。アトルはカヤの手を引いて部屋をあとにした。

「主城の、奥って言ってたけど……」

　耳が痛いほど静かな廊ろう下かは、突きあたりで右に折れている。

　ツェンはその手前にある右手の扉とびらを開けようとしていた。

「隠かくし通路は市長の書しよ斎さいに繫つながってたようだな。俺も正確な場所までは知らなかった。奥のどこかにあるとしか」

「……その部屋は？」

「市長夫妻の寝しん室しつだ」

　ツェンは扉を開けた。暗くない。天窓があって、そこから光が射しこんでいる。

　たぶん、豪ごう勢せいな寝室だったのだろう。見る影かげもない……ことはない。小さな部屋ほどもありそうな、ずいぶん大きな寝台が二つもあるのに、なお広々としている。寝台以外の化け粧しよう台や寝ね椅い子すといった調度も、きっと高価な代しろ物ものなのだろう。それだけに、無残だ。

「もしかして……」

　アトルは顔をしかめた。驚おどろきはしなかった。そんなことがあってもおかしくはない。その程度の心構えはできていた。

　寝室はやはり血にまみれている。ただ、あまり乱れてはいない。何者かが整えたような形けい跡せきすらある。

　とくに、二つの寝台に一揃いずつ横たえられている人骨は、安置されたものとしか考えられない。

「あの骨は、市長夫妻の……？」

「どうだかな」

　ツェンは寝室に入ってすぐのところから足を進めようとしない。

　寝台の端はしのほうには衣服が広げられている。身分の高い男性が着るような飾かざりのついた上着と、天鵞絨ビロードか何かの黒いズボン。それから、濃のう紫しのドレスだ。靴くつも一足ずつ、床に置いてある。人骨の周りに散らばっているきらきらしたものは、指輪や首くび飾かざりといった装そう飾しよく品や、金貨、銀貨、宝石だ。

　カヤは見たくないのか、アトルの後ろに隠れている。アトルも、見るに堪たえない……と思うのに、どうしてか目が離はなせなかった。

　たしかに、むごたらしくはある。でも、それだけではない。不可思議で、美しい光景などでは決してないのに、妙みように惹ひきつけられる。

「……まるで何かの、儀ぎ式しきみたいだ」

「ふむ」

　ツェンは首をひねった。

「だとしたら、人間の仕し業わざってことになるな。俺が知るかぎり、儀式なんてしち面めん倒どうなことをする生き物は人間だけだ」

「に、人間が……？　や、それはないんじゃ……」

「じゃあ、誰がやったんだ？」

「わかりませんよ、そんなの。だけどまあ、たとえば、屍し霊りよう……とか」

　笑われるかもしれないが、アトルの念頭には例外の屍霊があった。

　果たして、ツェンは……笑うどころか、いたって真顔だった。

「もしそうなら、俺は認にん識しきを改めなきゃならんな」

「……いや、ちょっと待ってくださいよ。主城には浄じよう化か隊がいるんですよね？　屍霊の手に落ちてるってことはないだろうし……実際、いないし」

「ここには浄化隊なんて連中はいなかった。おまえさんたちが屍霊と呼ぶ存在もいなかったがな」

　寝室を出て、廊下を曲がると、左側に扉が三つ、右側には一つある。突き当たりの扉は大きく、頑がん丈じようそうだ。ツェンは左側の近い扉から順に指さしていった。

「市長の娘むすめと息子が使っていた副寝室、客間、使用人たちの控ひかえの間、右手の部屋は食堂だ。正面の扉は謁えつ見けんの間に通じてる。ちなみに娘は二人で、たしか十三歳と十歳、息子むすこはまだ六つだったかな」

「六つ……」

　アトルは唾つばをのみこんだ。あの人骨が市長夫妻のものだとしたら、ひょっとすると、娘たちや息子も……。

　ツェンが副寝室の扉を開けて、短く息をついた。

「きれいなもんだ。……床は血みどろだが」

　アトルが中をのぞく前に、ツェンは副寝室の扉を閉めてしまった。わざわざ見る必要はない、ということなのか。それとも、見ないほうがいい、ということなのか。

　ツェンは食堂へと向かう。ここで何があったのか。よく見ると廊下もあちこち汚れているが、痕こん跡せきらしきものはそれだけだ。血の臭においも、するような、しないような。アトルにはもうよくわからない。あの夜、屍霊が現れて以来、数えきれないほど人の……屍霊の血肉を浴びた。きっとこの身に染しみついている。消えることはないだろう。

　ツェンは食堂の扉を開ける前に、ぎょろ目でアトルを見た。

「なあ」

「……何です？」

「俺らしくねえんだが……どうも悪い予感がするんだよな」

「だったら、開けなきゃいいじゃないですか」

「そういうわけにもいかん。俺は答えが知りたい。ここで見つかりそうな気がする」

「……用心、してください」

「おまえさんもな」

「はい」

　アトルはカヤをしっかりと背中に庇かばって聖剣を抜ぬいた。ツェンが扉を開ける。何かとんでもない光景が目に飛びこんでくるだろう。そう予想してはいた。でも、これは想像を絶する。

　食堂には大きなテーブルが鎮ちん座ざしていた。テーブルを囲む椅子は十脚きやく以上ある。そのすべてに……座らされていた。

　人、ではない。

　生き物、ではない。

　人のなれの果て、と呼んでいいのかどうか。

　骨組みは、人骨だ。しかし、人骨だけでは、寝かせることはできても、座らせることはできないので、補強されている。赤黒いもので。それらはたぶん、たとえば内臓だ。腸や、胃や、心臓、肝かん臓ぞう、腎じん臓ぞうといったものなのだろう。あとは、筋肉か。黄色っぽいものは脂し肪ぼうかもしれない。ただし、人骨の隙間を内臓やら何やらで埋うめただけでは、崩れてしまうはずだ。

　だからそれらは、衣類やその切れ端はしらしきものを、着ているというより、まとわされている。

　布を巻きつけ、縛しばりつけることで、内臓やら何やらが人骨に固定されているのだ。

　そうして、人の姿が取り繕つくろわれている。

　死者たちが囲む食しよく卓たくの上には、食器が並べられていた。

　各おの々おのの皿には、食べ物とはとても思えないような生なま物ものの数々が盛りつけられている。

　アトルは呆然と、主人が座る一番奥の上座を見やった。

「ああ……」

　わけもなく声がもれた。

　いる。

　そこに、一人だけ。

　上座のひときわ大きな椅い子すに座っている、あれは……死者ではない。

　うつむいて、手を動かしている。

　本当に、食事をしている。彼だけは。

　真っ赤だ。血に染まっている。その全身が。

「……ヒューグ」

　誰だれの声なのだろう。にわかにはわからなかった。その声は震ふるえて、かすれていた。

　ツェン・ヨーガの声だとは思えなかった。

　あのツェンがうろたえている。この男でも狼ろう狽ばいするのだ。こんな状じよう況きようでなければ、こんなものを目の当たりにしていなければ、気分がよかったかもしれない。

　今はだめだ。それは困る。ツェンが、ツェンまでがおろおろしているなんて最悪だ。

　しかも、ツェンはある名前を口にした。

　ヒューグ、と。

　上座の人物がフォークを操あやつっていた手を止めて、顔を上げた。

　奥まった、切れ長の目。その双そう眼がんが……禍まが々まがしい光を放っている。

　血に濡ぬれていても、しっかりとしていながらすっきりとした鼻び梁りようと、特とく徴ちようのある唇くちびるの形は隠しようがない。

　見覚えがある。

「……ウィ……ウィニフレッド将軍……？」

「ウィーニフレッドしょーぐん」

　ヒューグ・ウィニフレッド将軍とおぼしき人物は、ＧＥＨＡＧＥＨＡと恐おそろしい笑い声を立てた。
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「ウィ。ウィ。ウィー。ウィーニフレッド。ウィーニフレッドしょおーぐん。ウィニウィニウィニフレーッド。ウィニーフレーッドしょおーぐーん。ウィニフレッド。ウィニフレッド将軍。ウィニウィニウィニウィニウィニウィーニウィニウィーニウィニウィニウィニウィニウィニウィーニフレーッドウィニフレッド将軍。ＡＫＵＫＵＫＵＫＵＫＵＫＵＫＵＫＵＫＵ。ＧＥＨＩＨＩＨＩＨＡ。ウィニフレッド将軍。それはワタシのことか？」

「……いかん」

　ツェンがアトルに向かって手を差しだした。

「無理を承知で頼たのむ。アトル、俺に聖剣を貸せ」

「えっ。いや、でも……」

「あれは間ま違ちがいなくヒューグだが、少なくとも正気じゃない。あいつは聖剣を持ってる。並の剣では防げん」

　ヒューグ・ウィニフレッド。〝光のブリリ剣士アンツ〟。その異名は、彼が文字どおり光の剣を持っていることに由来する。

　アスカロンの象しよう徴ちようである、五本の聖剣コルタナ。ウィニフレッドはそのうちの一本を剣グラのンド大マス王ターから賜たまわった。剣に至上の価値を置くこの国で……ひいては、世界で五指に入る剣士の一人とされている男なのだ。

　もしツェンに聖剣エクスカルを貸さなければ、アトルが矢や面おもてに立たないといけなくなる。それは避さけたい……と、情けない話だが、考えてしまった。

　アトルはツェンにエクスカルを手て渡わたした。それと同時か直後だった。

　ウィニフレッドがテーブルの上に跳とび乗った。腰こしに吊つっている鞘さやから剣を抜く。なんという剣けん身しんだろう。見るからに尋じん常じようではない。

　まさに、光の剣だ。

　天窓から射す陽光を照り返しているのではない。刃はが青白い光を放っている。

「……聖剣クランソラス！」

「逃にげろ！」

　ツェンの声に押しだされるようにして、アトルとカヤは食堂の外に出た。聖剣と聖剣がぶつかりあう雷らい鳴めいのごとき音を聞きながら、他ほかに行くあてもないので、突つき当たりの扉とびらを目指すしかなかった。扉はびくともしない。見れば、こちら側から施せ錠じようして閂かんぬきを三本も掛かけられるようになっている。ただ、閂は一本も掛かっていない。鍵かぎは？　鍵穴に差しこまれたままだ。鍵を回しながら扉を押したり引いたりしてみた。やはり開かない。

「誰か……！」

　アトルは扉を叩たたいた。

「いませんか!?　この扉の向こうに、誰か……！　いるなら返事をしてください！　大変なんです！　どうか、返事を……！」

　叩く。掌てのひらで、拳こぶしで叩く。何度も、何度も叩いた。

「……!?」

　カヤがいきなり鍵穴から鍵を抜いた。鍵穴に耳を寄せる。何か聞こえるのか。アトルは扉に耳をくっつけてみた。聞こえる。くぐもっているが……男の声だ。

「……だ？　その、声……将軍じゃないな……？　なぜ……にいる……？」

「将軍じゃない……って。カヤ……！」

　アトルはカヤをどかせて、鍵穴に向かって叫さけんだ。

「あなたたち、ひょっとして、将軍を閉じこめてたのか……!?　なんで……!?」

「きさま、どこから入った……！　生きているのか……!?」

「生きてるに決まってるじゃないか！　こうやってしゃべってるんだから……！」

「どうやって奥に入ったのかと訊きいている！」

「外からだよ！　ここは中なんだ！　外から入るしかないだろ！」

「馬ば鹿かを言うな！　外から奥に入れるわけがない！　何のための奥だと思っている！」

「……だめだ、この人。何を言ってるんだか……さっぱりわけがわからない……」

「くっ……！」

　食堂からツェンが飛びだしてきた。ツェンは足で扉を閉めて飛びのいたが、すぐに開いてウィニフレッドも出てきた。……何だ、あの太刀たち筋すじは。

　猛もう将しようの誉ほまれ高い父や、その教えを受けた兄や姉とはまた違ちがう。でも、すさまじい。それはアトルにもわかる。

　ウィニフレッドは背筋をのばして、ほとんど膝ひざを曲げない。棒立ちの姿勢からすっと前に出て、右手だけで握にぎった聖剣クランソラスを振ふるう。肩かたが、いや、上半身全体が、異様なほどやわらかい。おそらくそのせいで、繰くりだされたクランソラスがぐにゃりと曲がって見える。

　そんな変則的な斬ざん撃げきを、見るからに必死で、ぎりぎりではあるが、聖剣エクスカルで打ち返すツェンもすごい。

「何してやがる、アトル……！　逃げろと言ったぞ……！」

「や、でも……あっ」

　そうか。アトルたちは隠かくし通路を通って奥に入りこんだ。当然、隠し通路を使って外に出ることもできる。この扉にこだわる必要はない……が、隠し通路がある書しよ斎さいに行くには、今やツェンとウィニフレッドをすり抜ぬけなければならない。カヤもいるし、無理だ。

　アトルは意を決して扉の向こうに呼びかけた。

「ぼ、僕はア……」

　だめだ。これでは。アトル・クライハートの名ではたぶん効き目がない。

「ジェレル！　ジェレル・クライハートだ！　ハラル・クライハートの名代として、キャメローにまかりこした！　早くこの扉を開けろ！　今すぐに……！」

「……ジェレル・クライハートだと!?」

　アトルと違って兄の名は、ハラル・クライハートの後こう継けい者しやにふさわしい若き俊しゆん英えい、天才剣士として、アスカロン中に鳴なり響ひびいていると云いっても過言ではない。臣になる前から腕うでに覚えがある者たちに試合を挑いどまれて、一度たりとも敗れたことがないのだ。

　果たして効果があったようだ。扉に振しん動どうが伝わってくる。何かやっているようだ。

「急げ！　急いで……！」

　ツェンは押されている……どころの騒さわぎではない。蜘蛛くもを思わせる気色の悪い身のこなしで跳はねまわって、なんとか斬きられずにすんでいる。呼吸のしどころを間違えただけで、一刀両断されてしまいそうだ。

「早く……！」

　扉が開きはじめた。

　開いた扉の隙すき間まから、男が顔をのぞかせた。髪かみをごく短くしていて、二十歳はたちかそこらに見えるが、たぶん童顔なのだろう。見た目の印象より実じつ年ねん齢れいはだいぶ上だ。そう思わせる厳しさや重々しさが眼まな差ざしや表情に漂ただよっている。

　男がつけている立派な胸当てに覚えがあった。

　浄じよう化か隊の指揮官だ。

　指揮官はアトルではなくて、ウィニフレッドとツェンのほうに視線を向けた。

「将軍……!?　ワルド・ボーン副市長……!?　なぜ……!?」

「おまえらこそ……！　ぬぇあ……！」

　ツェンがエクスカルでクランソラスを打ち払はらうと、耳を押さえたくなるような音が轟とどろき渡わたった。

「ヘンリー！　なんでこんなことになっちまってる!?　馬鹿なのか……!?」

「あなたのご懸け念ねんどおりだったということです、ボーン副市長！　将軍は……遺い憾かんながら、ご病気だった……！」

「ヒューグ……!?」

　と、指揮官を押しのけて、一人の女性が扉をくぐろうとした。髪をきっちりとまとめて、きらびやかな胸当てをつけている。アトルから見るとだいぶ年上だが……美人だ。

「ヒューグ！　ああ、ヒューグ……！」

「エルフィラ様、いけません！」

　指揮官が女性をひっつかまえて押し止めた。指揮官の名はヘンリーで、女性はエルフィラというのか。ヘンリーはアトルをちらっと見た。

「何がジェレル・クライハートだ……！」

「……いや、まあ、それはその……で、でも、僕だって本当に、ハラル・クライハートの息子むすこなんです……よ？」

「ＵＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＡＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡ……！」

「んむっ……！」

　ツェン・ヨーガ……いや、本名はワルド・ボーンなのか……副市長？　なんだっていい、とにかくツェンが、ウィニフレッドの一いち撃げきを防ぎきれずに吹ふっ飛ばされて、壁かべに叩きつけられた。

「ＦＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵ……」

　ウィニフレッドはツェンに追い打ちをかけないで……こっちに顔を向けた。

「獲え物ものォォ。獲物がたくさんだァァァ。死肉はまァァずい。とくに腐くさった肉は食えたものじゃない……ンンン……生は鮮せん度どが命だ。どうすればもっとうまく食べられる……？」

「ああぁぁぁ……あああああああぁぁぁぁぁ……！」

　エルフィラがヘンリーの腕の中で血ち反吐へどを吐はくように絶ぜつ叫きようした。

「苦労して、多くの犠ぎ牲せいを払い、奥に閉じこめさせていただいたというのに……！」

　ヘンリーは歯は嚙がみして、後ろに控ひかえている兵士たちに命じた。

「アスカロン剣士の誇ほこりにかけて、副市長を見殺しにはできぬ！　行け……！　将軍をお押さえしろ……！」

　兵士たちが雄お叫たけびをあげて奥に突とつ入にゆうしてきた。全員、剣と盾たてを構えてウィニフレッドに殺さつ到とうする。

「さあ、こちらへ……！」

　ヘンリーがものすごい形相で顎あごをしゃくってみせた。

　ウィニフレッドは兵士の盾をクランソラスでやすやすと斬り裂さいてしまう。彼らが身につけているブリガンダインなど、光り輝かがやく聖剣の前では紙同然だ。兵士が突きだした剣はウィニフレッドにかすりもしない。

　一人、また一人と、兵士が斬り殺される……いや、ウィニフレッドは兵士の腕を斬り飛ばし、脚あしを斬り落とすだけで、絶命させはしない。わざとだろう。何しろ、死肉はまずい、と言っていた。ウィニフレッドはさっき食事中だったのだ。

「行くぞ、アトル……！」

　ツェンが聖剣エクスカルをアトルに押しつけて、扉の向こうに逃げこんだ。アトルはカヤを先に行かせて、そのあとにつづいた。

　ヘンリーが扉を閉めると、兵士たちが閂を掛けはじめた。あちら側の閂とは違って、見るからに急ごしらえだ。ただ、太い鉄の棒を四本も掛けられるようになっている。これでは施錠されていなくても開くはずがない。

　カヤは廊ろう下かの隅すみに座りこんで、震ふるえている。励はげましてやらないといけない。無事だったのだ。……アトルたちは。

「あっちに残った、兵士たちは……」

「やむをえぬ」

　ヘンリーは妙みようにぎらついた目でアトルを睨にらみつけた。

「こうするより他ほかになかった。一度のみならず二度までも、私の命令で、幾いく人にんもの兵を犠牲に……」

　やがて扉が重苦しく振動しだした。ずん……ずん……ずん……と、誰だれかが扉を叩いているのか。蹴けりつけているのか。ＧＵＨＥＨＥ……ＡＨＥＨＥ……ＧＩＨＡＨＡ……これは笑い声だろうか。

「何があった？」

　ツェンが汗あせをぬぐいながら尋たずねた。

「それは……」

　言いかけたヘンリーを、エルフィラが凜りん然ぜんと……だが、悲しげな目で制止した。

「あたくしがお答えします、ボーン副市長。あの人の……ウィニフレッド将軍の身に起こったことです。せめて、このあたくしが……」







　５章　善と悪の狭間はざまで







　八日前の、夜半。寝しん室しつの扉とびらを叩たたく音がする前に、エルフィラの良人おつとは半身を起こした。むろん、彼女も目を覚ました。

「……ヒューグ様？」

「何事かあったらしい」

　良人が裸ら形ぎようのまま寝しん台だいから下りて夜着を身につけ終えたころ、副官のヘンリー・ノアロンドが扉を叩いた。

「将軍。夜分遅おそく申し訳ありません」

「気にするな、ヘンリー。……が、しばし待て」

「大だい丈じよう夫ぶです」

　もともと戦場暮らしをしていた身だ。エルフィラがまたたく間に衣服を着ると、良人はうなずいて扉を開けた。……それが始まりだった。終わりの、始まりだった。

　ヘンリー曰いわく、市内で暴動が発生したという。むろん、容易ならぬ事態だ。国境防衛の要かなめである城じよう塞さい都市キャメローでは、人殺しはおろか窃せつ盗とうすら多くない。市民は比ひ較かく的てき裕ゆう福ふくで、秩ちつ序じよが保たれている。良人はただちにヘンリー以下〝光剣ブライ士団ターズ〟の精せい鋭えいを率いて鎮ちん圧あつに向かったが、帰りを待つ彼女は胸むな騒さわぎがしてしょうがなかった。結果的に杞き憂ゆうではあった。良人たちは日が昇のぼる前に主城に戻もどってきた。怪け我がをした者もおらず、全員無事だった。しかし、良人は腑ふに落ちない様子だった。

「どのような手合いだったのです？　やはり、槍のカラン王国ドロの……？」

「いいや。身み許もとは確かだった。間ま違ちがいなくキャメローの市民だ」

「では、なぜ暴動など」

「わからない。正気ではない体ていだったが……」

　それ以上、話そうとはしない良人がエルフィラには歯がゆかった。二人は正式な夫ふう婦ふではない。彼は剣のアスカ王国ロンが誇る剣けん士しで、歴戦の将軍で、光の聖剣クランソラスを預けられた名士でもある。だが、彼女の出自は口にするのもはばかられるほど卑いやしい。彼と釣つりあう女ではないのだ。ゆえに、彼からの遠回しな求きゆう婚こんを彼女は受け流した。彼もあえて彼女に強しいることがないまま時は流れ、周囲に事実上の夫婦と認められるようになると、今さら何かを変えるには大きなきっかけが必要だった。二人の間にそれは訪おとずれなかった。

　もとより彼女には過ぎた相手だった。良人と出会い、仕えるようになるまで、彼女は堕だ落らくしきっていたのだ。彼女は売れるものは何でも売ったし、平然と幾いく多たの罪を犯おかした。女だてらに戦場働きをして、鬼き女じよと恐おそれられた。彼の妻にはふさわしくない。ただ、それだけに、酸いも甘いも嚙かみわけた戦士の面を持っているという自負がある。彼女を煩わずらわせまいという良人の気き遣づかいは嬉うれしいが、すべて打ち明けて欲しくもあった。

　胸騒ぎは消え去ることなく、彼女の中でくすぶりつづけた。正体の知れない予感は的中する。その日の暮れ方、また暴動が発生したとの報が主城にもたらされた。今度の鎮圧には、副市長のワルド・ボーンも同行した。ボーン副市長は彼女の良人とは旧知の仲で、奇き矯きような振ふる舞まいと異相の持ち主だが、文武両道、博学多識の異才だ。強きよう烈れつな自尊心と口の悪さに目をつぶることさえできれば、頼たよりになる。

　良人たちは首しゆ尾びよく暴動を鎮しずめたようで、夜のうちに帰ってきた。良人もヘンリーも兵たちも怪け訝げんそうだった。いや……怯おびえ、混乱している兵すらいた。ボーン副市長は目をぎょろつかせて、おかしい、と熱っぽい口調で言った。

「何かが起こってる。それが何かは、この俺にもわからん。推測はできるが……何しろ、手がかりが少ない。……今はまだ、な」

　それは予言のように聞こえた。実際、暴動は……否いな、異変は、終息しなかった。

　しかも、そのあとは立てつづけだった。

　西区で……東区で……大通りのそばで……果ては聖堂で……最初のうちはヒューグ・ウィニフレッド将軍率いる光剣ブライ士団ターズが対処したが、じきに手が回らなくなった。常時キャメローの防備にあたっている守備隊も、非番の兵が招集されて駆かりだされ、それでも足りなくなると、当番兵たちが持ち場を離はなれて出動した。

　間もなく兵にも負傷者が出はじめた。キャメロー市内は騒そう然ぜんとしていて、次々と怪我人が運びこまれる主城は戦時中の様相を呈ていした。ついに手当てを受けていた兵の一人が息をひきとった。サーラム・プロムリー市長は非常事態を宣言し、王都に急使を派は遣けんしようとした。その矢先だった。

　死んだはずの兵が、近くで傷兵の看護をしていた女に襲おそいかかったのだ。

　その場面をエルフィラは目もく撃げきした。傷兵たちが慌あわてて死人を女から引き剝はがそうとしたが、逆に腕うでだの肩かただのを嚙まれた。凄せい惨さんな光景がエルフィラの中に眠ねむっていた戦士の魂たましいを呼び起こした。彼女は傷兵から剣を引ったくって死人を斬きった。ただちにボーン副市長が守兵を連れて駆けつけてきた。遅くはなかった。伏ふせっていた傷兵たちが一人、また一人と起き上がって、猛もう然ぜんと周りの者に躍おどりかかったのだ。ボーン副市長がきてくれなければ、エルフィラも嚙みつかれて……命を落としていただろう。

「こいつは……病びよう魔まかもしれん」

　ボーン副市長が、彼にはめずらしい深刻な表情で言った。

「病魔……ですって？」

「ああ。そうだ。こんな病魔があるとは……だが、風か邪ぜや麻ま疹しんのようなありふれたものから、巨顔症だの鉄皮病だのといった、この目で見ても信じられんものまで、病魔の種類は数かぎりない。仮死状態に陥おちいったあと、錯さく乱らんして暴れはじめる……そんな病魔があったとしても、おかしくはない」

　主城内では悪あく魔まの仕し業わざだと囁ささやく者が多かったが、それよりはボーン副市長が唱える病魔説のほうが信しん憑ぴよう性せいが高いようにエルフィラには思われた。ボーン副市長は病魔だとした場合の対策法をプロムリー市長にいくつか進言したが、兵を差配するだけで手一いつ杯ぱいで、それ以外の手立てを講ずるのは不可能な状じよう況きようだった。ボーン副市長は赤死病を引き合いに出して、このままでは手て遅おくれになる、と主張した。とくに、感染の疑いがある負傷者の取り扱あつかいは厳正に行わねばならない。

「第一に、隔かく離りだ。隔離が難しいなら、適切な処置をする。……いや、言葉を飾かざっても始まらん。負傷者の経過を見るに、確実に重じゆう症しよう化して助からない。本人の名めい誉よと誇ほこりのためにも、自死させるか、できなければ慈じ悲ひをくれてやる。殺すしかない」

　プロムリー市長だけではなく、文官も、武官も、烈れつ火かのごとく怒おこってボーン副市長に反発した。傷を負って苦しんでいる部下を、同どう僚りようを、友を殺せと言われて、黙だまってうなずく者がどこにいるだろう？　仮にそれが正しくても……よしんばそうする以外にないのだとしても、まともな人間にはできない。それは決して慈悲などではない。冷れい酷こくであり、非情であり、非道だ。

　一日経たち、二日経って、出ずっぱりだったヒューグ・ウィニフレッドが帰城すると、ボーン副市長は親友である〝光のブリリ剣士アンツ〟を説得して味方につけようとした。ところが、エルフィラの良人は副市長の話を遮さえぎって、あとにしてくれ、とかすれた声で言った。

「……どうした、おまえさん。ひどい顔色だぞ」

「疲つかれた。少し休みたい。仮か眠みんだけでもとらせてくれ。頼たのむ、ワルド……」

　良人は寝室にひきとるまで軍装を解かなかった。エルフィラはその理由を知った。

「あなた……」

「私としたことが、不覚をとった……」

　良人はあえて兜かぶとを被かぶらず、堂々と素す顔がおをさらして指揮を執とるのが常だった。また、背を鎧よろわないことでも知られていた。良人は腰こしの後ろあたりに傷を負っていた。明らかに嚙み傷だった。歯形がついて、肉が抉えぐられていた。

　寝台に横たわった良人を、彼女が手当てした。良人はすぐにうとうとしだした。眠りに落ちてはうなされて目を覚まし、彼女が声をかけると返事をするものの、要領をえなかった。ボーン副市長が寝室を訪ねてきた。彼女は部屋には入れず、追い返そうとした。ボーン副市長は察しているようだった。

「……やはり、本当に手傷を負ったんだな。あの馬ば鹿か野や郎ろう……」

「なぜ、それを」

「人の口に戸は立てられん。やつは兵を率いていたんだ。見ていた者がいる。それに……そうでなくたって、わかるさ。他ほかでもない、ヒューグ・ウィニフレッドのことだ。俺にはわかる」

「ならば、皆みなの気持ちも理解できるのではありませんか。他ならぬ、ヒューグ・ウィニフレッドなのです。それでも、副市長のお考えが正しいと言えますか」

「おい、エルフィラ、俺を見くびるんじゃないぞ。いや、俺はまだいい。だがな。ヒューグを愚ぐ弄ろうするのは許さん」

「どういう意味です」

「やつが我が身かわいさに正道から目を背そむけるような男だと思ってるのか。だとしたら、俺はおまえさんを買いかぶってたってことになる」

　はっとした。ワルド・ボーンの言うとおりだと認めざるをえなかった。エルフィラが知っているヒューグ・ウィニフレッドなら、親友の意見が道理に適かなっていると思えば、どんな決断でも下すだろう。部下が死ななければならないのなら、自らの手で殺す。たとえそれが自分自身でも同じだ。良人は笑って死ぬだろう。

　ボーンは正しい。この男はいつもそうだ。正解を知っている。誰だれよりも見み抜ぬいている。

　だが、人は正しさの奴ど隷れいではない。……良人を死なせたくない。どのような姿になり果てても、生きていて欲しい。

　幸い、エルフィラは身分こそウィニフレッド将軍の従者だが、内ない縁えんの妻つまで、腹心でもあると見なされている。兵たちは彼女を信しん頼らいしているし、市長とも直接口がきける。将軍の副官ヘンリー・ノアロンドは、彼女を崇すう拝はいしてさえいる。副市長は有能でも人望がない。憎にくしみや、恨うらみさえ買っている。工作は難しくない。

　実際、簡単だった。将軍が会いたいと言っていると偽いつわって誘さそいだすと、あのボーンが拍ひよう子し抜けするほど簡単についてきた。ヘンリー以下味方の兵に囲まれて、ボーンは苦笑いを浮うかべていた。

「俺も甘い。エルフィラ。おまえさんがそこまで愚おろかだとは思ってなかった。女の浅あさ知ぢ恵えとは言わんがね。男でも女でも、賢かしこいやつは賢いし、馬ば鹿かは馬鹿だ」

「どうか口を慎つつしまれよ、ボーン副市長どの」

　ヘンリーが剣けん先さきを突つきつけて脅おどしても、ボーンは悲しそうに鼻を鳴らすだけだった。

「おまえさんたちも、俺も、等しく馬鹿だ。度しがたいが、まあいいさ。俺は出ていく。そうして欲しいんだろう？　ヒューグによろしく伝えておいてくれ」

　ボーンは主城外へと追放された。皮肉にも、そのころにはもうボーンの具ぐ申しんに従うしかない情勢に追いこまれていた。負傷者は発症する。ゆえに、主城には入れない。プロムリー市長の判断で、瀕ひん死しの傷兵が何人も外に運びだされた。キャメロー市内はすでに手をつけられない、地じ獄ごくとみまごう悲ひ惨さんな有様になっている。兵はすべて撤てつ収しゆうさせ、せめて主城だけは守り抜かなければならない。主城は完全に閉へい鎖さされた。

　負傷者を主城に留とどめおくわけにはいかないので、良人おつとは疲ひ労ろうからくる体調不良で起きられないのだという理り屈くつで押し通すしかなかった。だが、兵の多くや市長夫妻、ヘンリーは、真相を知っていたか、勘かんづいていたはずだ。それにもかかわらず、そうするのがあたりまえだと皆、納なつ得とくしているようだった。

　なぜなら、ヒューグ・ウィニフレッド将軍なのだから。エルフィラもそうだが、一度でもともに戦ったことがあれば、ウィニフレッド将軍は特別だとわかる。剣技は圧あつ倒とう的で、統とう率そつ力は図ず抜ぬけていて、冷静で、果断で、高潔で、とにかく比類ない。

　日常の穏おだやかで少しはにかみ屋の彼と接した者は、彼に師事したいと願い、叶かなうことならば彼の友人になりたいと欲ほつし、女ならば彼に愛されたいと熱望するだろう。そして、彼は末まつ端たんの兵とですら親しく語らい、剣グラのンド大マス王ターにさえ恐れず諫かん言げんし、女は公平に、割れ物を愛めでるように扱う。悪魔に取り憑つかれていようと、ウィニフレッド将軍を見捨てることなどできない。むしろ、将軍が苦境に陥っているのならば、万ばん難なんを排はいしてお守りしなければならない。おそらくは、期待している向きもあった。あのウィニフレッド将軍ならば、仮に未知の病魔に冒おかされているとしても、自力で快かい癒ゆされるのではないか？　それは奇き跡せきかもしれない。しかし、将軍の身にならば奇跡が起こってもおかしくはない。

　体調不良の将軍を奥に移して静養させる。プロムリー市長がそう決定した。誰もが将軍を信じていたが、とはいえ不安を抱いだく者が皆かい無むだったわけではない。市長は自らの家である奥に将軍をひきとることで、将軍がキャメローにおける最高権力者の庇ひ護ご下にあることを示し、また、兵らを安心させようとしたのだ。まさに英断だとエルフィラは思った。彼女は市長に深く感謝し、昏こん睡すいしている良人を奥の客間に運んだ。その翌日だった。

　エルフィラは市長のすすめに従い、市長夫人や使用人に良人の看護を任せて自室で休んでいた。片時も良人から離れたくはなかったが、市長夫妻の厚こう意いをむげに断ることはできなかった。彼女は悔くいるべきなのだろうか……？

　どれだけ後こう悔かいしても、時をさかのぼることはできない。ヘンリーの報しらせを受けて奥へと向かったときには、もはや市長一家は一人残らず惨ざん殺さつされていた。良人の仕業だとは信じたくなかったが、彼女はなぜか受け容いれていた。あるいは、ワルド・ボーンの言葉がずっと頭の隅すみに引っかかっていたせいかもしれない。

　エルフィラ。おまえさんがそこまで愚かだとは思ってなかった。

　たしかに、彼女は愚かだった。いつものごとく、ボーンは正しい。もし良人が意識を取り戻もどしてボーンの話を聞けば、必ず自ら身を処していただろう。彼女はそうさせまいとした。鬼き女じよとも呼ばれた彼女がたった一人、心の底から尊敬し、愛した男を、何がなんでも失いたくなかった。

　ただ、彼女は愚かではあったが、この結末をまったく予想しなかったわけではない。こうなって欲しくはなかった。しかし、こうなる可能性はある。彼女は恐おそれていた。こうはならない、なるはずがないと思いこもうとしていた。

「奥を、封ふう鎖さしなければ。……あたくしが、この手で」

「いけません、エルフィラ様。私がやります。それは将軍の副官たる私の責務です」

　ヘンリーは有う無むを言わさず光剣ブライ士団ターズの剣士たちを率いて奥に突とつ入にゆうした。彼らを追うことも考えた。だが、とくに守備隊の兵が狼ろう狽ばいしている。彼らを捨て置くことはできない。

　……いや。そうではない。

　彼女は逃にげたのだ。この上は良人の手にかかって死にたい。そう願いはすれど、病魔に冒され、発症した者がどうなるのか。彼女は目にしている。良人の変わり果てた姿を見たくはなかった。良人に殺されるのなら本ほん望もうだが、食われたくはない……──。




　　　　＊




「……僕の、父も」

　エルフィラの告白を聞き終えると、アトルは黙っていられなくなった。

「ハラル・クライハートも、屍し霊りように嚙かまれて……言葉をしゃべる屍霊になってしまったんです。目も……ウィニフレッド将軍と同じように、光っていた」

　カヤがアトルの手をぎゅっと握にぎってくれた。エルフィラとヘンリーは目を瞠みはって、歯を食いしばっている。兵たちは一人の例外もなく息を詰つめて……扉とびらを叩たたく音と、くぐもった笑い声だけが廊ろう下かの重い空気を震ふるわせている。

「なんでだ……？」

　ツェン・ヨーガ……いや、ワルド・ボーンは頭を抱かかえた。

「屍霊に嚙まれて感染し、仮死状態になると、発症して……屍霊になる。ところが、ごく一部の者はヒューグのように、特とく殊しゆな状態になっちまう。どうしてだ？　いったいどういうことなんだ……？」

「あなたは……！」

　ヘンリーがボーンに怒ど声せいを浴びせた。

「ボーン副市長！　あなたはまだ、そんなことを……！　なぜとか、どうしてとか、考えたところで何の意味があるというんだ……！」

「あるさ！　馬鹿め、わからんのか！　もしこれが本当に病びよう魔まなら、治せるかもしれんのだぞ！」

「……治せる」

　エルフィラはよろめいて、ヘンリーに支えられた。

「治る……？　あの人が……治る……？　もとのあの人に、戻るかもしれない……？」

「むろん、その可能性があるって話でしかないがな」

「なっ……」

　アトルは絶句した。……治る？　病魔のせいだとすれば、治せるかもしれない？　もしそうだとしたら、父も……ハラル・クライハートも？　キルシャ・ヒルヴィも……？

　治るかもしれなかったのに、アトルは……殺した。キルシャを、この手で。

　父を討うった。

　取り返しがつかないことをしてしまった。

「……噓うそだ」

　ありえない、と思いたい。しかし、人が死んで、屍霊になってしまう。それか、奇き怪かいな病魔のせいでああなってしまう。どちらが得心がいく説明だろうか？　普ふ通つうに考えれば、後者だ。母が急死し、ロディエリスが病死して、アトルは死を知った。思い知らされて、実感した。人にかぎらず、生き物は死ねば動かなくなり、放っておけば朽くちてしまう。

　だとしたら屍霊とは、病魔のせいでおかしくなった人間なのだ。

　単に俗ぞく信しんの屍霊に似ているだけで、あくまで生きている人間なのだ。

　アトルは笑いたかった。あるいは、泣きたいのかもしれない。とにかく叫さけびたい。そうしないと、弾はじけてしまいそうだ。頭が、躰からだが、破は裂れつしそうだ。

「アトル」

　不意にカヤがアトルを力いっぱい抱だきしめた。カヤは自分より背の高いアトルを引きこみ、押しこめるようにして顔に胸を埋うずめさせ、頭を撫なでた。こらえきれなくなった。アトルは少しだけ泣いてしまった。それから、動どう揺ようした。

「……カ、カ、カヤ……？　な、何を……」

「むかし、ごしゅじんさまが、こうしてほしいと」

「ごごごごごごご主人様!?」

「くるしいよる、つらいとき、こうしろ、と」

「……そ、そっか。そう……なんだ。へえ……」

　いったいカヤはどんな境きよう遇ぐうにあったのか。ご主人様とは何者で、カヤは何をさせられていたのだろうか。それにしても……癒いやされるというか、満たされるというか、同時にたまらなくなる……いや、癒やされたり満たされたりしている場合ではない。それは間ま違ちがいなくそうなのだが、これはちょっと、というかだいぶ、離はなれがたい。

「もう、遅おそい」

　ヘンリーが妙みようにうつろな声で呟つぶやいた。

「遅すぎる。仮に、治ったとしても……どうする？　今さら、どうなるというのだ？　将軍は……我が敬愛する将軍は、自らの部下や、市長と奥方、幼いご息女やご子息まで手にかけ、あまつさえ……たとえ治ったとしても、その事実は……」

「……そうだな」

　ボーンは壁かべに背を預けた。急に十歳ほども老ふけこんだように見える。

「そのとおりだ、ヘンリー・ノアロンド。おまえさんの言うとおりだろうよ。どっちにしても、手て遅おくれだ。あいつは俺にとって、唯ゆい一いつといってもいい友だちだったが……俺にできることがあるとしたら、これ以上、あいつの名を汚けがさないように……」

「だから、我々は将軍を奥に閉じこめさせていただいたのだ！　奥は完全に閉鎖できる。市長が最後の最後に立てこもり、援えん軍ぐんを待つための場所……ゆえに、この扉を外から封ふうじてしまえば、出ることは……」

　ヘンリーは愕がく然ぜんとしたように額を押さえた。

「……ボーン副市長。あなたがたは、どこから奥に入ったのですか」

「隠かくし通路だ。そんなものがあることは、歴代の市長と副市長しか知らん」

　ボーンは舌打ちをして、壁を叩いた。

「……まずいな。もし、ヒューグのやつが隠し通路を見つけたら……」




　　　　＊




　ダミアンは屋根の上から身を乗りだして左右に首を巡めぐらせた。正門へと至る大通りはたいそうにぎわっている。

「やっぱり、ここはだめだねえ」

　ダミアンの隣となりでルーイがため息をついた。

「屍霊、多すぎ。さすがにこれだと、下りる気にはなれないよね。うん。無理無理」

「……おい、ルーイ」

「何だい、盗とう賊ぞくくん」

　実際、ダミアンは盗賊なのだが、盗賊呼ばわりされると気分がよくない。結局、兄のせいだという被ひ害がい者しや意識がダミアンの中にはあるのだろう。もし自分に選せん択たく権があれば、盗賊になどならなかった。盗ぬすみも、人を傷つけるのも、繰くり返すうちに慣れはしたが、最初から平気だったわけではない……。

「さっきから俺らを連れ回して、てめえ、何を考えてやがる」

「何をって、そろそろ潮時だろ？　ぼくはもう、さっさとこの街から出たいんだよ。ていうかね。連れ回してるだなんて心外だな。きみたちが勝手に、ぼくについてきてるんじゃないか」

「何だと」

「いいんだよ？　ぼくはべつに。ついてきたくないなら、好きにすればいいだろ。ぼくは一人でもいいし。むしろ、一人のほうが気楽だったりするしね」

「こっちが下手に出てりゃあ、つけあがりやがって……」

「ぼくはつけあがってなんかないよ。それに、きみが下手に出てるとも思えないな。だって、きみの態度、ぜんぜん謙けん虚きよじゃないし、殊しゆ勝しようでもない。なんだか居い丈たけ高だかで、はっきり言っていけ好かないね」

「てめえ！」

「ほら、そうやってすぐ、大きな声を出してさ。おかげで、屍霊が集まってくる」

「う……」

　ダミアンはわずかにのけぞった。


　……あああぁぁぁ……、

　おおぉぉぉぅぅぅあああぁぁぁ……、

　んんぅぅあぁぁおぉぉぁぁ……、

　ぐぁぁぁぁあぉぁぉぉぉおおおぉぉぉ……。



　屍霊たちが建物の上にいるダミアンたちに気づいた。寄ってくる。建物の外がい壁へきにへばりついて、手をのばす。前の屍霊を後ろの屍霊が押して、その屍霊をさらに後ろの屍霊が押す。屍霊たちは一様にダミアンを見上げている。どうせ届きはしない。やつらが壁をよじ登ってくることはない。そう思ってはいても、怯ひるまずにはいられない。

「ルーイ」

　コーデリアがルーイの腕うでに手をかけた。

「わたくしは、自らの意思で別行動をとることを選んだツェンはともかく、アトルとカヤを捜さがしたいのです。手を貸していただけませんか」

　ルーイはにっこり笑ってみせた。

「いやだ」

「そうですか。仕方ありませんね。自分でなんとかします……が」

　コーデリアは笑えみを返した。まったく、信じがたい美び貌ぼうだ。盗賊風情ふぜいにはまぶしすぎて、居い心ごこ地ちの悪さすら感じる。

「あなたがわたくしたちを簡単に見捨てるとは、どうしても思えません。そもそも、あのときあなたが助けてくれなければ、わたくしたちはここにいないのですから」

「あれは気まぐれだよ、お姫ひめ様さま。ぼくはいい人間じゃない」

「少なくとも、わたくしにとっては命の恩人で、いい人です」

「褒ほめ殺しにしても、ぼくはきみの騎き士しになったりしないよ？」

「あの」

　と、リーゼがまばたきをしながら口を挟はさんだ。

「訊きいてもいい？」

「何かしら、リーゼ？」

「騎士って女の人でもなれるの？」

「……それは、おそらく無理ね。馬のハスト王国ランで女性が騎士に叙じよ任にんされた例はないし、他ほかの国でも事情は似たり寄ったりだと思うわ」

「そうなんだ。じゃあ、ルーイは……」

　言いかけたリーゼの口を、ルーイがふさいだ。

「ちょっと、こっちに」

「……んんう？」

「いいから、きて！」

　ルーイはリーゼの口を手で押さえたまま、少し離れた場所に連れていった。

　二人で何か話しこんでいる。

　ダミアンはコーデリアと顔を見あわせた。コーデリアも何がなんだかわかっていないようで、不思議そうだ。

　しばらくして、二人が戻もどってきた。ルーイは渋しぶい顔をしている。

「言っておくけど、ぼく、無理はしないからね」

「……いきなり、何だ」

　ダミアンは首をひねった。ルーイと対照的に、リーゼは満足げだ。得意げと云いってもいい。リーゼとルーイがやけにべたべたしているのも気になる。色いろ仕じ掛かけでたらしこんだのか。そういうやりとりをしていたようには見えなかったが……。

「人助けをすると気分がいいし、ぼくだって嫌きらいじゃない。でも、そのために自分の身を危険にさらすほど、お人好よしじゃないってこと」

「だから……」

「とりあえず、手伝ってあげるよ。アトルとカヤを捜すのはね。ただし、やばくなったら、何があろうとぼくは逃にげる。そのときは止めたって無む駄だだよ」

「ええ、もちろんそれでかまいません」

　コーデリアは丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをした。

「感謝します、ルーイ」

「……いいよ。そういうのは。危なくなったら、ほんとにとんずらするんだからさ。噓うそじゃないよ。そういうときは、ぼく、すっごく素す早ばやいからね。覚かく悟ごしといたほうがいいよ。わかったら、行こ。あー。やっぱり逃げるとしたら、屍し霊りようが少ないほうかなあ。だとしたら、西区かなあ……」

　ルーイの案内で、いったん大通りから離れて、東に戻った。それから屍霊を避さけつつ、路地に下りて通りを横切ったり建物に登ったりして、また西へ。

　キャメローには正門から主城までまっすぐ結ぶ道はない。正門から東に向かう大通りで南広場まで行き、そこから水の通り路と呼ばれる、細い水路に挟まれた通りで北西へ進む。突つきあたる北広場は聖堂に面していて、そこから大石段と称しようされる石段の道を経て中央広場へ。中央広場からのびる剣けんの通りの先に主城がそびえている。

　ルーイは大石段を横断して、さらに西を目指した。そうとう考えて経路を選んでいるはずだが、この小こ柄がらな優やさ男おとこはこれっぽっちも迷っていないように見える。ダミアンたちはただ黙だまってついてゆくだけでいい。

　情けない話だ、と思わないでもなかった。コーデリアもリーゼも、すっかりルーイを頼たよりにしている。当然だ。ルーイは実際、頼りがいがある。

　ひるがえって、自分はどうだ。ダミアンは耐たえがたい胸むな苦ぐるしさを覚えた。

　ダミアン・ポルシュは単なる盗賊にすぎない。

　兄ゲドルクには、てめえは馬ば鹿かだ、もっと頭を使え、手も動かさねえ、まったく使えねえ阿あ呆ほうだ、ろくでもねえ屑くずだといつもどやされて、反感を抱いだいていた。しかし、兄は正しかったのではないか。

　ダミアン自身は、飛び抜ぬけて腕っ節ぷしが強かったわけでも、狡こう猾かつだったわけでも、仲間に好かれていたわけでもない。兄が盗賊団の頭かしらにのしあがったおかげで、弟も自然と周りから重んじられるようになった。迷めい惑わくだとは思っていた。兄貴は兄貴で、俺は俺だ、と。だいたい、俺はやりたくてやってるわけじゃねえんだ、この盗賊どもめ。そう思いながらも、兄に命じられるまま悪事を重ねてきた。昔のことも、現在のことも、先のことも、真面目まじめに考えはしなかった。

　誰だれのためだと思ってやがる、と兄は事あるごとに言ったものだ。てめえのためだろうが、と怒ど鳴なりながらダミアンを殴なぐった。すまねえ、と謝あやまりつつも、ダミアンは胸の裡うちで毒づいていた。いったい誰が頼たのんだよ？　俺はもう餓が鬼きじゃねえ。兄貴なんかいなくたって、一人で生きていける。余計なお世話なんだよ。……あんたがいるから。

　兄貴、あんたのせいで、俺の人生はめちゃくちゃだ。やれ物もの乞ごいだ、恐きよう喝かつだ、美人つつ局もたせだ、盗みだ、果ては殺しだと、やりたくもないことをやらされて、魂たましいは汚けがれて闇やみに落ち、もう救われない。

　ぜんぶあんたが悪い。兄貴、あんたのせいだ。

　俺は悪くない。

　……俺は、悪い人間じゃないんだ。

「言い訳ばかりじゃねえか……」

　声に出すつもりはなかった。自分自身に嫌いや気けが差し、たまらなくて、つい呟つぶやいてしまったのだ。

「言い訳って？」

　後ろを歩いているリーゼに聞かれてしまったようだ。ダミアンは慌あわてて振ふり向き、頭かぶりを振った。

「何でもねえよ、娘むすめっ子こ」

「そう？」

「ああ」

「でも、なんだか様子が変だし」

「俺はもとからこんなもんだ」

「アトルが心配？」

「……そんなわけ、ねえだろ」

「ダミアン」

　コーデリアの声が妙みようにやさしげに聞こえて、息が詰つまりそうになった。

「あなたはきっと、自分で思うよりも、ずっと善良な人です」

「俺は盗とう賊ぞくだぞ」

「だとしても、わたくしはそう思っています」

「買いかぶりだ」

　ダミアンは短く濁にごった笑い声をもらした。話にならねえ、と思うしかなかった。たぶん、この女は本当にお姫様なのだろう。だから頭の中がお花畑なのだ。

「てめえらなんぞに、俺のことがわかってたまるかよ……」

　わかるはずがない。事実、わかっていない。アトルが心配？　そんなことはまるで考えていなかった。……自分。

　自分。

　自分。

　自分。

　自分のことだけだ。

　兄は人間の屑だったが、それでも屑なりに弟のことを思いやっていた。ところが、弟は違ちがった。兄が死んで、嬉うれしかった。くたばりやがった。ざあまみろ！　これで自由だ。生きたいように生きられる。生きてやる。でも、どうやって？　わからない。屍霊のせいだろうか？　違うような気がする。屍霊がいなくても、たぶんあてなどないだろう。

　何もない。

　ここにはダミアン・ポルシュという空っぽの人間がいるだけだ。

「あれ……？」

　ルーイが足を止めた。

「妙だな」

　ダミアンは我に返った。こんなときに考えごとをするとは、ずいぶん余よ裕ゆうがある。ルーイに任せっきりだったということだ。兄に従い、ジェレルに、そしてアトルについてきて、今度はルーイか。結局、自分では何も決められない。……このままでいいのか？

　ダミアンは舌打ちをして、あたりを見まわした。よくはない。いいとは微み塵じんも思っていないが、じゃあどうすれば……？

「はっ……」

　コーデリアが息をのんだ。

「屍霊たちが」

　あなたはきっと、自分で思うよりも、ずっと善良な人です……か。いっそ、本当に善良な人間になるべく励はげんでみるか？　盗賊のダミアン・ポルシュが、善人に……？

　冗じよう談だんにしても、質が低い。

「たしかに妙だな……」

　ダミアンは呟いて、リーゼをちらっと見た。リーゼは口を引き結んで、コーデリアに抱きよせられている。

　かわいそうにな……と、不意に思った。

　リーゼはそれこそ善良な娘なのに、気の毒だ。突とつ然ぜん、屍霊どもに襲おそわれ、家族を失い、とんでもない目に遭あって、故郷を遠く離はなれる羽目になり、また災難に見み舞まわれている。ダミアンがいい人間なら、彼女のような娘をなんとしても守ろうとするだろう。コーデリアは実際、そうしている。善人とはこのお姫ひめ様さまのような者のことだ。

「あの人たち……」

　リーゼが声を震ふるわせて言った。屍霊をつい人と呼んでしまう。やさしい娘なのだ。

「どうしてあんなに急いで走ってるの……？」

「獲え物ものを追いかけてるのかな。いや……」

　ルーイは目を細めた。

「ぼくにはどうも、逃げてるように見えるんだよね。もっと言えば、逃げ惑まどってるっていう感じかな」

　この屋根の上から望めるどの通りにも屍霊はいる。

　ダミアンが知るかぎり、屍霊はまず休まない。おそらく獲物を探しているのだろう。のろのろと動きつづける。そして、獲物の存在を察知した途と端たん、そっちに向かって最高速で、遠回りすることなく、最短距きよ離りを選んで移動する。だから、屍霊の群れは、まとまりなくうろうろしているか、川のように一方向に流れるか、基本的にはそのどちらかだ。

　今、ダミアンが目にしている屍霊たちは、違う。

　ある屍霊は東に向かって駆かけている。別の屍霊は北のほうへ走ってゆく。南へと突っ走ぱしる屍霊もいる。てんでんばらばらだ。屍霊とぶつかって転ぶ屍霊。屍霊に撥はね飛ばされる屍霊。屍霊に踏ふみにじられる屍霊もいる。

　ただ、西に向かう屍霊だけはいない……ように見える。

　何か恐おそろしいものが西にあって、屍霊たちはそれから逃げている。ルーイの言うように、そう考えられなくもない。

「でも、屍霊が逃げたりするか……？」

「さあね。ぼくは屍霊じゃないし、訊きかれても答えられないよ」

「ひょっとしたら、屍霊の弱点かもしれないわ」

　コーデリアがリーゼの背中を撫なでながら言った。

「この向こうに屍霊の苦手なものが、何かあるとしたら……」

　それが何か知ることができれば、使えるかもしれない。……と思うのと同時に、ダミアンは引っかかりを感じた。何が気になるのか？　わからない。ルーイが微笑ほほえんだ。

「おもしろそうだね」

「……てめえな。おもしろがってる場合かよ」

「へえ。盗賊くんって、けっこう真面目なんだね。ま、盗賊だからって、不真面目とはかぎらないか。だけど真面目な盗賊って、なんかつまらないなあ」

「つまらなくて悪かったな」

「あと、ひがみっぽいよね、きみって」

「うるせえ。黙れ」

「いやだ」

「……てめえ」

「どっちにしても、ちょっと様子見かなあ。この状じよう況きようだと、進むのも……」

　ルーイは口をつぐんで弓を構え、矢をつがえた。どうかしたのか。そう。どうかしたのだ。ダミアンもすぐにわかった。

　二本先の通りだ。そこの屍し霊りようたちの流れが明らかにおかしい。いや……むしろ、正常なのか。屍霊たちが押し流されるように西から東へと駆けている。

　あっちから、何かがやってくるのか。

「……追い立ててる」

　ルーイが呟いた。

　逃にげたほうがいいのではないか。ダミアンは一いつ瞬しゆんそう思ったが、確信を持てなかった。それに、脚あしが動かない。声も出せない。……何をびびってやがるんだ？　ダミアンは喉のどを押さえながら自問した。びびっている。そのとおりだ。ダミアンは怯おびえていた。勇ゆう敢かんではなくても、臆おく病びよう者ではないつもりだ。何もかもどうでもいい。捨すて鉢ばちだったから、恐れる必要がなかった。……でも、あれは。

　一人の男が屍霊の一団を追いかけている。躍おどりかかって、何か煌きらめくものを振りまわし、屍霊を……斬きっているのか。ということは、あれは剣けんか。しかし、陽光を照り返しているわけでもないのに、剣とはあんなにも輝かがやくものだろうか。剣にかぎらず、何物だろうとあのように光ったりしないのではないか。

「俺の目が変なのかもしれねえが……光ってねえか」

「ええ」

　コーデリアがいち早く肯こう定ていした。

「あの男が手にしているものは、光を放っているように見えます。わたくしにも」

「ふわぁ……」

　リーゼがおかしな声をもらした。たった一人で屍霊を追い、光る剣のようなもので蹴け散ちらしている男に見入っているようだ。

「もしかして、さ」

　ルーイは、ふう……と、息を吐はいた。

「あれ、アスカロンの聖剣コルタナってやつ？　だったりして……？　たしか、キャメローにいるウィニフレッドっていう将軍は、聖剣コルタナの使い手だとか」

「ということは、味方……!?」

　コーデリアが喜色をあらわにしてリーゼを抱だく腕うでに力をこめた。

　ダミアンは気がつくと自分の親指を囓かじっていた。子供のころ、兄によく、指を嚙かむなと注意されたものだ。

「噓うそだろ……」

　笑いがこみあげてきた。これが笑わずにいられるだろうか。

「すげえ。すげえぞ、ちくしょう。うはは！　マジかよ。ハンパじゃねえ。あんなのって、ありか。屍霊がまるで塵ごみ屑くずみてえじゃねえか。おいおいおい！　そんなに簡単かよ！　信じられねえな、くそ！　くそったれ！　まるで……まるで、英えい雄ゆうじゃねえか……！」

　男は光の剣で屍霊を狩かる。血肉を舞まわせて、刈かりとるように狩る。立てつづけに狩る。人間は屍霊にとって獲物だ。そのはずだ。でも、あの男にとっては屍霊こそが獲物なのだ。しかも、とるにたらない獲物らしい。屍霊は自覚しているのだ。自分たちは獲物だと。狩られる対象なのだと。だから屍霊たちは逃げる。逃げる以外に手はない。猫ねこに狙ねらわれて逃げない鼠ねずみはいない。戦っても無む駄だだ。殺されて食われるだけだ。食う者と食われる者の関係は絶対なのだ。何があっても崩くずれない。

「すげえな、しかし！　すげえ！　すごすぎる！　馬ば鹿か野や郎ろうめ、すげえぞ、おい……！」

　ダミアンは両りよう腕うでを振ふった。屍霊。屍霊どもめ。さんざんやつらに脅おびやかされて、悩なやまされてきた。それがあの男にかかればこの様ざまだ。胸がすくとはこのことだ。屍霊どもが逃げてゆく。もう男はダミアンたちが見下ろす通りに至ろうとしている。剣の輝きだけではなく、男の姿がだんだんはっきりと見えてきた。

　姿といっても、男は血まみれだ。全身に血肉を浴びて、とんでもないことになっている。おかげで顔も何もわからない。恐ろしい話だが、しょうがないだろう。あんなに斬って斬って斬りまくれば、ああなってもしかたない。ああなって当然だ。勲くん章しようのようなものだろう。ダミアンは恐れるのではなくて、讃たたえるべきだ。そんなになるまで屍霊を片かたっ端ぱしから斬り捨てるなんて、ものすごいことだ。すばらしい。偉い業ぎようだ。

「わははは！　すげえ！　すげえぞ！　すげえ……！　さっきから俺、すげえしか言ってねえな！　でも、すげえ！　ははははは！　マジですげえよ！　うはははははは……！」

　男が近づいてくる。光る剣が届く範はん囲いの屍霊はぜんぶ斬ってしまったようだ。潰かい走そうする屍霊を追うのはやめて、男は歩いている。ゆったりとした足どりだ。

　こっちを見た。

　ダミアンは思わず手を振りかけて……やめた。

　目だ。

　光っているのは、剣だけではなかった。

　男の両眼が……、

「え……」

「あっ……」

　コーデリアとリーゼが二人してすくみあがった。

「……おっとぉ？」

　ルーイは弓ゆ弦づるを引き絞しぼった。

　そういうことか……と、ダミアンは思い至った。感じた引っかかりの正体。こういうことだったのだ。

　前にもダミアンは、屍霊たちの異常行動を目もく撃げきしたことがある。ブラドストン橋。屍霊の大群。だが、橋の中ほどに空隙があった。屍霊たちはなぜかそこを避さけていた。理由はやがて判明した。

　そこには一人の男がいた。ハラル・クライハート。アトルとジェレルの父親。しかし、息子むすこのことは覚えていないようだった。ぎこちない、妙みようなしゃべり方をした。

　それから、目が爛らん々らんと光っていた。

「やあ」

　光る剣をたずさえた男が、血染めの顔に、おそらく……笑えみを浮うかべて、歩みよってくる。ゆっくりと。だが、一歩一歩、着実に。

「小鳥ちゃーんたち。どうしたのだァい？　怯えているな？　怖こわがることはないよ。大だい丈じよう夫ぶだァ。そこでじっとしているといい。今、迎むかえに行くから」

　……奇き妙みようだ。

　何か、人を小こ馬ば鹿かにしているような、揶や揄ゆしているような口調ではあるが、ぎこちなくはない。しっかりしている。

　ハラル・クライハートとは明らかに違ちがう。

　だが、目が光っている。

　ダミアンはコーデリアとリーゼを見た。二人は抱きあって、光る剣を持った男を凝ぎよう視ししている。男の正体を測りかねていて、どうすればいいのかわからない、といった様子だ。それはそうだろう。あたりまえだ。女たちに判断を仰あおいでどうする？　ルーイ。こういうときはルーイだ。

　鋭するどく細い風切り音がした。ルーイが矢を放ったのだ。

　なんて腕だ。矢は命中した。

　男の左目に突つき刺ささった……と思われた。

「ほぉォ……」

　男が左手でつかみ止めなければ、矢は眼球を貫つらぬいていただろう。

「元気な小鳥ちゃんだァ。ＪＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＩＣＹＹＹＹかなァ？　うまそうだ」

「やべえ……！」

　ダミアンはコーデリアとリーゼの腕をつかんで引っぱった。

　ルーイも身をひるがえした。

「何だよ、あれ……！」

「し、屍霊だ！　あれも、たぶんな……！」

「きゃあっ！」
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　コーデリアが悲鳴をあげた。

　あの男……今の今まで下の通りにいたのに、もう屋根の上にいる！

「どうなってるんだ……よ！」

　ルーイが振り向いて矢を射た。男は剣も使わず、素す手でで矢をはたき落としてしまった。

「小鳥ちゃァーん」

「……怖っ！」

　ルーイは逃げる。屋根の上を飛ぶように駆かけてゆく。男はルーイに狙いを定めたようだ。ダミアンたちのほうには……こない。

　ルーイと逆方向に行けば、きっと逃げられる。

「俺は、盗とう賊ぞくだ」

　悪い人間じゃない？

　馬ば鹿かなことを。悪い人間に決まっている。どれだけの人間から大切なものを奪うばってきたと思う？　数えきれない。悪人だ。

「お姫ひめ様さま！　娘むすめっ子こを頼たのむ！」

　ダミアンはコーデリアとリーゼを向こうに押しやり、ルーイが逃げてゆく方向めがけて走った。

「……ダミアン！　気をつけて……！」

「無茶しないで……！」

　やめろ。やめてくれ。ダミアンは歯を食いしばる。……俺を気き遣づかうな。この盗賊にはふさわしくない。やさしい言葉は気持ち悪くて、胸焼けがする。

「……ルーイ、やつには借りがある！　それだけだ……！」







　６章　君の彼方かなたに







「おお、痛いてえ……」

　ワルド・ボーンは頰ほおを撫なでながら衛兵に目礼して主城門をくぐった。指を見ると、血がついている。今朝けさ方、起きがけに一戦交えたあと、別れ話を切りだしたら股こ間かんを蹴けられて、顔を引っかかれ、元情人宅から追いだされた。股間のほうはもう痛まないが、頰の爪つめ痕あとはしばらく消えそうにない。

　うとましい朝空を見上げながら前庭を通り抜ぬけて主城に足を踏ふみ入れる。副市長として執しつ務むを開始するにはまだ早いが、私室で一ひと眠ねむりするほどの時間はない。目をつぶったままでもこなせる日常業務をさっさと片づけて、あとは椅い子すに座って居眠りでもしていればいいのだ。執務室にいさえすれば、ワルド・ボーン副市長に面と向かって文句を言う者はいない。……一人をのぞいて。

「ワルド。また朝帰りか」

　執務室の手前でその一人に出くわすとは、まったくついていない。しかも、女連れときている。ボーンは選えり好みしないわりに女にはうるさい。そんなボーンから見ても、やたらといい女なものだから、始末に負えない。

「……何だよ。おまえさんは奥さん連れて、朝のお散歩か」

　女によう房ぼう呼ばわりしてやると、決まってその女は目を伏ふせて顔をわずかにこわばらせる。わかっていて、ボーンはそうするのだ……が、この男は気にもとめず、平然としている。

「日中、エルフィラと共に過ごせる時間は、そう持てるものではないのでな」

「言うわりには、いっつもそうやって二人で仲良くしてるだろうが」

「何か不満でもあるのか」

「不満ってわけじゃあない。ただな。好きこのんで一人の女に縛しばられてやがる、おまえさんの気が知れないだけさ」

「ワルド」

　ヒューグ・ウィニフレッドは奥まった切れ長の目でボーンを見すえた。いわゆる端たん整せいな顔だちとは少し違うが、この男を美男子だと思わない女はそういないだろう。ただの美男ではない。癖くせというか味がある。この男を一目見たら、忘れるのは至難だ。

「さしでがましいようだが、ちゃんと愛せる女を見つけろ」

「俺はしっかり愛してるつもりだがな。ただ長つづきしないだけで。俺は飽あき性しようだから、二度、三度抱だけば、どんな女でもうんざりしちまう」

「私には、そうではなく、入れこむことを恐おそれているように思える。女にかぎらない。貴公は誰だれに対しても同じだ」

「おまえさんにもか」

「ああ。貴公は私にも本性を見せようとしない」

「気のせいじゃねえか。だいたいな、ヒューグ。本性ってほどたいそうなもの、俺にはねえよ。俺は見てのとおり、これだけの人間だ。やれば何でもささっとできちまう天才で、人からは妬ねたまれ、ひがまれて、落とせない女はいない」

「ここにおります」

　エルフィラが微笑ほほえんだ。

「まったく、この不器用な堅かた物ぶつのどこがいいんだか。俺には理解できんね」

　ボーンが唇くちびるをゆがめて肩かたをすくめると、ヒューグは意外そうに目を瞠みはった。

「貴公にもわからぬことがあるのだな」

「……喧けん嘩かを売ってやがるのか？」

「試合ならば望むところだが、友とあえて喧嘩をしたいとは思わぬ」

「馬鹿め……」

「それは、貴公にしてみれば、誰でも馬鹿に見えるだろう」

「もういい。俺は寝ねる」

「間もなく執務時間だぞ」

「いいんだよ、俺は。仕事なんざ、寝ながらでも片づけられる。何が副市長だ。くだらねえ。さっさと辞やめて、真理を探究する本来の道に立ち返らんとな」

「それが貴公の願いなら、むろん私は応おう援えんさせてもらう」

「いるかよ。応援なんかな。大きなお世話だ！」

　ボーンは野犬を追い払はらうように手を振ふって、ヒューグとエルフィラの脇わきを通り抜けた。執務室の扉とびらを開ける前に振り返ると、二人はこっちを見て笑えみを浮うかべていた。

「行け、行け！　せっかくの二人で過ごせる時間とやらを無む駄だに費ついやすんじゃねえ！」

「お気遣い、ありがとうございます」

　エルフィラが腰こしを折って礼をすると、ヒューグは声を立てて笑った。

「くそ！　早くちゃんと結けつ婚こんしろ！　馬鹿どもが！」

　ボーンは乱暴に扉を開けて執務室に入り、椅子に浅く腰かけた。

「……いい女だよ。ヒューグ。幸せにしてやれ。おまえさんにはできるんだ……」

　頰の傷を指でこする。血はまだ止まっていない……──。




　　　　＊




　彼らは為なすことなく、為す術すべもなく、主城に閉じこもっているわけにはいかなかったのだ。誇ほこり高きアスカロン剣けん士しは敗北主義を採とらない。戦って勝ちとる。たとえ敗北が必至の状じよう況きようであっても、それを目指す。死中に活を求める。

　彼らは病びよう魔まに汚お染せんされたキャメローを取り戻もどさんとした。

　浄じよう化かだ。そのためには、この街を完全に浄化しなければならない。

　病魔に冒おかされて発はつ症しようした病者を一いつ掃そうする。一見、病魔の影えい響きようを受けていないかのように見える者も、感染防止の措そ置ちを講じていないのならば、安易に無事だと考えるべきではない。保護して隔かく離りするにしても、主城内に入れるのは危険だ。もちろん、外も危あやうい。ならばいっそ、一思いに楽にしてやる。それが慈じ悲ひというものだろう。

　キャメローを浄化する。ヘンリー・ノアロンド率いる浄化隊四十五名。彼らはそのための兵士たちだ。

　エルフィラも武装し、顔をほとんど隠かくして、これに加わっている。

　それから、アトル・クライハートとワルド・ボーン、カヤ。カヤは鎖くさり帷子かたびらを着せられ、厚手の長い首巻きで頭を覆おおわされて、護身用に剣も一応、軽いものを持たされている。ボーンは鎧よろい兜かぶとも首巻きも拒きよ否ひした。アトルも首巻きをすすめられたが、ボーンを真似まねして断った。ボーン曰いわく、病者……すなわち屍し霊りよう以外が感染経路になっているとしても、鼠ねずみだの何だのに嚙かまれさえしなければ、まあ大だい丈じよう夫ぶだろう。もし感染しているのなら、もう手て遅おくれだ。今さら気にしたところでどうにもならない。

「進め！　進めぇい……！」

　ヘンリーが号令をかけて、浄化隊を突つき進ませる。主城を出て、襲おそいくる屍霊たちを粉ふん砕さいしながら剣の通りを直進して、中央広場へ。さらに屍霊たちを蹴け散ちらしつつ大石段を駆け下りて北広場に至ると、聖堂の横を通って西区に入った。

「すごいな……！」

　浄化隊は動く壁かべだ。ほとんど隙すき間まなく並べた盾たてで、次から次へとぶつかってくる屍霊を難なく撥はね返す。それだけではない。彼らは皆みな、剣を持っている。突き刺さすことも斬きり裂さくこともできる鋭するどく研とぎ澄すまされた剣だ。彼らはその剣で屍霊どもの顔面を突く。頭を叩たたき割る。血肉が、眼球が、脳のう漿しようが飛び散る。動かなくなった屍霊を踏み越こえて、彼らは進む。ひたすら進む。

　浄化隊の大半は光剣ブライ士団ターズの団員だ。精せい鋭えい中の精鋭と云いっても大おお袈げ裟さではない。外から見るのと、中にいるのとではまた一味違ちがう。

　彼らは本物だ。わんさといる屍霊の数と比べれば、わずか、たったの四十五人でしかないが、屍霊に付け入る隙すきをまったく与あたえない。街中屍霊だらけなのに、こうして浄化隊に囲まれていると、安あん堵ど感かんすら覚える。

　彼らのような剣士たちが屍霊に後おくれをとったなんて、信じられない。しかし、市内のあちこち……いや、ありとあらゆる場所で暴動が発生すれば、十人足らず、ときには数人で鎮ちん圧あつに向かわなければならなかっただろう。そうなると、いくらなんでも厳しい。剣や槍やり、矢を防ぐ防具を身にまとっていても、寄り集まられて倒たおされたら無意味だ。屍霊たちは鎧兜を剝はぎとって、勇ゆう敢かんな剣士の肉体に食らいつく。餌え食じきにしてしまう。

「大丈夫かい、カヤ……!?」

「はい……！」

　アトルにひっついているカヤも、さほど怯おびえているようには見えない。

　ボーンはやたらときょろきょろしている。

「何か気になることでも……!?」

　訊きくと、ボーンはうるさそうにアトルを一いち瞥べつして、

「おまえさんは気にならんのか！　西区に入ってから、様子が変わった……！」

「言われてみれば……!?」

　と、一応、言ってみたが、アトルはまったく気づかなかったし、こうして見まわしても、とくには……いや、どうも正面から浄化隊にぶつかってくる屍霊が多いような。

「アトル……!?　アトル・クライハート……！」

「えっ……」

　いきなり名前を呼ばれるとは思ってもみなかったので、かなり驚おどろいた。

　彼女に呼びかけられるなんて。

　アトルは見上げた。通りに面している建物の、屋根の上だ。二人の若い女が身を乗りだしている。

「コーデリア様……！　リーゼも……！」

　つい、様付けで呼んでしまったが、そんなことを気にしている場合ではなさそうだ。リーゼが叫さけんだ。

「ルーイと、ダミアンが……！」

　二人がどうしたのか。くわしく訊きたいが、浄化隊は進みつづけている。置いていかれたら、ただではすまない。まずはついてゆかないと。

　浄化隊と足並みをそろえながら、アトルは二人をちらちらと見た。二人は何か言いながら腕うでを振っている。方向を示しているようだ。

「ヘンリーさん……！　ヘンリー・ノアロンド……！」

　大声で呼ばわると、ヘンリーは振り返りこそしなかったが、反応はあった。

「何だ、アトル・クライハート……！」

「ええと……！　何かあったようです……！」

「何かとは何だ……！」

「いや、そこまではちょっとあれなんですけど……！」

「やはり、きみがハラル卿きようのご子息とは、どうしても思えん……！」

「……うるさいなぁ！」

　思わず下を向いて言い返してしまった。こういう大人げないところも、たしかにあの父の息子むすこらしい振る舞まいとは云えないだろう。でも、そう簡単に、今すぐ変わることはできない。情けない、不ふ肖しようの息子のままではいたくないが、さあ心機一転、今このときから自分はクライハートの名に恥はじない立派な男で、一人前の剣士だ、というわけにはいかないのだ。時間が欲しい。

「ああぁっ……!?」

　無理な相談なのだろう。都合よく時間など与えられるわけがない。

　向かって左側の、建物……屋根の上で、光が舞っている。

　剣だ。光る剣。聖剣クランソラスだ。

　ヒューグ・ウィニフレッドがクランソラスを閃ひらめかせて、一人の男を……屋根際ぎわまで追いつめた。あれは……、

「ダミアン……!?」

「やばいな」

　ボーンが呟つぶやいた。その直後だった。

　何か細いもの……たぶん矢がどこからか飛んできて、ウィニフレッドはそれをクランソラスで無造作に斬り払った。ダミアンはその隙に逃にげようとしたが、もう屋根から半分足を踏ふみ外しかけている。逃げ場はない。

「っ……！」

　カヤが声にならない悲鳴をあげた。

　ウィニフレッドがクランソラスを一いつ閃せんさせる。ダミアンはよけるしかない。彼の山刀のような剣では聖剣を防げないからだ。ダミアンは正しい。でも、確実にウィニフレッドの斬ざん撃げきから逃のがれるには、右でも左でもなく、後ろ……下がるしかなかった。

　ダミアンはそうした。

　当然、屋根から身を投げる恰かつ好こうになった。

　落ちた。どうなった？　アトルの前には浄化隊の兵士がいる。その向こうには屍霊たちが。屍霊の数は多くない。でも、よくは見えない。

「……っそお！　盗とう賊ぞくくん……！」

　ルーイの声がした。どこにいるのだろう。わからないが、どこかそう遠くない場所からルーイが立てつづけに矢を放っている。ウィニフレッドはその矢を一本残らずクランソラスで叩き落としてしまう。聖剣を振るいながら、ウィニフレッドは禍まが々まがしく光る眼めで見下ろしている。

　アトルたちを。

　いつの間にか凍こおりついたように足を止めている、浄化隊を。

「生きた人間がこォーんなにたくさん……！　今日はァァご馳ち走そうの日だァァァァ……！」

「あの人を……！」

　エルフィラの絶ぜつ叫きようはかぎりなく泣き声に近かった。

「止めるのです……！　あたくしたちが、それをやらなければ……！」

「浄化隊……！」

　ヘンリーが雷のごとき大だい音おん声じようで剣士たちを励はげました。

「往ゆくぞ……！　将軍をお止めする……！　我らがやらずして、誰だれがやる……！」

「おお！」

「おおお！」

「おおおお！」

「おおおおおお……！」

「ウォォォフゥゥゥゥゥゥウォルゥゥゥイルァァァァウォォォフゥゥゥゥゥゥゥ……！」

　ヘンリーがアスカロン剣士が受け継つぐ鬨ときの声を発すると、兵士たちも声をあわせた。

「ウォォフゥゥゥウォルゥゥゥイルァァァウォォフゥゥゥゥ……！」

「ウォォォフゥゥゥゥゥウォルゥゥゥゥイルァァァウォォォフゥゥゥ……！」

「ウォォォォフゥゥゥゥゥウォルゥゥゥイルァァァァウォォォフゥゥゥゥ……！」

「ウォォォフゥゥゥゥゥウォルゥゥゥイルァァァァウォォォフゥゥゥゥゥゥゥ……！」

「ウォォォォォフゥゥゥゥゥウォルゥゥゥイルァァァァウォォォフゥゥゥゥゥゥ……！」

　男たちは昂たかぶっている。鍛たん錬れんで培つちかった鋼はがねの理性で規律を守り、守って、ためこんだ熱を、そして野性を、ここぞというときに解放するのだ。その瞬しゆん間かん、アスカロン剣士の集団は恐おそるべき破は壊かい力を発揮して、あらゆる敵を木こっ端ぱ微み塵じんに打ち砕くだく。

　ウィニフレッドが舌した舐なめずりをして、屋根から飛び降りる。

「突とつ撃げき……！」

　ヘンリーの号令一下、堰せきを切ったように浄じよう化か隊が駆かけだした。

　ボーンは、何を考えているのか、つづかない。

　屍霊がほとんどいなくなっていることに、アトルは気づいた。あの日、ブラドストン橋でも、屍霊たちは父ハラルに近づこうとしなかった。それと一いつ緒しよか。

　建物の上でコーデリアとリーゼがどこかを見ている。落下したダミアンの身を案じているのだろう。ルーイも屋根の上にいる。ダミアンが落ちたあたりだ。

「カヤを、お願いします……！」

　アトルはボーンにカヤを押しつけて、走った。

「ああ……!?　ぼうず、こら……！」

　どうでもいい。ダミアンは所しよ詮せん、盗賊だ。どうなったって知るものか。コーデリアにしてもリーゼにしても、それからルーイも、なぜそんなにダミアンなんかのことを気にかけるのか。どうしてアトルは……ダミアンのもとへ急ごうとしているのか。

　通りのど真ん中で、ウィニフレッドと浄化隊が衝しよう突とつした。

　光が、血が、人体の一部が、怒ど号ごうが、入り交じって乱れ飛ぶ。

　アトルはできるだけそっちを見ないようにして、通りの端はじっこを駆けた。ダミアン。いた。うずくまっている。

「ダミアン……！」

「……アトル」

「怪け我がは……!?」

「平気だ、嚙かまれてはねえ」

　ダミアンは近くの建物の外がい壁へきを支えにして立ち上がった。

「おい！　アトル！　盗賊くん！」

　ルーイが上から叫んだ。

「先の路地に入って！　縄なわを下ろすから！　今のうちに、逃げないと……！」

　……逃げる。そうか。逃げないと。逃げる？

　アトルは浄化隊に目をやった。ああ。だめだ。だめだ、だめだ、だめだ。ぜんぜんだめじゃないか！

　クランソラス。聖剣が描えがく軌き跡せきは光の線となって目に焼きつき、しばらくの間は消えない。おかげでウィニフレッドは無数の光線に包まれているように見える。〝光のブリリ剣士アンツ〟。それは異名というより、正しい名、本名であるかのようだ。

　ウィニフレッドは剣けん士しの盾たてを蹴けったり左手で押したりしてどかす。突つきだされる剣まで、何も持たない左手でやすやすと払はらってしまう。そうしてクランソラスを振ふるう。数えきれないほどの光線が浄化隊の剣士たちを斬きり刻む。しかも、光線はただめったやたらに剣士を傷つけているのではない。ウィニフレッドは明らかに狙ねらっている。

　剣士たちの手を。

　腕を。

　もしくは、脚あしを。

　あんなことができるのなら、首を刎はねればいい。ウィニフレッドには簡単なはずだ。

　でも、あえて、そうしていないのだ。

　なぜなら、そんなことをしたら、死んでしまう。

　主城の奥で、ウィニフレッド自身が言っていたではないか。

　死肉はまずい、と。

　生は鮮せん度どが命だ、と。

　獲え物ものを殺すわけにはいかないのだ。生かしたまま、抵てい抗こうすることも、逃げることもできないようにしないといけない。

　それで、ウィニフレッドは剣士たちから手足を奪うばおうとしている。

　光線と、飛散し、乱らん舞ぶする血液、手、腕、脚、剣や盾の中心で、おそらく……笑えみを浮うかべているウィニフレッドの足あし許もとは、死し屍し累るい々るいではない。生者たちがほとんど身動きもできず、悶もだえている。

　誇ほこり高きアスカロン剣士たちが、ヒューグ・ウィニフレッドに一ひと太刀たち浴びせることも叶かなわず、四し肢しを切断されてゆく。誰も彼も己おのれと仲間の血にまみれて、芋いも虫むしのように這はうのが精せい一いつ杯ぱいなのだ。

　もはや、無傷の剣士は半数に届かないだろう。たぶん、二十名ほどだ。

　それでも剣士たちは怯ひるむことなく突撃を敢かん行こうしているが……正直、無む駄だだ、としかアトルには思えない。

　全ぜん滅めつ。

　十中八九、彼らは全員、ウィニフレッドに殺される。

　いや……生きたまま、食われるだろう。

「ダミアン」

　アトルはルーイが言っていた路地とやらを探した。……あった。少し行ったところにある。あれだろう。

「一人で行ける？　あそこまで」

「……まあ、なんとかな」

　ダミアンは左足を浮かせている。ただちょっと足首を挫くじいたとか、その程度の怪我ではなさそうだ。

　アトルはルーイを見上げた。

「頼たのむ、ルーイ！　ダミアンに手を貸してやって！」

「え!?　きみは……!?」

「カヤを連れてくる……！」

　アトルは言うなり踵きびすを返した。殺さつ戮りく……否いな、解体の現場を見ないようにして、近づかないようにしても、ひりひりする。怖こわい。素す裸はだかで燃えさかる炎ほのおの中を突っ切るような恐きよう怖ふ感かんだ。カヤを置いてこなければよかった。最初から連れてくるべきだったのだ。ボーンとカヤのところまで無事、たどりつけたときは、全身から力が抜ぬけて転びそうになった。

「戻もどってきやがったか」

　ボーンはぎょろ目をよりいっそうぎょろぎょろさせて、青筋を立てていた。

「せいぜいカヤを守ってやれ、ぼうず」

「ボ、ボーンさんは」

「俺にはやることがある。友だちを放ってはおけんからな」

　ボーンは剣をくるっと回して、額の前、顎あごの前で指を鳴らした。

「あいつの太刀筋すじはこの目に焼きつけた。もともと、よくわかってる。あいつのことは、誰よりもな」

　カヤがボーンに押しだされて、アトルにしがみついた。健在な剣士の数はこうしている間にも減っている。ヘンリーとエルフィラは左右からウィニフレッドに斬りかかって、挟はさみ撃うちにするつもりのようだ。でも、通用するのか。

「行け、ぼうず。せっかくだから、生き残れよ」

　ボーンが進みでた。覚かく悟ごしているのだ。ボーンは命いのち懸がけでウィニフレッドに挑いどもうとしている。それはもちろん、ヘンリーとエルフィラも同じだろう。

　アトルは何も言えずにカヤを抱かかえるようにして走った。戦いの行方ゆくえが気になる。どれだけ気になっても、きっと見ないほうがいい。

　ダミアンは外壁伝いによろよろと路地を目指している。左足以外も痛めているのかもしれない。さっきの場所からあまり進んでいない。

　路地からコーデリアとリーゼが飛びだしてきた。ダミアンを手助けするために下りてきたのだろう。

「ウォォォフゥゥゥゥゥゥウォルゥゥゥイルァァァァウォォォフゥゥゥゥゥゥゥ……！」

　ヘンリーの鬨の声が響ひびいて、思わずアトルは振り向いてしまった。

　自分の足で立っている剣士はもう四、五人というところだ。その四、五人を始末しようと踏ふみだしたウィニフレッドに、ヘンリーが正面から、エルフィラは右から、ボーンは左から襲おそいかかった。

　三人同時。

　一いつ斉せいだ。

　アトルは足を止めて見入った。といっても、一いつ瞬しゆんの出来事だった。

「Ａ・ＨＡＡＡＡＡＡＨＨＨＨＨＨ……！」

　ウィニフレッドは聖剣クランソラスを一いつ閃せん、二閃させてヘンリーの盾をばらばらにしながら、エルフィラを蹴け飛とばし、ボーンの鳩尾みぞおちに拳こぶしを叩たたきこんだ。

　三人とも、ウィニフレッドめがけてそれぞれ剣を繰くりだしたのに、かすりもしなかった。ウィニフレッドはちょっと躰からだをひねったり首を傾かたむけたりするだけで、ぜんぶ完全によけてしまった。

　ヘンリーは盾の残ざん骸がいをとっさに捨てて跳とび下がった……にもかかわらず、ウィニフレッドとの距きよ離りは開かなかった。

　ヘンリーが下がったぶん、ウィニフレッドが前に出たからだ。

「んぬう……！」

　ヘンリーは斬ろうとしたのか、突こうとしたのか。

　わからない。

　その前に、ウィニフレッドがクランソラスでヘンリーの利きき腕うでを斬り飛ばしてしまったからだ。

「っあっ……」

　ヘンリーは尻しり餅もちをつきかけて、なんとかこらえた。

「副官どのぉ……！」

「隊長……！」

「ぬあああああ！」

「うおおおおおおおお……！」

　残りの剣士たちがウィニフレッドに殺さつ到とうした。

「まろマイやかだルド」

　ウィニフレッドがクランソラスを操あやつり、光線が剣士たちの右腕を、左腕を斬ざん断だんする。

　一人の剣士が、首を刎ねられた。

「オォォウ」

　ウィニフレッドは首を振った。

「しくじったぞ、ワタシとしたことがァァ」

「あなた……！」

　エルフィラが体勢を立てなおしてウィニフレッドに突っこもうとする。やめろ、とアトルは思わずにいられなかった。無茶だ。敵かなう相手じゃない。内ない縁えんの妻つまだからといって、ウィニフレッドは容よう赦しやしないだろう。

　そんなことよりも、かまわず逃にげないと。

　ああ、でも、目を離はなせない。

　エルフィラとウィニフレッドの間に、ヘンリーが割りこんだ。

「将軍……！　いけません……！」

　アトルは息をのんだ。

　まさか。

　そのまさかだ。

　光線が奔はしる。

　……止まった。

　クランソラスの光る刃はが、ヘンリーの肩かた口ぐちにふれる寸前でぴたりと静止している。

「ンンンンンＮＮＮＮＮＮ……？」

　ウィニフレッドは首を傾かしげた……というよりも、九十度近くまで倒たおした。

「見覚えがあるなァ。子こ豚ぶたァ。ワタシと、ドコで会った？」

「……将軍。私は……将軍、あなたの部下です。副官です！　ヘンリー・ノアロンドですよ！　覚えて……いらっしゃいますよね？　将軍……私は、あなたを……！」

「ヘンリィィィィィィィィィィィィィィィィィＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹ」

「そ、そうです！」

「ノォォォォォォォアロンドォ？」

「ええ！　ヘンリー・ノアロンドです！　私は、あなたにあこがれて……」

「わかった」

「将軍！」

「城で、ワタシを閉じこめたなァ？　子豚ァ。アレはおまえの仕し業わざだ」

　ウィニフレッドはクランソラスを振ふりかぶろうとした。そのときだった。

　一本の矢がウィニフレッドの左目に突つき刺ささった。

　ルーイだ。

　屋根の上からルーイが狙そ撃げきしたのだ。

「……ＡＨＨＨＨ？」

　ウィニフレッドは左手で矢を引き抜いた。

　矢と一いつ緒しよに、眼球も抜けた。

　ウィニフレッドは矢に刺さっている自分の眼球を一いち瞥べつして口にふくむと、くちゃくちゃと咀そ嚼しやくした。

「フゥム。普通だ」

「……くっそ。脳までいかなかったか」

　ルーイが呟つぶやきながら二の矢を弓につがえた。

「将軍……！」

　ヘンリーは泣き崩くずれて、膝ひざをついた。

「おお！　将軍……！　こんな！　こんなことが……！　主よ……！」

「いやあぁぁぁぁぁ……！」

　エルフィラは激しく頭かぶりを振った。

　もうだめだ。あの二人は戦うどころの騒さわぎではない。

　ワルド・ボーンは違ちがった。

　いつ、どうやって、ウィニフレッドの背後に回りこんだのか。

　ボーンは音もなく後ろからウィニフレッドに詰つめよって、剣けんを振るった。両手でしっかりと柄つかを握にぎり、渾こん身しんの力をこめた、必殺の一いち撃げきだった。

　ウィニフレッドは……すり抜けた。おそらく体たいを捌さばいてかわしたのだろうが、そんなふうにしか見えなかった。

「……なっ……!?」

　ボーンは見事に空から振ぶりした。たぶん、二重の意味で驚おどろいているはずだ。まずは、斬撃を回かい避ひされてしまったこと。そして、それなのに、ボーン自身がまだ無事なこと。

　ボーンにとっては、のるかそるかならぬ、斬きるか斬られるかの大勝負だったはずだ。この一ひと振ふりでしとめられなければ、即そく座ざに反撃される。ボーンはそう思っていたに違いない。ところが、そうはならなかった。

　ウィニフレッドはボーンを無視して、歩いてゆく。

　ダミアンのほうに。

「いやっ……あっ……」

　アトルは呆あつ気けにとられた。なぜ、そっちに……？

　ダミアンは、一人ではない。コーデリアとリーゼが両側からダミアンに肩かたを貸して、路地に向かおうとしている。

「逃にィ。がァ。さァ。んん。よォ。ＫＡ・ＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡ」

　……逃がさない。獲え物ものは一人も逃がすつもりはない。そういうことなのか。

「くっ……!?」

　ダミアンがウィニフレッドに気づいて、コーデリアとリーゼを突き飛ばした。

「逃げろ、お姫ひめ様さま、娘むすめっ子こ……！」

　コーデリアとリーゼはつんのめりながら何か叫さけんだ。

　そのときにはもう、アトルはカヤを置いて駆かけていた。そうする前に、彼女に一声かけただろうか。覚えていない。

「ウォォォフゥゥゥゥゥゥウォルゥゥゥイルァァァァウォォォフゥゥゥゥゥゥゥ……！」

　アスカロン剣けん士しの鬨ときの声なんか、ちゃんと練習したことがない。だから、見み様よう見み真似まねだ。それでも、思いきり腹から声を出すと吹ふっ切れたし、ウィニフレッドも振り向いてくれた。ありがたい。

　聖剣対聖剣だ。

　エクスカル対クランソラス。

　アトルは父や兄ほどうまく聖剣を使えない。たぶん、ボーンにも及およばないだろう。

　勝てない。

　絶対に勝てっこない。

　必ず負ける。

　アトル・クライハートはこれから負けるのだ。どうやっても負ける。

　つまり、死ぬ。

　死以外の結末は用意されていない。

　そう思うと、不思議と気が楽になった。

　あるいは、これが覚かく悟ごというものなのかもしれない。未来は決まっているのだから、じたばたしてもしょうがないが、じたばたしてもいい。どうせ同じことだ。何をしたっていい。逃げてもいいが、そうしてもやられる。だったら、戦ってもいい。そうだ。

　全力で戦えばいい。

　一瞬で片がついてしまうかもしれない……片づけられてしまうかもしれないが、どのみち負けるのだ。

　終わりだ。

　確実な終わりに向かって突っ走れ。

「勝負……！」

　アトルは聖剣エクスカルを振りかぶった。無む謀ぼうだな、と思う。いい。それで。

　大上段からの、斬り下ろし。兄に千回繰くり返せと命じられて、三百回ほどしかできず、ぶっ倒れたものだ。

　ウィニフレッドは、これを……クランソラスで防いだ。

　聖剣と聖剣が激げき突とつすると、稲いな妻ずまのような音が轟とどろいた。

　くる。

　ウィニフレッドが攻せめてくる。させるか。

　攻められる前に、アトルは手首を返して鋭するどく、小さく、回転させるように、エクスカルを繰りだす。

　光がまたたく。

　ウィニフレッドはクランソラスでエクスカルを受ける。受ける。受ける。

　早くもアトルは息が切れている。でも、まだだ。まだ。まだ。まだ。まだまだだ。

　呼吸ができなくなっても、心臓が破は裂れつしそうでも、攻める手を止めない。ゆるめない。ひたすら攻めつづける。

　兄や姉ほど鍛たん錬れんしてこなかった。アトルはそう思っていたし、事実そのとおりだろう。ただ、兄にどやされて、厭いや々いやながらも、アトルなりに剣を磨みがいてきた。物心がついてから、剣を持たなかった日は少ない。ペンよりは剣のほうが手に馴な染じんでいる。
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　一流の剣士には手も足も出ないが、二流の剣士となら戦えなくはないだろう。クライハート家の男として、あのハラル・クライハートの息子むすことしては、あまりに物足りない。失格だ。しかし、一人の剣士として、そこまでなまくらだろうか？　どこまでも使えない、だめな剣士か？

　そんなことはない。

　見ろ。

　ハラル・クライハートと並ならび称しようされるヒューグ・ウィニフレッド将軍が、防戦一方じゃないか。

　この手に聖剣エクスカルさえあれば、やれる。

　戦える。

　ひょっとしたら、このまま押しきって、勝てるかもしれない。

　これが、真の実力？

　そう思った……いや、勘違いしかけたときだった。

「おォい、子犬ゥ」

　光が襲おそってきた。

　アトルはあとずさることしかできなかった。聖剣では撥はね返せない。間に合わない。

　後退するだけでは、足りない。

　本能だ。躰からだが勝手に動いた。

　アトルは聖剣エクスカルを前に出して、身を庇かばおうとした。

　光の刃はは肉も骨も草を刈かるように断たち斬ってしまった。

　エクスカルを握りしめている右手ごと。

　アトルの右みぎ腕うでを。

「だめ……！」

　と、コーデリアが叫んだ。

　だめと言われても、ウィニフレッドは止まりはしなかった。当然だ。しかし、アトルは叱しつ咤たされて、後ろに転がった。おかげで、押しよせてくるクランソラスの猛もう威いから逃のがれることができた。

　でも、次はやられる。確実に。

「……借りるぞ！」

　ボーンがエクスカルを右手で拾い、左手には自分の剣を持ってウィニフレッドの前に立ちはだからなければ、アトルは右腕につづいて左腕を、それからおそらく両りよう脚あしをも失っていただろう。

「けぇっ！　くぉぁ！　せぇぁ！　つぁっ！　ぬぇぁ！　ひあっ！　とぉうあっ……！」

　ボーンは例の蜘蛛くもを思わせる身のこなしで、奇き妙みような声をもらしながら二本の剣を巧たくみに使い、ウィニフレッドのクランソラスを弾はじき返す。守勢だ。攻めてはいない。それなのに、ボーンとウィニフレッドはアトルから離はなれてゆく。ボーンが守りながらもウィニフレッドを誘ゆう導どうしているのだ。

　コーデリアとリーゼが、そしてカヤも駆け寄よってきた。

「ああ！　アトル！　なんてことなの……！」

「……ち、血が！　腕が……！」

「っ……！」

　アトルは彼女たちに抱だきかかえられるようにして助け起こされた。ダミアンが道みち端ばたに座りこんで、呆ぼう然ぜんとアトルを見ている。

　大変なことになってしまった。

　理解していないわけではないのだ。わかっている。右腕を斬られた。利きき腕だ。致ち命めい的てきと云いってもいい。

　それなのに、現実感がない。もうおしまいだ。そう思うのに、あまり切実ではない。本当にこれは自分自身のことなのだろうか？　違ちがうのではないか？

　もちろん、違わない。

　アトルの右腕は、肘ひじと手首の間くらいのところですっぱりと、完かん璧ぺきに切断されている。

　切断面からは血が流れている。なかなか、すごい量だ。

　……これって、死ぬんじゃないか？

　コーデリアがアトルの両頰ほおを挟はさむようにさわって、何か言っている。

「しっかり……！　しっかりしてください、アトル……！　気を確かに持って……！」

　気を確かに？

　簡単に言ってくれるものだ。

　……できるわけ、ないじゃないか。

　こんなことになって、正気を保っていられるものか。

　ああ、それにしても……、

　世界一美しいかもしれない妖よう精せいの女王と、どこもかしこもやわらかで気立てのいい娘と、異エキ国ゾチ風ツクな女の子に囲まれている。全力で介かい抱ほうされている。

　こんなことはたぶん、二度とないだろう。

　どう考えても、これが最後だ。

　終わった。

　本当に。

　とうとう、終わってしまった。

　いつこうなってもおかしくなかった。

　心構えをしていなかったわけではない。

　だが、こうなると思っていたのか？

　もちろん、思っていた。いくらかは。本当に？

　あやしいものだ。

　叔父おじのような存在だったエトウィン、父ハラル、リンネの街の人々、キルシャ、ゲドルク、兄ジェレル、ドロテア、身近な者たちがどんどん残ざん酷こくな運命の犠ぎ牲せいになっていった。しかし、自分は例外だ。そんなふうに考える根こん拠きよなど一つもない。

　それにもかかわらず、自分だけは別だ、そうはならないと、どこかで思っていたのではないか。

　……馬ば鹿かだ。

　僕は、馬鹿だ、とアトルは嗤わらった。

　自分自身を嘲あざ笑わらった。

　大馬鹿者だ。

「な、泣かないで……！」

　リーゼがアトルの首に両腕を回した。

　抱きすくめられた。

　リーゼの髪かみがアトルの顔にかかる。リーゼは頭かぶりを振ふった。リーゼの匂においがする。リーゼの躰を感じる。とくに、胸を。

　いいものだなあ、とアトルは思う。女の子って、すばらしい。

　アトルは泣いているのだろうか？

　視界が曇くもって、ゆがんでいる。

　泣いているのだろう。

　でも、リーゼだって泣いているじゃないか。

　カヤがきれいな青い瞳ひとみでアトルを見つめている。

　どうすればいいのか、何を言えばいいのか、途と方ほうに暮れている、といった表情だ。

「ごめん」

　まったく、どうすればいいのか。

　アトルにもわからない。

「みんな、ごめん」

　なぜ謝あやまっているのかも。

　謝って、どうする？　どうなる？

　どうにもならない。

　建物の上にいるルーイと目が合った。ルーイは動じていない。冷静だ。ルーイは顔をしかめながらも、物を見るような目つきでアトルを見ていた。ルーイの中で、アトルは終わっている。未来がない。死んだも同然なのだ。

　ひどい……とは思わなかった。

　むしろ、ルーイに感謝したいくらいだ。おかげでアトルは自分が置かれた状じよう況きようを、私情を交えることなく、客観的に、正確に把は握あくすることができた。なすべきこともわかった。こんなふうになっても、まだなすべきことがある。できることがある。喜ぶべきだと、皮肉でも何でもなく、心の底から感じた。

　力が湧わいてきた。

「……やってやるさ」

　呟つぶやいて、一いつ瞬しゆんだけリーゼの感かん触しよくを味わい、軽く首筋に口づけをした。

「ひゃっ」

　リーゼは驚おどろいて身をよじった。

　……馬鹿なことをした。

　ちょっと反省したが、自分の馬鹿さ加減はもういやというほど痛感している。馬鹿は死んでも治らない、という言葉をいつか聞いた。死んでも変わらないのなら、生きている間は余計、どうにもならないだろう。

「アトル……？」

　コーデリアに名を呼ばれた。

　アトルは笑いかけながら、うなずいた。

「コーデリア様、どうかご無事で」

「何を言っているの……？」

「リーゼ」

　アトルはリーゼを左腕だけで抱きしめて、耳みみ許もとで囁ささやいた。

「生きるんだ。何があっても、絶対に。生きなきゃいけない」

「……アトル？」

「カヤもだよ」

　アトルはカヤに微笑ほほえんでみせてから、女たちを押しのけた。ルーイを見上げる。

「彼女たちを、頼たのむ」

「困るよ」

　ルーイは短くそう答えた。でも、ルーイはきっと、できるだけのことはやってくれるだろう。そんな気がする。そして、綱つな渡わたりをしても渡りきって、ルーイだけは必ず生きのびてくれるだろう。そう信じられることが、今のアトルにとっては大いなる救いだ。

　ダミアンはまだ座りこんでいる。盗とう賊ぞくのことまではかまっていられない。……友だち、と云えるような間あいだ柄がらになるには、時間が足りなかった。もっと時間があれば。

　泣き言だ。

　愚ぐ痴ちはいらない。

　ボーンはまだ、エクスカルと自分の剣けんとで、なんとかクランソラスを防ぎつづけている。ただ、ボーンは見るだに必死だが、ウィニフレッドのほうは明らかに余よ裕ゆう綽しやく々しやくだ。遊んでいる……というより、遊んでやっているようにも見える。

　ヘンリーは？　エルフィラは……？

　二人はもうショックから立ちなおったらしい。距きよ離りをとって、ボーンとウィニフレッドの動きをうかがっている。ヘンリーは利き手ではない左手に剣を持って、戦う……いや、ウィニフレッドを止める意志を捨ててはいないようだ。

　四人だ。

　ボーン。ヘンリー。エルフィラ。そして、アトル。

　この四人でやる。

「いいか……！」

　アトルは左手で右みぎ腕うでをがっちりと握にぎった。右腕にも力をこめている。無む駄だなあがきかもしれないが、少しでも血を止めたい。アトルは女たちを見ずに駆かけだした。

「逃にげろ！　逃げるんだ！　僕のためにも、生きのびてくれ……！」

　痛みはあまり感じないが、刻一刻と躰からだから力が抜ぬけてゆく。足がふらついて、速く走ることなどできない。だいたい、丸まる腰ごしだ。何ができる？

　何かは。

　ヘンリーとエルフィラがアトルに気づいた。

　声をかけあわなくても、通じあうものがあった。

　やるのね？

　やるか！

　ええ、やりましょう！

　ヘンリーはもちろん、エルフィラもアトルの姉のように男顔負けの剣士だということはわかっている。アスカロン剣士として、同志として、共に戦う。

　たとえ屍しかばねとなっても、目的を果たす。

　というより、願わくばちゃんと屍になりたいものだ。病びよう魔まなのか、他ほかの何なのか、ともあれ、屍し霊りようにはなりたくない。

「つぅっ……！」

　ボーンがクランソラスを受けそこねて、エクスカルが吹ふっ飛びそうになった。

　どうにか手放さずにこらえたが、ウィニフレッドはすかさずボーンを斬きろうとする。

　光の刃はがボーンに迫せまる。

　ボーンは自分の剣を光の剣に叩たたきつけたが、押しきられた。

　体勢が崩くずれる。

　ボーンはのけぞるような姿勢になった。両腕も開いてしまっている。あれではもう防ぼう御ぎよできない。

　ウィニフレッドはクランソラスをねじこむようにボーンの顔面を狙ねらった。

　ボーンは首を曲げてよけようとしたが、額から鼻柱、頰ほおまでざっくりと斬れた。

　しかし、それだけだった。

　ボーンは地面に身を投げて転がり、素す早ばやく立ち上がった。

「……顔を狙いやがったな？」

　ぺろりと血を舐なめて、笑う。

「どうしたよ、ヒューグ。まず腕や脚あしをぶった斬るんじゃなかったのか……？」

「オマエはまずそうだァ」

　そう言いながらも、ウィニフレッドは山と盛られた好物を前にしているかのように舌した舐なめずりをした。

　すぐには攻せめず半身に構えて、クランソラスの切っ先をボーンに向ける。

「どちらかというと、殺したァい。ＵＵＵ・ＦＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＨＨＨＨＨＨＨＨ」

　……今だ。

　アトルはヘンリーとエルフィラに視線で合図を送った。

　理由は不明だが、ウィニフレッドはボーンとの勝負に夢中になっているようだ。チャンスは今しかない。

　ボーンはアトルたちの動きをつかんでいるか。いや、ウィニフレッドを相手にしていて、さすがにそんな余よ裕ゆうはないだろう。

　ウィニフレッドが進みでる。

　ボーンはぎょろ目を一いつ杯ぱいに見開いて、下がらない。

「こいよ……！　もっと楽しませてやる……！」

「ＫＵ・ＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨ」

　ウィニフレッドが吼ほえた。

　聖剣クランソラスが、光が奔はしる。

　光線が。

　往ゆこう。往くのだ。

　アトルは、ほぼ真後ろから。

　ヘンリーは右後方、エルフィラは左後方から。

　三人とも捨て身だ。我が身はどうなってもいい。

　刺さし違ちがえる？

　否いな、だ。

　そうではない。それは高望みというものだ。そんな大それたことはできない。

　一瞬、半瞬でもいいから、ウィニフレッドの動きを止める。鈍にぶらせるだけでもいい。わずかでも狂くるいを生じさせることができれば、ボーンはその隙すきを見み逃のがさないだろう。

　捨すて駒ごまになること。

　それがアトルたち三人の役目だ。事ここに至っては、人生の目的と云いってもいい。それだけのために、アトルたちは生まれてきた。そして、死のうとしている。

　もう何も惜おしくはない。

　ボーンがエクスカルでクランソラスを弾はじき、あの雷らい鳴めいのような音が響ひびいた。その直後、ウィニフレッドはヘンリーの接近を悟さとったようだ。

「つぁぁらあぁぁぁぁぁぁぁ……！」

　ボーンがここぞとばかりに押しこむ。

　ウィニフレッドは半歩下がってわずかに時間を稼かせぎ、その間に光の刃を迸ほとばしらせてヘンリーの左腕を両断した。

「まだだぁっ……！」

　ヘンリーは、それでも退ひかない。ウィニフレッドに躍おどりかかる。ボーンもウィニフレッドに詰つめよる。左後方から、エルフィラも。

　アトルは少し遅おくれている。

　もどかしい。

　急げ。

　早く。

　そうしないと。

「ＲＡＡＡＡＡＡＡＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹ……！」

　ウィニフレッドが奇き態たいな叫さけび声を発した。

　ああ……！

　彼こそは〝光のブリリ剣士アンツ〟。

　屍霊と成り果てようとも、剣の精神の体現者にして、究極の剣士の一人であることには変わりない。

　聖剣クランソラスが疾しつ走そうして、光が飽ほう和わした。

　アトルはかつて、父から聞いたことがある。

　ヒューグ・ウィニフレッド将軍、〝光のブリリ剣士アンツ〟、その秘技〝百ハン光ドレ剣ツド〟は人の身には防ぐこと能あたわず、さりとてよけても必死、ゆえに、ただ死力を尽つくして万ばん死しの中に一生を得るを期するのみ、と。

　あれだ。

　あれこそが秘技〝百ハン光ドレ剣ツド〟。

　光が、百条どころか、幾いく百条、千条、いや、万条とも思える無数の光が、光線が、ヘンリーを斬り刻む。細切れにする。

　ボーンは左手の剣を叩き折られ、右手からエクスカルを弾き飛ばされて、躰中を斬られながらも、後ろに倒たおれこんだ。……エルフィラは。

　光の刃は、どうしてか、エルフィラには届かなかった。……左目。

　左目か。

　ルーイの矢を受けて、ウィニフレッドは左目を失っている。左側は見えづらいはずだ。それでか。

　エルフィラの突とつ撃げきは鋭するどく、疾はやかった。彼女は剣士だ。剣を振ふりかぶることもしなかった。振りまわしもしなかった。

　突ついた。

　躰ごとぶつかっていって、人体でもっとも大きな的である、ウィニフレッドの胴どう体たいに剣を突き刺した。

「ッ……」

　ウィニフレッドは歯を剝むいて、左手でエルフィラの頭をわしづかみにした。

「女ァァァ！　食われにきたかァ……！」

「そうよ、ヒューグ……！　あなたになら、何をされても、あたくしは……！」

「ＧＵ・ＧＡＧＡＧＡＧＡＧＡＧＡＧＡＧＡ！　オマエはずいぶんうまそうだ……！」

　食しよく欲よく。たぶん今、ウィニフレッドは食欲に取り憑つかれている。周りに注意を払はらっていない。食欲をそそってやまないエルフィラに集中している。

　ウィニフレッドはエルフィラを持ちあげた。

　かぶりつこうとした。

　その寸前に、アトルはウィニフレッドにとりすがった。利きき手は使えないどころか、そもそもない。だからどうした。そんなことはどうでもいい。ありったけの力を振りしぼって、躰をウィニフレッドの右みぎ腕うでに絡からみつける。

「おおおおおお……！」

　ボーンがエクスカルを拾いあげて、駆けてくる。

　ウィニフレッドはアトルを振りほどこうとした。

「ううあああああああああああああああぁぁっ……！」

　させない。

　放すものか。

　いけ。

　やってくれ。

「ボーンさん……！」

「ＫＵＵＵＵＵＵＵＵ……！」

　ウィニフレッドは、あきらめた。

　アトルはそのままにし、ボーンめがけてエルフィラを投げつけた。

「……ぬぁっ!?」

　ボーンはエルフィラを受け止めることもできず、彼女もろとも転てん倒とうした。

「Ｎ・ＨＡＨＡＨＡＨＡ……！」

　ウィニフレッドはアトルの首を握にぎった。とてつもない握あく力りよくだった。アトルは一いつ瞬しゆん、意識が飛んだ。

　気がつくと、まだ息ができなかった。苦しい。

　ウィニフレッドは左手でアトルの首をつかんで、高々と掲かかげている。

「オマエはイキがＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥ……」

　ＨＩ・ＨＩ・ＨＩ・ＨＩ・ＨＩ……と、ウィニフレッドは血まみれの顔をしわくちゃにして、笑う。

　その右目が爛らん々らんと輝かがやいている。

「オマエもうまそうだァァ。至福だよ。幸せだなァァァ。ワタシはとてもとてもとてもとてもとてもとてもとてもとてとてとてとてとてとてとてもとてとととととととととととととても幸せだァ。なぜこんなにシアワセなんだろう？　怖こわいくらいだよ。イヤ怖くはない怖くはちっとも。ＮＵ・ＫＵＫＵＫＵＫＵＫＵＫＵ・ＫＡＫＡＫＡＫＡＫＡＫＡ……！」

　ウィニフレッドの顔が近づいてくる。

　阻はばむことはできなかった。

　もがく力もない。

　抵てい抗こうできない。

　ウィニフレッドはアトルの左ひだり頰ほほの皮ひ膚ふと肉を前歯でこそいだ。

　それを嚙かまずにのみこんで、感に堪たえない、というように右目をつぶった。

「ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ・ＭＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥ……」

　そうして、傷口を舌でねぶった。

「ＡＡＡＡＨＨＨＨＮＨＨ・ＡＡＡＨＨＨＨＨＨＨ・ＡＡＡＡＡＡＨＨＨＨＨＨＨＨＨ。タタタタタタタたまらんコレすげＵＨＡ・ＮＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯ。イイイイイイキイキイキイキそうだＯＯＯＯＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨ・ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ」

　やめて。やめ。やめ。やめて。おねが。やめ。お願いだから。ああ。そんなふうにしないで。ああ。だめだ。やめて。やめ。やめて。ください。やめやめやめて。ああ。アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア。頭がおかしく。ああ。痛い。イタイ？　よくわからない。だめ。そんな。くそ。何を。これ、何。アガアアガガガガアアアガガアアガガアアガガ嗚あ呼あガガガガアアガガガガガガ。

　確かな、確かなことは、確かな、それはもう、モウ、アアアアアアアア、どうしてこんなことに、アアアア、かかかかかかか嚙まれた嚙まれカマタレタ？　カマラレタ？　かかかかか嚙まれた。おあうがじゃがかんじゃだふあぁむなかがうくんじぇあふあぁえおえぐえがだじゃぎゃむくくなえも嚙まれた。嚙まれた。アアアアアアアアアアア嚙まれた。

　頰から、頰の傷口からウィニフレッドの舌が、アトルの口こう腔こう内に侵しん入にゆうしてくる。ウィニフレッドの舌がアトルの歯を舐なめている。やたらと力強い。血なまぐさい。誰だれの血？　アトルだ。アトル自身の血。アアア。アトルは歯を食いしばっている。その歯をウィニフレッドの舌はこじ開けようとする。やめてやめてやめてくださいもうやめて。もちろんウィニフレッドはやめてくれない。アトルはこじ開けられる。くそ。くそ。くそ。くそ。くそ。くそ。くそ。くそ。くそ。くそ。くそくそくそくそくそくそくそくそふざけるな。

　アトルはウィニフレッドの舌を嚙んでやった。思いきり嚙んだ。嚙み切った。

　ウィニフレッドはようやく顔を離はなした。

「Ｕ・ＦＵＦＵＦＵＦＵＦＵＦＵＦＵＦＵＦＵＦＵＦＵＦＵ」

「ら、らりがっ……」

　アトルは嗚お咽えつしながら舌の切れ端はしを吐はき捨てた。

「何が、おかしいんだ、何が、この、化物め」

「ＡＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡ」

「くそぉ、くそ、くそぉ、もう、僕、くそ、いやだ、こんな、ああ、助けて、神様……」

「ＫＡＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡ」

「ひどいよ、ひどすぎるよ、なんで、ひどい、神様、くそったれ、ばかやろう……」

「ＴＡＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡ。あとで味わうぞ」

　ウィニフレッドはアトルを放り投げて、クランソラスを振り上げた。ボーンだ。ボーンが体勢を立てなおして斬きりかかった。それをウィニフレッドは難なく防いだ。

　ボーンは跳とびすさった。

　ウィニフレッドはボーンを追おうとして、つまずきそうになった。

「ＡＡＡＡＡＮ……？」

　人間に。

　それは、四し肢しを失ってもなお息がある、浄じよう化か隊の剣けん士しだった。いや、それ、などと云うべきではないだろう。彼はまだ死んでいないだけではない。這はってきたのだ。芋虫のように這うのが精一杯だから、彼は這い進んできた。

「しょぉぐん……！」

　彼だけではない。

「将、軍……！」「しょうぐっ……！」「将軍……！」「しょおぐぅん……！」

　十人、それ以上の兵士たちが、這って、転がって、ウィニフレッドの周りに集まっている。敬愛する彼らの将軍を、少しでも邪じや魔ましようとしているのだ。

　ああ、それにしても、どうして？　なぜ、みじめに倒れ伏ふしているアトルのすぐそばに、聖剣エクスカルが転がっているのだろう？　なぜボーンはエクスカルではなく、たぶん浄化隊の誰かの剣を持って、構えているのだろう？　そうか。……そういうことか。

「ヒューグ。おまえさん、舐めすぎだぞ。自分の部下たちだろうが……？」

　ボーンは攻せめかからない。剣士たちが這い、転がって、ウィニフレッドに押しよせる。ウィニフレッドは剣士を跳び越こえる。蹴けりのける。ボーンは好機をうかがっている。そう見せかけている。その間に、アトルはエクスカルを拾う。左手で握りしめる。ボーンがようやく例の蜘蛛くものような身のこなしでウィニフレッドに躍おどりかかる。一合、二合、打ちあう。ウィニフレッドは剣士たちに、自分の部下たちに動きを妨さまたげられながらも、攻こう勢せいに転じようとしている。ボーンはあっという間に圧あつ倒とうされるだろう。そうなる前に、アトルはそっとウィニフレッドに近づいて、その背中に体当たりをした。エクスカルをぶっ刺さしてやった。聖剣エクスカルはやすやすとウィニフレッドを貫つらぬいた。ウィニフレッドの動きが止まった。ボーンが狙ねらいすましたようにウィニフレッドの右腕を叩たたき斬った。

　ボーンはクランソラスを器用に蹴り上げて、引っつかんだ。

「あばよ、ヒューグ」

　断たち斬られたヒューグ・ウィニフレッドの生首は、飛ばずに転がり落ちた。ボーンはその脳天にクランソラスを叩きこんだ。

　アトルはウィニフレッドの躰からだごと倒れこんだ。そのままでいたかった。もう何もしたくない。でも、そういうわけにはいかないのだ。

「……ボーンさん。お願いが、あります」

「何だ」

「交こう換かん、してください。クランソラスと、エクスカル」

「あ……？」

「ここは、僕が引き受けるので。お願いします。コーデリア様は、大切な人だから。守り抜ぬいてください。必ず。僕にはもう、できないから」

「……わかった」

　ボーンはアトルを起き上がらせた。アトルはボーンにエクスカルを渡わたして、代わりにクランソラスを受けとった。自然と、笑えみがこぼれた。父から、兄から託たくされたエクスカルを、ふさわしい人物に預けることができたのだ。肩かたの荷にが下りた。

　コーデリアたちは建物の上だろうか？

　あえて確かめなかった。きっと、確かめないほうがいい。

「よくやったぞ、おまえさんたち」

　ボーンは、使命を終えて力尽つき、息絶えようとしている剣士たちに声をかけながら、エルフィラのもとへと向かった。エルフィラは無事のようだ。よかった。本当によかった。アトルは心底、嬉うれしかった。

「アトル」

「アトル」

「アトル！」

「アトル……！」

　誰かが、みんなが、アトルの名を呼んでいる。

　涙なみだが出そうになる。

　生きてきてよかった。

　こんなふうに名前を呼んでくれる人たちがいる。少なくとも、それに値あたいする生き方をしたということだろう。みんなはどうか生きて欲しい。生き抜いてもらいたい。

　それはもう、アトル・クライハートにとっては叶かなわないことだから。


　おおぉぉおぉぉぉぉおぉぉぉぉおおおぉぉ……、

　うぁあぁああぁああぁぁぁあぁぁあぁぁぁあぁぁ……、

　んえぇぇぁあぁあぁあぅうぉぉおおぉぉぉぉ……、

　がぁぁあぁああぁぁぁはあぁぁぁぁあぁぁぁぁああぁぁぁぁ……、

　しゅああぁぁぁおぉぉぉぉおおぉぉぉぉぉぉおおぉぉぉおぉぉぉぉ……！



　馴な染じみ深い屍し霊りようたちの声が聞こえてきた。

　くる。

　きた。

　通りの向こうから屍霊たちが群れをなして走ってくる。

「……まともに、ぶつかったら……一瞬で、のみこまれちゃいそうだな……」

　すぐに終わるわけにはいかないのだ。クランソラスはエクスカルよりも軽い。扱あつかいやすそうだ。これなら左手でもそこそこ使えるだろう。使えなくても使うのだ。

「こいよ、屍霊」

　アトルは寄せくる屍霊たちに背を向けて走った。息が弾はずむ。まだ息ができる証しよう拠こだ。右手が痛い。右手はもうないのに？　頰も疼うずく。動きたくないな、と思う。衝しよう撃げきが傷に響ひびく。しょうがないか。そうだ。しょうがない。我が慢まんしろ。我慢だ。

「はぁ……はぁ……はぁ……はぁ……はぁ……はぁ……はぁ……はぁ……はぁ……」

　自分自身の息いき遣づかいが、うるさい。

　走っているつもりなのだが、速度が出ていないようだ。屍霊たちはどんどん迫せまってくる。すぐに追いつかれてしまいそうだ。

　曲がり角があったので、左に曲がった。屍霊がいる。近い。アトルはべつに驚おどろかなかった。突つっこんできた屍霊にクランソラスを叩きつける。どこに当たったのか。わからない。とにかくどこかに当たった。食われずにすんだ。

「はぁ……はぁ……はぁ……はぁ……はぁ……はぁ……はぁ……はぁ……はぁ……」

　後ろが気になったので、振ふり返ったら、屍霊が飛びかかってきた。アトルはよけて、走りつづけようとした。足がもつれた。

　屍霊が、屍霊が、屍霊、屍霊、屍霊が、屍霊が、屍霊たちが、くる、襲おそいかかってくる。これは逃にげられない。迎むかえ撃うつまでだ。やれるところまで、やる。それ以外にどうしようがあるだろう？

「はぁ……はぁ……はぁ……はぁ……はぁ……はぁ……はぁ……はぁ……はぁ……！」

　何匹びきか、斬った。

　左の膨ふくら脛はぎに屍霊が嚙みついてきた。右足で蹴け飛とばしてやった。

　とっさに半分ちょっとしかない右みぎ腕うでで身を庇かばったら、肘ひじのあたりに屍霊がむしゃぶりついてきた。

　かまわず、クランソラスを振りまわした。

「はぁ……！　はぁ……！　はぁ……！　はぁ……！　はぁ……！　はぁ……！」

　どうして自分が倒たおれていないのか、いっそ不思議なほどだ。アトルは右腕を食われながら、屍霊たちを斬り払はらいながら、まだ逃げようとしている。僕もけっこう根こん性じようあるじゃないか、と他人ひと事ごとのように思った。

　いい路地を見つけたのだ。あの路地はだいぶ狭せまそうだ。あそこに入りこむことができれば、屍霊はなかなか追ってこられまい。

　行きつけるとは、正直、思ってもみなかった。よくここまでこられたものだ。

「ふぅっ……！　はぁ……！　はぁっ……！　はぁぁっ……！　ふぅっ……！」

　躰を横向きにして路地に滑すべりこんだら、右腕に食いついている屍霊が突っかかった。全力で引っぱったら、腕うでの肉ごと抜けた。

　アトルは路地に入っていった。屍霊たちも路地に入ってこようとしているが、無理だ。頭や腕を突っこんでも、そこまでで止まってしまう。詰まっている。

　いつだったか、同じようなことがあった。ちょっと前かもしれない。どうでもいい。

「……はぁ……はぁ……はぁ……はぁ……はぁ……はぁ……はぁ……はぁ……はぁ……」

　どこを嚙かまれたか、食いちぎられたか、どんな怪け我がをしているのか、確かく認にんしようとして、やめた。そんなことをして、いったい何になるだろう？　建設的じゃない、と思った。本当にそうだろうか？　アトルには判断がつかない。

　やがて思いだしたように痛みがアトルを苛さいなみはじめた。激げき烈れつで、まったく無む慈じ悲ひな痛みだった。ここで死ぬのか。一人で。一人きりで。覚かく悟ごしていたことだ。でも、この痛みはあまりにむごい。そうじゃない、とも思った。ただ死ぬのではなく、屍霊になるのだ。痛みに悶もだえながら死んで、気がついたら屍霊になっている。屍霊として、朽くち果てるまでこの路地であがきつづけるのだ。助けてくれ。冗じよう談だんじゃない。いやだ。痛い。痛いよう。痛い。アトルは叫さけんだ。少なくとも、叫ぼうとした。こんな決断を下した自分自身を呪のろった。でも、他にどうしようがあっただろう？　何でもいい。何だっていいから、こんな目には遭あいたくなかった。これだけはごめんだ。痛い。痛い。痛い。痛い。痛い、痛い、痛い、痛い、痛い、痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い。早く死にたい。楽になりたい。死のうか。せめて座りたい。狭くて座ることもできないのだ。休みたい。死にたい。痛い。……こんなに苦しい思いをするのなら、生まれてくるんじゃなかった。

　いつの間にか意識を失っていたらしい。


　おぉぉう！　おおぉうう……！



　屍霊の声で目が覚めた。見れば、屍霊たちが押し合いへし合いしながら、無理やりという感じで路地に入ってきている。一いつ匹ぴきの屍霊は、もう少しでアトルに手が届きそうだ。

　クランソラスは地面に落ちていた。アトルは苦労してクランソラスを拾い、屍霊の顔面を突いた。

「……べつに……生きていたくは……ないけど……あぁ……痛いなぁ……もう……」

　痛い。まだ痛い。痛くなくなったら、死ねるだろうか。死ねばいいのに。死んでしまえばいいのだ。なぜそうしない？　さあ？　いい。楽しいことだ。楽しいことを考えよう。女の子のことを。女の子と肌はだを合わせる。コーデリア。リーゼ。カヤ。誰だれがいいかな。どうせなら、全員と。どうしようもないな、と思った。……僕は本当に、ろくでもない。

「……キルシャ……きみと……また、会えるかな……」

　無理だろう。アトルは地じ獄ごくに落ちる。キルシャは天国にいるはずだ。なぜ死なないのだろう？　もう死んでもいいはずだ。そろそろ本当に、死んだほうがいい。自分で自分の、息の根を、止める。できる……はずだ。それくらいのことは……痛い。耐たえがたい。耐えなくたって……死のう。痛い……痛みと苦しみの他には何もない、ここが……地獄だ。

　こんなに……たくて……な……ど……が……っし……それ……に……あ……と……いとして…………は、な…………いと…………は…………い…………くれ…………し…………こ………………に………………して……………………き………………………………い？

　寝ねていたようナ気がするルル。長い長い長い間。寝ていタ？　眠ねむっていた？　目を開ける。ツツツツツツツツツツツツ。音を出してみた。ツツツツツツツツツツ。小さな音を。ツツツツツツツツツツツツツツツツツツ。

　まばたきをする。

　狭いナ、と思う。狭い。ここはどこだろウ？

　どこ？　どこだろう？

「パパパパパパパパパ」

　声を出してみた。声。これが声。

「パパパパパパパパパパパパパパパパ」

　静かだ。静か。左を見る。そこに何かがある。ヒトの形をしているが、もう動かない。ひどい臭においだ。よくない。よくない、と彼は思う。ここから出よう。こんな場所からは出てゆこう。ここにいる理由はない。ここにはいたくない。ここから出よう。彼は出ることにする。邪じや魔まなヒト型のものを押しだして、外に出る。
















　通りは静かだ。ヒトの形をしているが、もう動かないものがちらほらあるだけで、とても静かだ。静けさに彼は満足する。ああ、でも、と思い、彼はさっきの狭い場所に引き返す。光る物。剣けん。そう。剣だ。剣を拾って、彼はふたたび通りに戻もどる。やはり静かだ。

　彼は右手で顔をさわろうとして、右手がないことを知った。彼は首をかしげた。

「まあいいや」

　左手で光る剣を振りながら、彼は歩いた。

「うーううーううーううー。うーううーううー。うーううーううーううー。ううーうー」

　歌いながら歩いていると、不意にコトバが彼の口をついて出た。

「こーでりあ。りーぜ。かや」

　彼は足を止めて、また首をかしげた。ヒトの顔らしいものが、彼の脳のう裏りには今、ぼんやりと浮うかんでいる。

「そういえば、おなか、すいたな……」

　小声で呟いてから、彼は笑った。

「うまそうだ」





...to be continued.









　あとがき




　いろいろ考えて悩なやんだあげく、「これからどうなるんだろう？」と書いている自分が一番気になる終わらせ方にたどりつきました。というわけで、物語にはまだまだ先があるのですが、残念ながら続きを書くことができる保証はありません。こればかりは本が売れてくれないと、いかんともしがたいのです。一巻百万部刷っても千冊しか売れなければ二巻は最大千冊しか売れないので、それ以上刷るわけにはいかない。刷って売り切っても損してしまう数ならそれはできないよねという話になってしまいます。とはいえまだ諦あきらめたわけではなく、編集部含ふくめ各方面に協力を仰あおぎつつ続刊の目を探さぐってゆくつもりなので、もし本作『断末のミレニヲン』の今後にご興味、ご関心がありましたら、何とぞ応おう援えんしていただければと思います。力及およばず首しゆ尾びよくいかなかったら、そのときはごめんなさい。

　最後に担当編集Ｍさんとすばらしい絵を描えがいてくださったso-binさん、デザイナーさん、その他、本書の制作、販はん売ばいに関かかわった方々、そして今、本書を手にとってくださっている皆みな様さまに感謝と愛をこめて、今日のところは筆をおきます。またお会いしたいものです。
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